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第一話　そいつも歩いてやってきた





　　　　　　　　　　１



「こんにちはです。今日はいいお天気なのです」

　玄関を開けると、そこに笑顔の女の子が立っていた。

　柔らかそうな頬ほおにほんわかした笑顔を浮かべ、軽く首をかしげている。

「……え、ええと？」

　ぼくは、対応に困った。

　突然なんの前触れもなくぼくの家に訪ねてきたこの可愛かわいい女の子は、いったい誰なのだろうか。まるで心当たりがない。

　天使の輪が目立つ赤く長い髪を、ロングツインテールにして左右に垂らしている。身長はぼくと同じくらいだろうか。両手にはもこもこした大きなネコの手をはめている。ミニスカートと、薄手の黒いキャミソールがよく似合っていた。

　ちょっと舌足らずな高い声と、黒目がちなとろんとした目と、薄く開けた口もあいまって、どこか不思議な雰ふん囲い気きをかもし出している。

　そんな笑顔の女の子とぼくは、たっぷり一分以上見つめ合っていた。

　彼女の背後から、乾いた秋風がさらりと入ってきた。

「あ、あの……。ど、どちらさまですか？」

　ぼくは警戒しながら、恐る恐るそういった。

「あっ。こんなところじゃあ、なんなのです。お邪魔しますです！」

　なにかを思い出したかのように胸の前でぱふっと両手を叩たたくと、ドアを閉めて中へ入ってきた。ぼくは避けるようにして、廊下に後ずさる。

　彼女は底の厚い革靴をゆっくり脱ぐと、笑顔のまま家のなかに足を踏み入れた。

　自己紹介もしないで堂々と家へあがり込むだなんて、かなり強引だ。宗教の勧誘か、新手のキャッチセールスだったらどうしようとか、ぼくの後ろ向きな思考が回り出す。つぼを抱きしめて引きつった笑顔を浮かべる情けない自分の姿が、容易に想像できる。

「あっ。もしかして、あなたが、まことさんなのです？」

　ほんわかとした笑顔が、眩まぶしく輝いた。

「え、えっ？　は、はい。そうですけど……」

「ごめんなさいです。確認を忘れていましたです。ちょっと待ってくださいなのです」

　そういって、彼女は突然――

　ぎゅっと、ぼくを抱きしめた。

　この予想できない突とつ飛ぴな行動に、ぼくは思いっ切り困こん窮きゆうした。

　堅い感触。

「え、ええーっ!?　た、助けてー！　あきらー!!」

　無意識に二階にいる幼なじみの名前を叫びながら、必死の抵抗を試みたけど、足を滑らせて彼女ごと廊下に倒れてしまった。

「きゃっ！　です」

「ゴフッ！」

　痛い。

　痛い、重い、苦しい。とてつもなく、重い。

　なんだ、この異常な重さは！

　ぼくの上に乗っかっているのは華きや奢しやな女の子のはずなのに、なぜかとても女の子とは思えないくらいの重量だった。しかも、柔らかさを感じない。とっても堅い。堅くて重い。そして、冷たかった。まるで鉄の塊かたまりに押しつぶされているかのようだ。

「つ、潰つぶれるぅぅー……」

「ごめんなさいです、ご主人様。でも、確認は取れたのです。よかったです」

　すぐ顔上の可愛かわいい笑顔がそういったけど、全然よくない。ていうか、それどころではない。早くどいてもらわないと、今朝食べたものどころか、内臓が口から出てしまいそうだ。

　――え？

　ご、ご主人様？

「まことーっ！　どうしたのーっ!?」

　階段からどたどたと慌あわただしい音がして、あきらが乱暴に跳び降りてきた。艶つやのある長い黒髪をなびかせて、その瞬間、ミニスカートから下着が丸見えだった。

「……ま、まことっ!?」

「た、助けて、あきら……！」

　助かると思い、押しつぶされたままやっとのことでそう叫んだけど、あきらはその場で仁に王おう立だちのままだ。大きな猫みたいな目を歪ゆがめ、拳こぶしを握り、わなわなと震えている。

「な、なにやってんのよ、まことーっ!!」

　凛りんとした張りのある声でそう怒ど鳴なると、ぼくの顔をぐにっと踏んだ。

「ち、違うんだよあきら！　し、死んじゃう！　とにかく助けてよー！」

　あきらの素足に踏みつけられながら懸命にそう叫ぶと、急に軽くなった。女の子が、ぼくの上からどいたみたいだ。

　ぼくは涙ぐみながら咳せき込み、胸をさすって身体からだを起こした。

「はじめましてです。もしかして、あなたが、あきらさんなのです？」

　立ち上がったロングツインテールの女の子は、あきらの前でも笑顔を絶やさず、特徴的な喋しやべり方でそういった。

「そ、そうだけど。……ていうか、あんた何者!?」

　敵対心丸出しの仕草で睨にらむあきらだったが、女の子はまるで意に介していないようだった。笑顔のまま、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「はじめましてです。わたくしの名前は、ドロシーといいますです。ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いしますです」

「……は？　よ、よろしくって、なにを？」

「わたくしのことです。よろしくなのです」

「いや、意味がわかんないから。何者なのよ」

「ドロシーといいますです」

「だーかーらー名前じゃなくてーっ！　もうっ！　まことっ、なんなのこのコ!?」

　地じ団だん駄だを踏みながら、あきらがそういった。ぼくでさえじれったく感じたのだから、気の短いあきらには耐え難いことだろう。

「あきらさーん。そのコの正体、教えてあげよっか？」

　その言葉の方へ視線を向けると、階段に腰かけたアリスがいた。

　蝋ろう人形のような白い肌に無邪気な笑みを浮かべ、量の多い蒼あおい髪の毛を指でいじりながら、神秘的な鳶とび色の瞳ひとみでドロシーを見ている。

　あきらの部屋に居い候そうろうしているアリスは、小柄な小学生みたいな幼い姿をしているけど、超天才的な頭脳を持った宇宙人だった。

「なによアリス。あんたの知り合い？」

「違うよー。私の知ってるヤツと、内部構成が似てるの」

　そういって、アリスは膝ひざに置いてあった白いＰＤＡをひょいと取りあげた。ＰＤＡの上の部分から、赤い光が薄く出ている。

「うわ、もしかして、それでレントゲンみたいなことできるの？」

「えへへ。私の自作だけどねー。衣服だけ透かせることもできるんだよ」

「今度貸して。で、誰に似てるって？」

「このコ」

　そういって、アリスは階段の上の方に振り返った。

　そこには、階段を下りてくる佐さ藤とうさんがいた。

「な、なに？」

　クラスメイトの佐藤さんは、ふわりとした栗くり色いろの髪を揺らし、眼鏡めがねの奥のまんまるの瞳ひとみを見開いて、きょとんとしている。

「あれ、違った。佐藤さんじゃなくて、その後ろね」

「え？　わいでっか？」

　佐藤さんの後ろから、ひょっこりとそいつが顔を出した。

　鉄色の肌。細い脚。細い腕。長細い四角い身体からだ。丸い目。四角い口。額ひたいには、ちいさなオレンジのランプとブルーのランプ。

　サブはどこからどう見てもロボットだったが、胴体に高性能なコンピュータが入ったレンタルサーバだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……えっ？　そ、それじゃあ――」



「レンタルサーバのドロシーです。ご主人様は、まことさんです。よろしくなのです！」



　ぼくたちは、その場で硬直した。



　　　　　　　　　　２



　ぼくの名前は西にし島じままこと。高校一年生。いまだに小学生と間違われるくらいの童顔だし、女装を強要されたりするけれど、正真正銘、健全な男子高校生だ。

　幼なじみで同級生のミサイルみたいな女の子、安良城あらきあきらが、宇宙人たちに大人気のネットアイドルになったのは、夏休みに入ったばかりの頃だった。

　ネットアイドルたちは、ホームページのアクセス数をパワーの源とするレンタルサーバを、秋あき葉は原ばらにある地下闘技場で戦わせて、ランキングを競い合っていた。

　あきらのもとに送られてきたレンタルサーバが、サブだった。

　そういえば、サブも歩いてやってきたのだった。てっきり高性能のパソコンが宅配便で送られてくるのかと思っていたぼくとあきらは、サブの登場に驚いたものだった。

　同じことが、また起きた。

　レンタルサーバが、歩いてやってきた。

　しかも、今度はぼく専用のレンタルサーバだという。

　夏休み最後の日に、サブが勝手にぼくのホームページを開設していたことがわかった。ネットアイドルまこと、である。ぼくはとてもとても恥ずかしいので、一刻も早く止めてほしかったのだが、あきらと佐さ藤とうさんに説得されて、結局そのままになっている。今でもサブが勝手に更新していて、かなりの人気とアクセス数を稼かせぎ出していた。信じたくないけれど、女装の写真のコーナーがかなり好評らしい。

　サブは華々しくデビュー戦を飾り、異例なことに、わずか二戦で一〇位にランキングされた。しかしその後二連敗し、先週の土曜日はアリスが不正を働いたために失格になってしまい、二三位にまで下がってしまっていた。一ヶ月の謹きん慎しんもいい渡されたので、十月いっぱいは戦うことができない。

　闘技場で戦うレンタルサーバはアクセス数がパワーの源であり、あきらとぼくのホームページのアクセス数が重要だった。あきらだけでもアクセス数はかなりのものだったが、ぼくの方もかなりある。

　つまり、ぼくのアクセス数がサブから切り離されてしまうと、サブのパワーが半減してしまうのだ。

　あきらは、ネットアイドル☆バトルロイヤルのチャンピオンを狙ねらっている。

　だから、これはかなり重大なことだった。

　サブがパニックを起こすくらい。

「あわわわわわ。はてさてふむう。こ、これは、ど、どうなってしまうんでっしゃろか。ど、ど、ど、どういうことなのか、ちゃんとしっかりねちっこく詳細に綿密に精せい魂こん込めてがっつり説明してもらえまへんでっしゃろか？　ど、ドロソーさん？」

「ドロシーなのです」

「ドロツーさん？」

「ドロシーなのです」

　ぼくの部屋にみんな集まったはいいけど、サブは頭を抱えておろおろしながら歩き回るだけだし、あきらは不機嫌そうにベッドの上に寝そべっているし、佐さ藤とうさんも無言でお茶をすすりながらドロシーを睨にらんでいるし、アリスは椅い子すの上で膝ひざを抱えて状況を楽しんでいるだけだし、縞しまのニーソックスに包まれた細い脚を並べて正座するドロシーはそんなみんなの様子に気づいてないようだし、ぼくはもうどうしていいかわからなくて思案に暮れてしまう。

　今日は土曜日で、月曜から始まる中間テストのためにぼくの部屋に集まって勉強会を開いていたのだけど、ドロシーの乱入のせいで、もうそんな雰ふん囲い気きではなくなってしまった。

「落ち着きなさいってば、サブ。てうか、大宇宙平和推進機関に問い合わせてみたらどう？　このコに訊きくより、そっちの方が早そうだけど」

　口を尖とがらせながら、あきらがそういった。

「そ、そうっすかね？　まことさん、やっぱそうっすかねえ？」

「う、うん。ぼくもそう思うよ」

「ああ、なんかわい自身でわい自身を断罪するみたいで、なんか恐いですなあ……」

「私が大宇宙平和推進機関のシステムにハックしてあげようか？　なんか都合が悪いことがあったら、書き換えてあげてもいいし」

「だ、ダメだよアリス！　犯罪行為は、絶対にダメ！」

「ちえーっ」

　アリスをたしなめてから、ちらりとドロシーを見る。

　ぼく専用のレンタルサーバを。

　本来レンタルサーバというのは、貸し出される高性能のパソコンであるはずだ。

　サブだって、佐藤さんのサラダだって、とてもパソコンには見えないロボットなのだけど、ドロシーは完全に人間だ。髪の毛もあるし、衣服も着けている。ロボットというより、アンドロイドといった方が正しいような気がする。

　そんなことを考えていたら、ドロシーと目があった。首をかしげて、ほんわかとした笑顔を向ける。

「ね、ねえ、アリス。本当にドロシーはレンタルサーバなの？」

　笑顔にどぎまぎしながら、レンタルサーバに詳しいアリスにそう訊いてみた。アリスは、サブとサラダの思考システムをたったひとりで開発した、超天才技術者なのだ。

「うん。間違いないよー。胴体部分にちゃんと地球製のパソコンのパーツが組み込まれていて、Ｗｅｂサーバになってるし。パワーユニットも、レンタルサーバ共有のものだよ」

「そ、そうなんだ。なんだか信じられないよ」

「あたしは信じられるわ。だってさっきから、一度もまばたきしてないし」

　ベッドに寝そべったままのあきらが得意げに指摘すると、すぐにドロシーはまばたきを始めた。

「あっ。忘れてましたです」

「そ、そーゆー問題なんだ……」

「ふーん。おもしろいわね、こいつ」

　アリスが小声でそういったのを、ぼくは聞き逃さなかった。鳶とび色の瞳ひとみを輝かして、笑みを浮かべている。なにかよからぬことを思いついたんじゃないかと、心配になる。

「西にし島じまくん。ドロシーのこと、どう思う？」

　佐さ藤とうさんが、そういって上うわ目め遣づかいでぼくを見た。

「え？　か、可愛かわいいと思うけど……」

　質問の意図がくみ取れなかったので、見たまんまのことを答えてしまった。

「そう。……なんとか追い出せないかしら」

　佐藤さんは顔を背そむけ、冷たくさらっとそうつぶやいた。勉強のために用意したテーブルの上にマグカップをゴトンと置き、無表情で教科書をぱらぱらとめくる。

　なぜかわからないけど、ぼくは彼女から殺気を感じた。

「ぬおおおわあああああああ！　ぶっひょおおおおおお！」

　唐突に、サブがそう叫んだ。

「ど、どうしたの、サブ!?」

　ぼくもつられて叫んでしまった。なにかとんでもない事実と遭遇したのだろうか。

「いやあ、大宇宙平和推進機関に問い合わせてみたら、部外者には教えてあげないとか無む碍げにいわれましたもんで。ドロシーしか知らんみたいですわ」

　ガクッとして、前のめりに倒れてしまった。

「な、なんだよサブ。びっくりしたなあ」

「サブじゃ埒らちがあかないから、まことがドロシーに訊きいたら？　ご主人様なんだからさ」

　興味なさそうな声で、あきらがそういった。

「ご主人様って……なんかやだなあ。じゃあ、ぼくが訊いてみるね」

「どうぞご自由にー。あたしはどっちでもいいし」

「どうしたの、安良城あらきさん？　重要なことだと思うけど。サブのアクセスパワーがなくなっちゃうかもしれないのよ？」

　不満そうな顔で、佐藤さんがそういった。

「別にー。まことのアクセス数がなくったって、あたしとサブは負けないし。まことはライバルだし」

　自分のホームページのアクセス数よりも、ぼくのホームページのアクセス数の方が多いので、あきらは勝手にぼくをライバル視していた。ふだんそんなそぶりを見せないから、もう忘れているのかと思っていたけど、まだ気にしていたみたいだ。

「……わたしは、なんか嫌いやだわ」

「これで対等じゃない。サブとサラダ。それとも、あたしだけじゃ不満？」

「ちょっとね」

　ベッドに寝そべりながら、あきらが佐さ藤とうさんを睨にらむ。佐藤さんは、涼しい顔をしてお茶をすすっている。

　佐藤さんもネットアイドルで、あきらのライバルだった。ネットアイドルのときの名前は、ショコラ。黒猫型レンタルサーバのサラダは、家でお留守番をしている。

　ショコラのときだけ大胆できつい性格になるんだと思っていたら、どうやらもともとそういう性格だったらしく、最近ぼくたちといるときは、学校でもプライベートでもかなり遠慮がなくなってきた。

「安良城あらきさんだけのアクセスパワーじゃ、勝負にならないわ」

「な、なんだとーっ!?」

　あきらから虎のオーラが湧わき出し、佐藤さんから竜のオーラが湧き出した。

　このまま放っておくと喧けん嘩かが始まりそうだったので、ぼくはわざと大きな声を出して、ドロシーの前に腰を下ろした。

「ド、ドロシー！　教えて欲しいことがあるんだ！」

「はいです。ご主人様？」

「え、ええと。……ドロシーは、ぼくの専用のレンタルサーバなんだよね？　でも、今までぼくのホームページって、サブが管理してたんだけど、それはどうなるのかな？」

「はいです。それはそのままでいいです」

　予想に反して、あっさりと回答が返ってきた。

「コンテンツの移動はありませんです。当面は、サブさんのサポートとして働くことになるのです。ネットアイドルひとりにつき一台のレンタルサーバを支給、っていう規約のための数あわせ的な意味合いらしいのです。ですから、ご主人様が、サブさんからわたくしにスイッチするように命令しない限り、アクセスパワーがわたくしにくることも、バトルロイヤルに参加することもできないのです」

「そ、そうなんだ！」

　なにも変わらない。

　ぼくのホームページに対するアクセスも、今まで通りサブのパワーになる。

「いやっほおおおおぉぉぉう！　やりましたな、まことさん！　いやー、よかったっすわ。よかったよかった。わい最強！　あっはっはっはっは」

　サブは涙声でそう叫びながら、右手は腰に、左手は指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたヘンテコなポーズを取った。

　ぼくはそんな大おお仰ぎように喜ぶサブを、制止することができなかった。喜んでもいいけど、もっとこっそり喜ばなくちゃ。

「なによ、サブ！　あんたまで、あたしのアクセス数だけじゃ物足りない、っていうの!?」

　予想通り、あきらが引きつった笑みを浮かべながらそう叫んだ。ベッドの上にゆっくりと立ち上がり、ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

「あ！　い、いやいやいや！　そそそそそそういうことではなくてですね。ええと、なんといいますか。……ねえ、まことさん？」

「えっ？　う、うん。とりあえずよかったじゃない。ほら、ぼくとあきらが戦うなんて、そんなの嫌いやだし」

　サブをフォローしようとして、ぼくは地雷を踏んでしまった。

「むっか―――っ！　なにそれ、同情？　あたしじゃあまことにも勝てないって、本気で思ってるの!?」

「ち、ちが」

「絶対に勝てないでしょうね。安良城あらきさんのホームページ、最近アクセス数落ちてるんじゃない？　やっぱり自分で更新しなくちゃダメよ」

　さらに佐さ藤とうさんが、火に油どころか、業火にドラム缶いっぱいの火薬を注ぐようなことを、しれっといった。

　確かにあきらは、ずいぶん前から自分でホームページを更新していない。飽きてしまったらしくて、すっかりサブに任せきりになっている。それに比べて、佐藤さんはちゃんと自分で頻ひん繁ぱんに更新している。

　どすんと重い音を発たてて、あきらが床に飛び降りた。強く握った拳がぷるぷる震えている。鼻息が、蒸気のように吹き出した。

　ぼくとサブは、抱き合いながら後ずさる。

　ドロシーを見ると、なにが起こっているのかまるでわかっていないかのように、笑顔を浮かべてぼくとあきらを見比べる。

　危ない。このままそこにいると、戦せん渦かに巻き込まれるかもしれない。

「そういうわけで、今日からここでお世話になるのです。いろいろとご迷惑をおかけするかもしれないですが、よろしくお願いしますなのです」

　三つ指をついて礼儀正しくおじぎをしながら、ドロシーがそういった。

　みんなの動きが止まる。

　沈黙。

　ええと。

　――なんだっけ？

　あまりにも状況とかけ離れたことをいわれたので、思考が停止してしまった。

　この可愛かわいい女の子の姿をしたレンタルサーバが、ぼくのうちに住む？

「え、ええーっ!?　そ、そうなの!?」

　真っ先に反応したのはぼくだった。サブを突き放して、立ち上がる。

　でもよく考えたら、それも当然だった。

「そ、そりゃそうよね。まことのレンタルサーバなんだから……」

　戦闘意欲を抜き取られたみたいな惚ほうけた顔をして、あきらがそういった。

　そうだ。ぼくのレンタルサーバなのだから、ぼくの部屋に住むのが普通だ。

　でも、ちょっと問題がある。

　いや、かなりの問題だ。

「わたしは反対だわ！　あつかましい！　安良城あらきさんはいいの？　ドロシーはレンタルサーバだけど、可愛かわいい女の子なのよ？　同じ部屋で暮らすのよ？　危険だわ！」

　佐さ藤とうさんが、敵意丸出しでそう叫んだ。

「うっ！　……そ、それは確かに嫌いやね。まことの性格からいって……。うん、嫌。やっぱり嫌。あたしも嫌。すっごい嫌かも！　まこと、お断りしなさい！」

「で、でも、ぼくが断ったらどうなるんだろう？」

「スクラップになるでしょうなあ。すでにまことさんの個人情報、きっちり入っとりますでしょうし」

「ええーっ!?　そ、それ本当？」

　サブはあきらと佐藤さんにきつく睨にらまれて、慌あわてて口に手を当てた。

　そういえば、前にサブから話を聞いたことがあった。プライバシーの問題とか規約とかで、不必要になったレンタルサーバは、処分されてしまう、と。

　せっかくぼくのために作られて、こうしてわざわざ歩いてやってきて知り合えたというのに、もう処分されてしまう。そんなのって、悲しすぎる。どう考えても、おかしい。見捨てることなんてできない。

「……やっぱり、断ることはできないよ。うちにきちゃったんだし……って、ひっ!?」

　ふたりに思いっ切り睨まれた。強烈なプレッシャーだ。

　腰を抜かしたように絨じゆう毯たんに尻しり餅もちをつくと、サブに助け船を出してもらおうと思って視線を向けたのだが、口に手を当てたままぶんぶん首を振って全力で救援を拒否された。

　……困った。ドロシーを助けたいけど、このふたりが、とても恐い。

「お困りなのです？　ご主人様」

　ドロシーが、ゆっくりとした自然な仕草で近寄ってきた。ほんわかした笑顔が消え、心配そうにぼくの顔を覗のぞき込む。

　そのままぼくの両肩をがしっと掴つかむと、顔を近づけてきた。

「なんでもいってくださいです。わたくしは、おはようからおやすみまで、いつなんどきでもご主人様を護まもるのです。ボディーガードにもなりますし、いろんな悩みにも対応できるのです。さあ、なんでもいってくださいなのです！」

　そうはいっても、悩みの種はドロシーのことなのだ。不思議なことに、これだけ騒いでいるにもかかわらず、本人はまるでわかってないようだけど。

　心配そうなドロシーの顔が、そっと近づいてくる。

　それで。

　そのまま。

　唇くちびるが、くっついた。

「――っ!?」

「あっ。ごめんなさいです」

　ちょっぴり頬ほおを染めて、ドキッとする笑顔でドロシーがそういった。

「ぎゃあああああああああああ!!　な、なにしたのよまことっ!?」

「いやあああああああああああ!!　嘘うそっ！　嘘よね、西にし島じまくん!?」

　火山が噴火したかのような悲鳴が轟とどろいた。

「え？　え？　な、なに？　ど、どうしたの？」

　なにがどうなったのかわからない。

　頭がぐるぐるする。

　顔面が異様に熱い。

「ぼんやりしてるんじゃないわよ――――っ！　まことのバカっ!!」

　悲鳴の次に飛んできたのは、あきらの腕だった。

「う、うわ―――っ!?」

　むんずと襟首えりくびを掴つかまれ、もの凄すごい力で持ち上げられると、そのままベッドに叩たたきつけられた。ベッドの上とはいえ、衝撃はかなりのものだ。

　目を開けると、間髪置かず、あきらの身体からだが飛んできた。フライングボディプレスだ。そのダメージにむせる暇もなく、ぼくの頭があきらのわきに吸い込まれた。首の後ろをぎゅぎゅっときつく締められ、そのままぐるんと半転。フロントチョークという技だ。

「注意力が足りない！　油断しすぎ！　猛省しなさい！」

　あきらにそう怒ど鳴なられても、ぼくにはもう、うめき声を漏もらすくらいしかできなかった。

「……むぎゅう……」

「平和ねー」

　意識が消えゆく中、アリスが楽しそうにそういったのが聞こえた。



    

  
    
      
第二話　最悪のデート





　　　　　　　　　　１



　うちの親は、どうかしているんじゃないだろうか。

　アリスを拾ってきたときも、あきらがサブの妹だと無茶なことをいったら本当に信じた。たとえそれが本当のことだったとしても、普通の親はあんなにあっさり受け入れるものだろうか。同居するといったのに。

　ドロシーの場合は、嘘うそも偽いつわりもなかった。というか、なにもできなかった。夕方になって親が帰ってくると、ドロシーは自発的に挨あい拶さつに行き、ネットアイドルであるぼくの専用のレンタルサーバであると自己紹介したのである。

　お父さんは「なんか最近家族がやたら増えるな」といってにやにやするし、お母さんは「女の子がいると華があるわねー」といって喜んだ。呆あきれることに、嫌いやな顔ひとつしないで受け入れてしまったのだ。

　実際のところ、お父さんもお母さんも、どこまで理解しているのかわからない。宇宙人とかロボットとか、ネットアイドルのこととか、どう思っているのだろうか。よく考えてみたら、本当のことをなにも話していなかった。もしかしたら、大人の世界では、宇宙人の存在は暗黙の了解なのかもしれない。今度突き詰めて聞いてみようと思う。

　なにはともあれ、ドロシーはぼくの部屋に住むことになった。

　気が重い。

　いくらレンタルサーバとはいえ、あんなに可愛かわいい女の子と同じ部屋で暮らすことになったのだ。この先どうしていいのか、さっぱりわからない。

　夕食を終えて自分の部屋に入ると、腕を組んで笑みを浮かべたあきらが待っていた。

　ベッドの隅で、サブが口に手を突っ込んでおろおろしている。

「むっ。ドロシーは？」

「ま、まだ台所にいるよ。お母さんの手伝いで、食事の後片づけしてる」

「ふーん。まあいいわ。こっちいらっしゃい」

　あきらのあとに続いて、ベランダに出る。ベランダのすぐ先にはお隣の窓があり、そこはあきらの部屋になっている。

　夜風が冷たい。そろそろ布団が恋しい季節だ。

　あきらは軽くジャンプすると、ベランダの柵さくに腰かけた。靴下を脱いだ健康そうな素足が、寒そうに見える。

　というか、とても寒い。あきらの前で、ぼくは肩をすくめてぶるっと震えた。

「で、ドロシーをどうするつもり？　なにか考えある？」

　冷たい外気を吸い込んで、あきらがそう切り出した。

　やっぱり、ドロシーを追い出すつもりらしい。ぼくはあきらから視線を外して、なにか妥だ協きよう案あんはないかと考える。

　ドロシーを護まもらなくちゃいけない義理なんてないけど、見捨てることはできそうもない。行き場を失ったレンタルサーバは、処分されてしまうのだ。ゴミ収集車のローラーに巻き込まれるドロシー。そんな残ざん酷こくで無む惨ざんなイメージが脳裏をかすめたので、思わず目をつぶってしまった。

「よっし！　まことになにも考えがないなら、あたしに任せなさい！」

「……え？」

　顔を上げると、自信満々の笑顔がそこにあった。

　なにか猛もう烈れつに悪い予感がする。

「ど、どうするの？　なにか考えがあるの？」

「とにかく、あたしに任せなさい！　ドロシーが処分されないように、上う手まくやるから」

「いいけど……。なにをするのか教えてよ」

「まだダメ！　とにかくドロシーのことは、あたしに任せて！　いいわね！」

　有無をいわせぬ迫力。最初からぼくには選択権がないようだ。

「う、うん。……わかったよ」

　ぼくの返事に満足げに頷うなずくと、あきらは器用に腕を伸ばして自分の部屋の窓を開け、そこに飛び込んだ。最後に振り返って不敵に笑うと、ぴしゃっと窓を閉めた。

　ぼくは、大きなため息をついた。

　あきらに任せちゃいけないような気がする。

　これはただの予感じゃなくて、今までの実績というか経験というか、とにかくあきらに任せてよかったことなどないのだ。無茶苦茶なことになりかねない。

　なにか方法はないだろうか。あきらが行動を起こす前に、ぼくがいいアイディアを思いつかなければ。

　そうだ。パソコンだったら、中古というものがある。レンタルサーバだって、本当は高性能のパソコンのことなのだから、中古市場とか存在しないだろうか。

　そこまで考えて、なんだか人身売買みたいなイメージがわいた。荷馬車に積まれた、可哀かわいそうなドロシー。次のご主人様はきっと残酷な太ったおじさんで、ことあるごとに鞭むちでビシビシ叩たたくのだ。

　こんなのは絶対にだめだ。必死になって頭から消す。

　眉み間けんにしわを寄せて唸うなりながら部屋に戻ると、心配そうな顔をしたサブがいた。

　そうだ。同じレンタルサーバのサブなら、なにか知っているはずだ。

「ねえ、サブ。ドロシーのことなんだけ――」

「はいです。ご主人様、なにかご用なのです？」

　タイミングの悪いことに、ここで部屋にドロシーが入ってきてしまった。ほんわかした笑顔で、首をかしげている。ロングツインテールの赤い髪が、ふわりと揺れた。

　唇くちびるが触れたことを思い出してしまい、ぼくはどぎまぎしてしまう。

「えっ。い、いや。な、なんでもないんだよ」

「そうなのです？　お悩みがありましたら、なんでも聞くのです」

「ほ、本当になんでもないよ！」

　そういってベッドに飛び込むと、棚の上にあった読みかけの文庫本を手に取った。

　今日はもうだめだ。なにも思い浮かばない。こういうときは、現実逃避に限る。読みかけの剣と魔法の世界に意識を飛ばせば、気も晴れてスッキリする。スッキリすれば、きっといい考えが浮かぶ。魔法が使えるようになればいいのにな。

　ふと横目で見ると、なぜか気まずそうに膝ひざを抱えて絨じゆう毯たんに座るサブと、正座してネコの手袋を外しながらぼくを見守るドロシーがいた。レンタルサーバどうしなのに、仲がいいようには見えない。特にサブが、ドロシーに複雑な思いを抱いているように見える。

　――気になって、本に集中できない。

　なんだか、自分の部屋なのに居心地がとても悪くなってきた。



　バチッという音がした。

　薄く目を開けると、薄暗かった。ベッドに潜もぐり込んでもなかなか寝つかれなくて、やっとうとうとし始めた頃だった。

　冷たい風が頬ほおをなでる。窓が開いているようだ。

「ちぇーっ。そう簡単にはいかないか」

　アリスの声。

　ルーン星人の彼女は、あきらの部屋に居い候そうろうしていた。最初はぼくの部屋に住むつもりだったのだが、あきらと佐さ藤とうさんの猛反発に会い、渋々あきらに引き取られたのだ。それでもふたりは気が合うらしく、仲良くやっていた。ミサイルが二つ並んだようなものなので、あまり喜べたものではないのだけど。

　嫌いやな予感がしたので、気づかれないように、静かに声のした方に視線を向ける。

　アリスの清流のような蒼あおく長い髪が、風に揺れていた。

　その前には、正座したまま目をつぶってスリープモードになったドロシーがいた。

　サブは夜になると、押し入れの中に入る。押し入れの中はもうそれだけで満員なので、ドロシーの寝る場所をどこにしようかと悩んだのだが、部屋の隅にいますというので、そうしてもらっていた。

　不満げなアリスがくるりと振り返ると、手に持ったＰＤＡが月明かりにきらりと光った。あの機械は、高性能なコンピュータみたいなものだ。きっとドロシーにハッキングしようとして失敗したのだろう。

　あきらに頼まれたに違いない。考えがあるといっていたけど、アリスにハッキングさせてなにをするつもりなのだろうか。気分的に、そういう不正行為的なことはして欲しくないなと思った。

　アリスと目が合った。

　――ような気がした。

　ぼくは目を閉じて、寝たふりをした。見つかるとまずいわけではないし、どちらかというと見つかるとまずいのはアリスの方だと思うのだけど、気まずいような気がしたのだ。

　衣きぬ擦ずれの音とともに、石せつ鹸けんのいい香りが風に乗って鼻をくすぐる。

「えへへ。まことさん、可愛かわいい寝顔」

　間近でそんなささやくような声がして、頬ほおに柔らかい感触がした。

　これは、いったいなんだろうか。

　心臓の音が、もの凄すごくうるさく感じる。部屋中に響きまくっているんじゃないだろうか。

「遅くなるとまたあきらさんが怒るから、帰るね。あと、これは私が勝手にやってることだから。あきらさんは、別の策があるみたいだよ。私も手伝うことになりそうだけど」

　ぼくの耳元でそういうと、アリスはベランダの向こうに去っていった。

　静かに、窓が閉まる。



　ぼくの目は、完全に冴さえてしまった。
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「ご主人様。朝なのです。起きる時間なのです。ご主人様」

　ちょっと舌足らずな高い声が、至近距離から聞こえてくる。強い調子の声じゃなく、優しく暖かい感じの声だから、心地いい。

　意識が戻ったばかりの寝ぼけた頭で、ぼんやりと考える。頭が重い。寝不足のような気がする。この声は誰だっけ？　ご主人様って誰だっけ？　今日は何曜日だったっけ？　学校はあったっけ？　体育の授業があったら嫌いやだな。ずっと布団のなかにいたいな。ほくほく。ぬくぬく。

「ご主人様。早く起きてくださいです。お願いなのです。どうしても起きてくれないのなら、強硬手段に出るのです！」

　声が引いた。ガシャッと、機械的な音がした。

　ぼくはゆっくりと目を開いた。

　思考が追いつかなくて、それがなんなのか理解できなかったけど、先に身体からだが察知した。

　命の危険を。

　ぼくは飛び起きた。

「え、ええーっ!?　ち、ちょっと待って!!」

　真っ赤な長い髪をツインテールにして左右に垂らし、黒いキャミソールとミニスカートと縞しまのニーソックスをつけた女の子。

　ドロシーだ。昨日歩いてぼくの家にやってきた、ぼく専用のレンタルサーバのドロシーだ。そのドロシーが、足を開いてそこに立っていた。

　両手にバルカン砲を構えて。

「お、お願い！　う、撃たないでぇーっ!!」

「あっ。おはようなのです、ご主人様」

　両腕のバルカン砲をぼくに向けたまま、ほんわかとした笑顔で首をかしげるドロシー。

　どうやら、両腕の肘ひじから先がバルカン砲になっているみたいだ。バトルロイヤルを戦うレンタルサーバに武装はつきものだけど、最初からこんな物騒なものを装備してるだなんて、思いもよらなかった。

「そ、それ……。しまってくれると嬉うれしいな」

「あっ。ごめんなさいなのです。でも、大丈夫なのです」

　そういうと、右手のバルカン砲が嫌な金属音を立てて高速回転し始めた。

「え、ええーっ!?」

　――死んだ！

　そう思った。

　とっさに目をつぶり、頭を抱えてその場にうずくまる。

　その瞬間、パスッという予想外に軽い音がした。ほぼ同時に強い衝撃が襲いかかり、ぼくは弾はじき飛ばされて壁に激突した。

　だけど、そんなに痛くない。あれ？　と思ってゆっくり目を開けると、白いロープで編まれた網で全身を包まれていた。

「拘こう束そく用のネットなのです。安全なのです」

　ひっくり返って壁に後頭部を打ち付けたぼくに、ぱらぱらとなにかが降り注いだ。恐る恐る壁を見ると、小さな穴が数個開いていた。

「……ド、ドロシー。このネットといっしょに、なにか出さなかった？」

「あっ。間違えて銃じゆう弾だんも装そう填てんしちゃってたみたいです。ごめんなさいです」

　ぺろっと舌を出して、首をかしげた。腕を下ろすと、ガシャッとワンアクションでバルカン砲が腕に引っ込み、代わりに手が出てきた。

　一気に目が覚めた。

　どういう構造になっているのかよくわからないけど、とにかく彼女は戦闘もできるロボットなのだな、と痛感した。

「大丈夫ですか？　ご主人様」

　そういいながらドロシーが助けにきて、かなり強度があると思えるロープを両手でぶちぶち千ち切ぎった。これって、とんでもないパワーなんじゃないだろうか。

　助け出されると、ベッドに大の字に倒れ、無理矢理頭を回転させる。

　昨日は土曜日だったから、今日は日曜日だ。時計を確認しよう。壁にかけられた時計は、六時を指している。窓の向こうには、黄色い朝焼けの晴天が広がっていた。

「早起きなんだね、ドロシーは。日曜日なのに」

「早起きは三文の得なのです。健康なのです」

「……健康に悪いよ。心臓が破裂しちゃうから、もう朝からバルカン砲出すのやめてね。あと、銃弾は抜いておいてくれないかな。バトルロイヤルのとき以外は使わないでしょ？」

「そういえばそうなのです。抜いておくのです」

　本当にわかっているのだろうか。毎朝あんな恐いことをされたら、いつか心臓発作で死んでしまうかもしれない。

　というか、あのときとっさにうずくまらなかったら、銃弾はぼくに命中していたんじゃないだろうか。そう思うと、ぞっとする。

「実は、ご主人様にお願いがあるのです。わたくしを街に連れて行って欲しいのです」

「え？　街に？　なんで？」

「ええと、ご主人様を護まもるためにも、ご主人様の住む街をよく知っておきたいのです。ですから、いろんなところに案内して欲しいのです。ちょっとしたわがままなのです」

　それは殊しゆ勝しようなことだ。でもどちらかというと、キミの天然ボケから護ってもらいたい。そう思ったけど、口には出さなかった。

「うーん。そうだね。特に今日は予定ないし。いいよ。朝ご飯食べたら、出かけようか」

「嬉うれしいです！　ありがとうなのです！」

　そういえば、まだドロシーのことをよく知らない。この調子だと、ぼくがしっかりしていないと、彼女は致命的なミスをたくさんしてしまうかもしれない。だから、もっと彼女のことを知っておく必要がある。

　ふたりで出かけるのは、そういう意味で有効だ。覚悟は必要だろうけど。

「ま、まことさんっ!!　どないしましたか―――――っ!?」

　押し入れのふすまが勢いよく開き、目をこすりながらサブが出てきた。

「あれ？」

「……遅いから、サブ」

　どうやらぼくのうちにいるレンタルサーバというのは、基本的に天然ボケらしい。



　休みの日はお母さんも朝寝坊するので、自分で用意した朝ご飯をゆっくり食べて着替えると、ドロシーとふたりで家を出た。サブにもついてきて欲しかったのだけど、押し入れの中に戻って熟睡しているみたいなので諦あきらめた。

　ぼくの住む街のことをよく知りたいというのだから、とりあえず近所を案内することにした。公園があるくらいで、他には住宅地しかないけど。

　空には雲ひとつない真っ青な晴天が広がり、朝の澄んだ空気が気持ちいい。散歩道に入ると、左右に並んだ銀杏いちようが、黄色く染めた葉を道路に散らしていた。

　ぼくはカーキグリーンのパーカーを着て、ニットの帽子をかぶっているけど、ちょっと寒い。隣のドロシーは、肩の露出した黒いキャミソール一枚だけなのに、ちっとも寒そうじゃない。今日はネコの手袋もしてないし見ているこっちが寒くなる。

　彼女はときおり感嘆の声を漏もらしながら、楽しそうにあたりを見回す。ぼくには見慣れた街並みや、木々の上を飛ぶ小鳥のさえずりや、散歩の犬なんかが、珍しく映るらしい。

　朝の小さな公園は誰もいなくて、落ち葉がカサカサと乾いた音を発たてていた。ぼくがなんの気なしにさびれたブランコに腰を下ろすと、隣のブランコにドロシーも腰を下ろした。握った鎖くさりを不思議そうに見ている。

　ぼくは人見知りで口下手だから、親しくないひととふたりきりになるのは地獄に等しい。なにか喋しやべらなくちゃ、上う手まく受け答えしなくちゃ、楽しくしなきゃ、なんていうことを気にしているだけで全然実じつ践せんできず、結局あとで後悔することになる。耐え難い気まずい空気が漂うと、プレッシャーで押しつぶされそうになる。

　だけど、ドロシーとは昨日知り合ったばかりだというのに、そんなプレッシャーはこれっぽっちもなかった。

　レンタルサーバだから、人間じゃないから、というよりは、このほんわかした雰ふん囲い気きが、ぼくを楽にさせてくれるんだと思う。

　薄く口を開けて、笑顔で空を見上げている。風に揺れる木々に視線を移す。

　眩まぶしい朝日を浴びたその姿は、生まれたばかりの女神のようだった。

　思わず見とれてしまう。

「……ねえ、ドロシー。楽しい？」

「いいえ、なのです。つまらないのです」

　ぼくは、ブランコから滑り落ちた。

　どうやらぼくの勝手な妄もう想そうだったらしい。公園までほとんど無言で歩いてきただけなのだから、そりゃあ退屈だよな、と我ながら思った。

「じ、じゃあ、どうしよっか。大通りまで出てみる？」

「お買い物がしたいのです。お洋服を買うのです」

「え？　服を？」

　やっぱりこの季節にキャミソール一枚では寒いのだろうか。そう思った。

「でも、ごめん。買ってあげられるお金がないよ」

「大丈夫なのです。カードがあるのです。支払いは、ネトア・ロイヤルなのです」

　そういって、黒いクレジットカードを見せてくれた。レンタルサーバには、こんなものまで支給されるのだろうか。サブは持ってないようだけど。

　腕時計を見ると、もう九時半だった。そろそろ駅前のデパートや書店が開く時間だ。

「じゃあ、バスに乗りに行こうか。駅前には、たくさんお店があるよ」

「はいです。バスに乗るのです」

　最初からいってくれればよかったのに。なんのために公園まで歩いてきたのだろうか、とか考えながら、大通りに出てバス停まで歩く。

　少し遅れてきたバスに十分ほど揺られて、駅前に到着した。

　駅前の通りには車が渋じゆう滞たい気味に並び、アーケードもたくさんのひとで混雑していた。

「着いたよ。どこに行きたい？」

「じゃあ、まずはブティックに行くのです」

　そういってぼくの手を引くと、ずんずん歩いて駅ビルに入った。

　まるで馴な染じみの店に行くかのように、ドロシーは迷いもなく店を選んで入っていく。彼女のファッションに合ったような、ちょっと大人っぽい感じのお店だ。やっぱりロボットなだけに、事前にしっかり場所を調べていたのだろう。駅前には何度もきてるけど、女の子のお店は詳しくないから、案内しなくて済んで助かった。

　女性用の服屋さんに入るのは照れくさいので、ぼくは店の外で待つ。こんなこともあろうかと、ジーンズのポケットに文庫本を入れてきた。準備万全。お母さんやお姉ちゃんの買い物につきあうことがあるので、女の買い物が時間かかることは知っている。

　しばらく経たつと、やっと買い物が終わったらしく、肩に紙バッグを抱えて出てきた。

「気に入ったのあった？」

「はいです。似合うと思うです。じゃあ、次に行くのです！」

「え？　まだ買うの？」

「まだまだ買うのです！」

　そういうドロシーに手を引っ張られて、駅ビルから出て向かいのデパートに入る。アーケードにも入って、何軒か店をはしごする。服を買うこともあれば、なにも買わないで出てくることもある。

　ドロシーは笑顔を浮かべて、真っ赤なツインテールの髪を揺らして、楽しそうに歩く。やっぱりロボットとはいえ女の子なんだな、と思った。

　だが、そんな余裕のある感想を抱けるのも、最初のうちだけだった。

　気づくと、ドロシーの両肩と両手にバッグがいくつも提さげられ、ぼくもいくつか荷物を持たされていた。

　いくらなんでも買いすぎなんじゃないだろうか。

　もう時計は一時を過ぎている。散々連れ回されて、かなり疲れてきた。もともと、人混みは苦手なのだ。疲れを見せないドロシーのあとを、ぐったりしながらついて行く。

「……ねえ、ドロシー。そろそろ帰らない？」

「まだ足りないくらいなのです。もっと買いたいのです」

「今度にしようよ。ぼく、もう歩けないよ」

　ぼくがか細い声でそういうと、ドロシーはびっくりした顔で振り向いた。

「ごめんなさいです！　気づかなかったです。じゃあ、今日はこれくらいにしておくのです。それでは、いよいよお昼ご飯を食べるのです！　おごりなのです！」

　そういって、近くにあったちょっと高級そうなパスタ屋さんに足を踏み入れる。

　やっと休むことができると思って、ぼくはほっとした。ドロシーに続いて店に入り、丁てい寧ねいなウェイトレスさんの案内で席につく。ニット帽を取り、パスタと飲み物を注文して、やっと一息つけた。お冷やを一気に飲み干す。

　ドロシーは、そんなぼくをほんわかとした笑顔で見つめていた。ちょっと照れくさい。

「楽しみなのです」

「そんなにこのお店のパスタって美お味いしいの？」

　そういえば、ドロシーもパスタと飲み物を注文していたけど、食べられるのだろうか。サブやサラダは食事なんてしないけど、ドロシーは人間っぽいから、形だけでも可能なのかも知れない。

　注文したパスタと飲み物が届いた。確かに美味しそうだったけど、ぼくはかなりお腹なかがすいていたので、味なんて関係なしにもりもり食べ始めた。

　――がちゃん。

　その瞬間、なにが起こったのかわからなかった。

　気づくと、テーブルの上に川と滝ができていた。グラスが倒れていて、ぼくの股こ間かんがびしょびしょになっている。

「う、うわーっ！」

「あっ。手が滑ったのです！　ごめんなさいです！」

　慌あわてて椅い子すを引いたけど、もうどうしようもなかった。ジーンズはたっぷり水分を吸って色を変えていて、床はびしょびしょになっていた。

　困惑していると、お店の人がモップとぞうきんを持ってきてくれた。

「大丈夫ですか？　お飲み物はすぐに交換しますね」

「す、すいません。ありがとうございます」

　苦笑いをされて、顔が赤くなってしまった。自分でやったことではないけど、恥ずかしい。なにしろ、お漏もらししたみたいに股こ間かんから濡ぬれ広がっている。

「ご主人様。こんなときは仕方がありませんです。これに着替えてきてくださいです！」

「えっ？」

　真剣な顔のドロシーが素早く差し出したのは、さっき買ってきたばかりの服が入った紙バッグだった。

「で、でもそれはドロシーのじゃないか。着れないよ！」

「大丈夫なのです。サイズもバッチリなのです！」

　そういわれると、確かにぼくとドロシーは身長は同じくらいだし、体格的にあまり変わらない。でもそれって男子としてどうなんだろう、と華きや奢しやな自分を情けなく思う間も与えず、ドロシーは立ち上がってぼくをせかす。紙バッグの取っ手を握った拳こぶしを、ぼくの頬にぐりぐり押しつけながら。

「あ、ありがとう。わかったよ、着替えるよ」

「ついて行ってあげますです。風邪をひいてしまうのです。早く着替えるのです！」

　ドロシーの勢いに負けて、ぼくは紙バッグを抱えてトイレに駆け込む。移動中にも、他のお客さんに見られるのがとても恥ずかしかった。

　広めの清潔そうなトイレに入ると、紙バッグのなかを確認する。ズボンも買っただろうから、それを貸してくれるに違いないと勝手に思っていたら、そこにはフリルのついた黒いブラウスとミニスカート、それにレースの下着の上下セットが入っていた。白いニーソックスと、黒い靴まで。完かん璧ぺきな衣装セットだ。

「え、ええーっ!?　ド、ドロシー！　これ違うよ！」

「それでいいのです！　それしかないのです！」

　トイレのドアの向こうにいるドロシーは、そういい切った。でも、そんなはずはない。たくさん服を買っていたのだから、他にもあるはずだ。

「全部スカートなのです。だから、どれでもいっしょなのです。着替えるまで、そこから出さないのです。風邪をひいてしまったら、大変なのです。あと、そのパーカーだとおかしいので、上も着替えるのです」

「……うう。そ、そんな馬鹿な」

　ぼくがいったいなにをしたというのだ。なんでこんな目に遭あわなくてはいけないのだ。神様、どうか許してください。なんでもします、毎日お祈りします、だからお慈悲をください。ぼくを救ってください。

　そう願ってみても、やっぱりなんにも変わらない。

　自分のジーンズを見る。股間を中心にびしょびしょに濡れていて、とても冷たい。

　仕方がない。彼女の親切心を無駄にするわけにもいかない。自慢じゃないけど、女装は初めてじゃないんだ。

　こんな開き直り、我ながら嫌いやになる。

　自己嫌悪と戦いながらジーンズと下着を脱ぎ、タオルで濡ぬれたところを拭ふく。抵抗感と戦いながら、女性用の下着と黒いミニスカートにはきかえる。

　パーカーを脱いで、、黒いブラウスを手に取る。さすがにブラジャーまではつけたくないから、見なかったことにする。

　やけくそになって、白いニーソックスと黒い靴もはいてみた。

　着替え終わると、トイレに備えつけの鏡に向かって恐い顔をしてみる。ちょっと男っぽくなったけど、もともと童顔で髪も長めだから、怒った女の子に見えなくもない。

　ガックリと肩を落としながらトイレから出ると、ドロシーの厳しい目が待ちかまえていた。腰に手を当てて、上から下までなめ回すように見られた。

「ど、どうかな？　変じゃないかな？」

「あっ。だめなのです！　ちゃんとブラジャーもつけないといけないのです」

「え、ええーっ!?　そ、それだけは勘弁してよ！」

「あっ。つるぺたなのです。そういうのもありなのです」

　そんな意味のよくわからないことをいうと、うんうんと頷うなずく。どうやら納得してくれたみたいだ。

　もしかして、ぼくはドロシーにいいように弄もてあそばれているんじゃないだろうか。買ったばかりの服に、値段のタグがひとつもついていなかったのはなぜだろう。

「でも、やっぱりちょっと変なのです。だから、これをつけるのです」

　ドロシーは、ぼくをくるりと回すと、素早く器用な手つきで髪を左右に縛った。星のついた髪留めのゴムも買っていたみたいだ。

「これで、どこからどう見ても女の子なのです。大丈夫なのです！」

「そ、そう……。あんまり嬉うれしくないなあ」

　結ばれた髪を触ってみる。髪を縛るのは慣れてないので、かなりの違和感がある。しかも股こ間かんがすーすーして居心地が悪い。早く家に帰りたい。

「あれ、ドロシー？」

　少し離れたところで、ドロシーがしゃがんでぼくを見ていた。

「はいです。ここはもういいです。戻るのです」

　そういって立ち上がると、席に戻っていった。

　ぼくはため息をつき、うつむきながらあとに続いた。



　食事を終えると、もう帰るのかと思っていたら、まだ買い物を続けるという。

　たくさんのひとが濁流のように流れるアーケードを歩く。

　ぼくは女装したままだったから、こんなひとの多い場所は歩きたくなかった。知り合いに見つかったら、恥ずかしいどころの騒ぎじゃない。いくらネットアイドルとして女装写真を公開していたとしても、実際にひとに見られるのは恥ずかしさのレベルが違う。

　秋あき葉は原ばらとかバトルロイヤルの闘技場とは違い、このあたりは学校の生徒もよくくるのだ。もし見つかったりしたら、陰でなにをいわれるかわかったものじゃない。

「ねえ、ドロシー。もう帰ろうよ」

「だめなのです。もっと歩くのです。ご主人様、先に歩いてくださいなのです」

「な、なんで？」

「気にしなくていいのです。可愛かわいいので、大丈夫なのです」

　全然大丈夫じゃない。さっきから、心臓がバクバク音を発たてている。顔面が燃えるように熱い。スカートの丈が短いから、下着が見えてしまわないか心配でならない。ミニスカートをはいている女子は、みんなこんな不安な気持ちで街を歩いているのだろうか。

　気のせいかもしれないけど、ドロシーの視線がさっきから妖あやしい。ほんわかとした笑顔は消え、どこか真剣そうだ。どうしてしまったのだろうか。

　アーケードを進むと、ぼくの好きな本屋が見えてきた。

　売り場も広く、ファンタジー小説やマンガが豊富に揃っていて、何時間でも時間が潰つぶせる素晴らしい書店だ。本好きなぼくは、デパートの地下にある書店とこの書店は、駅前にくると必ず訪れていた。だけど、女装したまま入る気にはなれない。

　後ろ髪を引かれる思いで通り過ぎようとしたら、書店から知っている顔が出てきた。

　そして、目が合ってしまった。

　眼鏡めがねの奥の、まんまるの瞳ひとみと。

「さ、佐さ藤とうさん!!」

　トートバッグを肩に提さげた、佐藤さんがそこにいた。

　彼女のあとから、ぴょこっと黒猫のロボットが出てきた。レンタルサーバのサラダだ。

　今日の神様は、とことん意地が悪い。こんな姿のときに、友達と偶然ばったり出逢わせるだなんて。

「西にし島じまくん？　あら、どうしたの、その格好？　可愛いわ」

　優しく微ほほ笑えみながら歩いてくると、頬ほおに手を当てて、ぼくをうっとりと眺めた。どういうわけか、彼女はぼくの女装姿が気に入っているらしいのだ。

「ご主人様、どうしたのです？」

　湯気が出るくらい頭を沸騰させてその場に固まったぼくに、ドロシーが声をかけた。

　すると、佐藤さんの表情が一変した。

　凍えるような冷淡な目で、ドロシーをきつく睨にらむ。

「これが、まことしゃんのレンタルサーバでしゅか？」

　サラダがぼくの足下にきて、不審そうにそういった。

「う、うん。人間に見えるんだけどね」

「ねえ、西島くん」

　佐さ藤とうさんはドロシーから視線を外すと、ふわりとした栗くり色いろの髪をなびかせて、なじるような上うわ目め遣づかいでぼくを見た。

「どうして？　どういうこと？　なんでドロシーといっしょにいるの？」

「え、ええと、これには深いわけが……」

「ご主人様は、わたくしとデート中なのです」

　佐藤さんの勢いにしどろもどろになっていたら、ドロシーがこの状況をさらに悪化させるようなことをさらっといった。

「えっ!?　い、いや違うんだよ。買い物につきあってるだけなんだ！」

「……西島くん。どうして断らないの？」

「だ、だって、ドロシーが服を買いに行きたいっていうから。寒そうだったから、上着でも買うのかと思って」

「その女の子の服は？　女装してお買い物？　ずるい！」

「こ、これは、い、いろいろ事情があって、仕方なく……」

　ぼくの声は、消え入りそうなくらい小さくなってしまう。佐藤さんが、目を合わせてくれない。そっぽを向いて、頬ほおを膨らませている。

　どうしよう。男らしくないから、嫌われてしまっただろうか。女装姿でこんないい訳を並べ立てるのは、どう考えても女々しい。

「西にし島じまくんは、誰にでも優しいのね。……アリスのときもそうだったし」

　大きなため息をついて、佐藤さんがそういった。

「えっ？　そ、そうかな？」

「褒ほめてないわ。優柔不断、っていってるのよ」

　言葉もない。自覚してるけど、ひとに指摘されるととてもつらい。ぼくはうつむいて、肩を落とした。

「ご主人様、大丈夫なのです？」

　そういって、心配そうな顔をしたドロシーが、ぼくの右腕をぎゅっと掴つかんで引いた。

　と同時に、佐藤さんもぼくの右腕をぎゅっと掴んで引いた。

　ふたりの女の子に両腕を引っ張られて、ぼくは身動き取れなくなった。

　通行人が、くすくす笑いながら通り過ぎる。こんな街中で、ぼくたちはなにをやっているのだろうか。

「あの、放して欲しいのです。ご主人様は、困ってるのです」

「あなたが放しなさい。西島くんは、わたしに話があるの！」

　切迫した空気。ふたりの手に力が入る。意外に佐藤さんの握力が強い。ぼくの腕は、ぎゅうぎゅうと締めあげられる。

　なんだか恐くなってきた。このまま左右に引っ張られたら、腕が抜けてしまうんじゃないだろうか。特にドロシーのパワーは半端ではない。先に手を放した方がぼくのことを本当に想おもってくれているんだ、という大岡裁きは通用するのだろうか。

「仕方がないのです。ボディーガードモード発動なのです！」

　ぼくは耳を疑った。

　まさかな、と思った。そんなはずはない。

　だけど、ドロシーはぼくの腕から手を放すと、手にした荷物をドサドサと地面に落としながら、両手を前に差し出した。

　ドロシーの顔から、笑顔と表情が消えていた。

　肘ひじから先が、ガシャッとバルカン砲に変形する。

　ぼくは驚きよう愕がくした。

　まさかこんな街中で、人通りが多い場所で、バルカン砲を出すだなんて！

「ち、ちょっ、ドロシー!?」

　疾しつ風ぷうのようにサラダが動いた。

　しっぽを鞭むちのようにしならせながら飛びかかり、ドロシーの腕を下から激しく叩たたく。熾し烈れつな火花が散り、ドロシーは体勢を崩したが、サラダの着地ぎわを狙ねらって厚底の靴ですくい上げるような蹴けりを出す。サラダはガードしながら蹴りを受けると、弾丸のように弾はじき飛ばされたが、空中でくるくる回って体勢を整えると、本屋の壁を蹴って地面に着地した。

　ほんの一瞬の攻防。

　ドロシーを中心に、空気が破裂したかのように砂すな埃ぼこりが舞う。

　本屋の壁の破片が、ぱらぱらと降る。

　しっぽを立てて獣のように唸うなるサラダ。

　バルカン砲を構え直し、目を細めるドロシー。

　――なんてことだ。

　こんなところで、レンタルサーバのバトルロイヤルが始まった。

　アーケードを歩くひとたちが、ざわめき出す。

　いけない。こんなところで騒ぎを起こしちゃいけない！

「ド、ドロシー！　そんなことしちゃだめーっ!!」

　ぼくは血相を変えて、佐さ藤とうさんの腕を振り払うと、正面からドロシーに抱きついた。鉄の柱に体当たりしたみたいな、冷たく堅い感触。

「あっ！　ごめんなさいなのです。ボディーガードモード解除なのです」

　ドロシーの顔に、表情が戻った。腕を下ろして、バルカン砲をガシャッと引っ込ませる。

　その様子に安心して、ぼくはその場にしゃがみ込んだ。

「……に、西にし島じまくん？　そ、そのレンタルサーバ、危険だわ」

　背後に、佐藤さんの震える声。

　振り返って顔を見ることができない。佐藤さんは、きっとかなり怒っている。バルカン砲には捕獲用のネットしか装そう填てんされてないはずだけど、そういったところで信じてもらえない雰ふん囲い気きだ。

　油断していた。ぼくが、ちゃんとドロシーにいっておかなかったのが悪かったんだ。絶対にひとに銃口は向けちゃいけない、って。当たり前のことなんだけど、ドロシーはその当たり前のことが抜けている。それもぼくは知っていたのだ。

「サラダちゃんがいなかったら、わたしだけじゃなくて、ここにいる他のひとたちも、怪け我がだけじゃ済すまなかったかもしれないわ！　一刻も早く、大宇宙平和推進機関に回収してもらった方がいいわ！」

　しゃがみ込むぼくの肩を抱いて、早口でそういった。

「ぼくもそう思いましゅ。あのレンタルサーバは、おかしなところがいっぱいあるでしゅ。人間を模したレンタルサーバなんて、聞いたことがないでしゅ！」

　ドロシーを睨にらみながら、サラダが低い声で唸うなった。

　ぼくの前から、ドロシーがゆっくりとあとずさる。

「ごめんなさいなのです、ご主人様……」

　しょんぼりとした表情で、ドロシーはそういった。

「どっか行って！　西にし島じまくんの前から消えて！　クビよ！」

　佐さ藤とうさんが強い声でそう叫ぶと、ドロシーは衝撃を受けたようにふらつき、がっくりとうなだれて背を向けた。

　歩き出す前に首だけで振り返り、すがるような顔でぼくを見た。

　涙を浮かべた悲しそうな顔。とてもロボットには見えない。

　ぼくは、胸が締め付けられた。

　このままクビにしてしまったら、きっと大宇宙平和推進機関に回収され、バラバラにされてしまう。そんなの堪たえられない。

　そうだ。ぼくが彼女を護まもらなかったら、いったい誰が護るというのだ。ドロシーには、ぼくしかいないんだ。

「ま、待って、ドロシー！」

　思わずそう叫んでいた。

　ドロシーの顔が、光を浴びたように輝く。

「西島くん!?」

　その威圧的な声に、背筋が伸びた。

「あ、……あのね、佐藤さん。誤解なんだ。ドロシーは、ちょっとおっちょこちょいというか、ボケているというか……」

「そんなのいい訳にならないわ！　わたしに銃口を向けたのよ？」

「そうでしゅよ！　レンタルサーバ失格でしゅ！」

「ごめん！」

　ぼくは素早く立ち上がると、佐藤さんに頭を下げてそう謝った。

　どう説明したら説得できるかわからないけど、とにかく謝って許してもらうしかない。

「ドロシーは、悪くないんだ！　いや、悪いことしたと思うけど、……ええと、ぼくが悪かったんだ。ぼくがちゃんと教えてなかったから――」

「……かばうんだ」

「え？」

「あんなに酷ひどいことをしたのに、かばうんだ。西にし島じまくん、そんなに彼女が好きなの？」

　サラダが、小さく悲鳴をあげて飛び退のいた。

　ゆらりと佐さ藤とうさんが立ち上がる。唇くちびるを噛かみ、正面からキッとぼくを睨にらむ。

　背中からどす黒いオーラが滲にじみ出ているような気がする。強烈な圧力。女の子が本気で怒ると、ここまで恐ろしくなるのだろうか。

「……だ、だって、可哀かわいそうじゃないか。ドロシーをクビにしちゃったら、スクラップにされちゃうよ」

「それだけ？　ドロシーのこと、好きになったんじゃないの？」

「う、うん。好きだよ。ちょっと恐いけど」

　ぼくがそういうと、佐藤さんのオーラが爆発したみたいに強力になった。なにか失言をしてしまったらしい。怒気を孕はらんだ暗黒の突風で、吹き飛ばされそうだ。生きた心地がしない。ぼくは失禁しそうになった。

「西島くんは、気が多すぎ！　本当に好きなひとは、ひとりだけにして！　わかる？」

「ご、ごめんなさーい！　で、でも、佐藤さんのことも好きだし、あきらだって好きだし、サブのことだって――」

「ほ、本気なの!?」

　佐藤さんの顔色が変わった。大きな目を見開いて、ぽかんと口を開ける。背後の強烈なオーラが、霧散したように感じられた。

「え？　なんで？」

「西島くん。……友達以上の関係、ってわかる？」

「親友ってこと？」

「そうじゃなくて。……恋愛、ってしたことある？」

「え、えーっ!?　そ、そんなのわかんなぃょ……」

　突然そんなことをいわれて、ぼくは一瞬で困こん窮きゆうしてしまい、語尾が消えた。

　愛とか恋とか、ぼくにはよくわからない。カレシとかカノジョとか、そういう言葉がなにを指すのかは知っているけど、まだ現実味を感じられない。小説を読んでても、いつもそういう場面は恥ずかしくて読み飛ばしてしまうくらいだ。

「やっぱりそうなんだ。……重症ね。なんとかしなきゃ」

「な、なにが？」

「なんでもないわ。それならそれで、ちょっと安心だし」

　顎あごに手を当てて、考え込むような仕草でそういった。

　なにが重症なんだろう。なにに安心したのだろう。

「仕方がないわね。……今日は許してあげる。サラダちゃん、帰りましょう」

　冷ややかなそぶりでそういうと、佐藤さんはぼくに背を向けた。硬直していたサラダは、はっと我に返って佐さ藤とうさんについていく。

　本当に許してくれたのだろうか。まだ恐くて、彼女の背中に声をかけることができない。

「じゃあね、西にし島じまくん。明日からの中間テスト、頑張ろうね」

　振り返った、いつもの優しい笑顔。

　やっと佐藤さんが元に戻ってくれたみたいで、ぼくは心底ほっとした。

　――え？

　中間テスト？

　そうだった。すっかり忘れていた。明日から中間テストだったのだ！

「ご主人様、ありがとうございましたです！」

「うわあ!?」

　愕がく然ぜんとしていたら、涙声のドロシーが背中からぎゅっと抱きついてきた。勢いがついていたので、ぼくはそのまま前に倒れてしまう。

　とても女の子とは思えない凄すさまじい重量で押しつぶされて、さっき食べたパスタが口から飛び出してしまいそうになる。

「わたくしは嬉うれしいのです！　ご主人様、大好きなのです！」

「……わ、わかったから、ど、どいて……むぎゅう」
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　月曜から中間テストが始まったのだけれど、結果はもう散々だった。人生初の赤点をもらうことになるかもしれない。

　テスト勉強が、全然手につかなかったのだ。

　原因は、あきらだった。

　テスト期間中だというのに、ドロシーをぼくの部屋から追い出す作戦とやらを考えてきて、散々大暴れしたのである。

「え？　わたしがネットアイドルに？」

　まず手始めとばかりに、あきらはぼくの年の離れた姉、西にし島じま加か奈な子こを連れ出してきた。

　ショートカットの髪を栗くり色いろに染めたお姉ちゃんは、スタイルもよくて優しくて真面目まじめな性格をしているから、確かに人気は出そうだけど、もう立派な社会人だ。仕事が忙しくて土日出勤もよくあるから、ネットアイドルなんてやってる暇はないはずなのに。

「加か奈な子こさんだったら、絶対に人気出ますよ！」

「じゃあ頑張っちゃおうかな！　やっぱりホームページに載せる写真は水着よね！」

「もっちろん！　大人の魅力を出しまくりで！」

「Ｍ字開脚だってやっちゃうわよ！　わたし、身体からだ柔らかいんだから！　ホームページはアダルトオンリーでいくわ！」

　どうやらお酒が入っていたらしく、お姉ちゃんはちょっと下品になっている。

「なにいってるんだよ、お姉ちゃん……。あ！　あきら、もしかしてドロシーをお姉ちゃんのレンタルサーバにする気？」

「決まってるじゃない。まことには、サブがいるでしょ！」

「そんなの無理に決まってるじゃないか！」

「大丈夫よ、まことさーん。私がハッキングして、大宇宙平和推進機関の情報いじるから」

「そ、それって犯罪じゃないの!?」

　ぼくがそういっても、アリスは不敵に笑ってウィンクするだけだった。

　結局この作戦は、アリスがドロシーにアクセスを拒否されたせいで、中止になった。どっちにしろ、お姉ちゃんはかなり酔っていたようで、翌日になったら綺き麗れいさっぱり覚えていなかったのだけど。

　次にあきらが考えてきた作戦は、アリスをネットアイドルにでっちあげるものだった。

「え、ええーっ!?　ぼ、ぼくがいる!!」

「えへへ。私はアリスだよ。フィジカル・シェープチェンジのペンダントを改良したの。これで、まことさんの姿に変身できるのよ！」

　ぼくの部屋に、ぼくがふたり。もうひとりのぼくは、アリスが変身したものだった。

　つまりぼくに変身したアリスをぼくだということにして、ドロシーを引き取る、という無茶な作戦だった。

　でもこれも、あっさりドロシーに見破られて、失敗に終わった。

「なかなかやるわね、ドロシー！」

　あきらはそういったけど、喋しやべり方とか全然違うから、ばれない方がおかしい。

「どうせバトルロイヤルしないんだから、どこにいたって同じでしょ！」

　なんていって、庭に穴を掘り出したときは、さすがにサブといっしょに全力で止めた。いくらなんでもそれは酷ひどすぎる。

　途中からあきらは、ドロシーをぼくの部屋から追い出すためというよりは、単純に楽しいからやっている、みたいな感じになっていた。テスト勉強をしたくないから、現実逃避をしていたのかもしれない。というか、絶対にそうだと思う。



「ねえ、あきら。いいかげん、諦あきめたら？」

　下校時に、あきらにそういった。

　テスト期間中は、お昼前に学校が終わる。午後になったばかりの太陽は、爽さわやかにぼくたちを照らすけど、乾いた冷たい風が強くて、自転車を走らせるのが少しつらい。

「なにいってるのよ！　まだまだこれからよ！　絶対に負けないから！」

　ハンドルから手を放して、風に流れる艶つやのある長い黒髪を気持ちよさそうに両手でまとめながら、あきらがそういった。

「勝ち負けじゃないと思うけど……。ドロシー、うちの手伝いもよくやってるし、問題ないんじゃない？」

「なによまこと、ドロシーの味方する気？　むっかー！　酷ひどい！　怒ったわよ！」

「な、なんで怒るんだよ！　うわあーっ！」

　必死になって、あきらとおそろいで色違いのマウンテンバイクの速度を上げる。でも赤いマウンテンバイクは、すぐに青いマウンテンバイクに追い抜かれてしまう。彼女は意地悪そうに舌をだして、あっかんべーをする。

　冷たい風が頬ほおを切る。寒がりなぼくは、制服のブレザーのボタンをしっかり締めてもまだ寒い。だけど前を走るあきらは、紺と赤のチェック柄のミニスカートをはためかせて、寒さなんてちっとも感じてないようだった。

「なーんちゃってね。そういえば、テストが終わったら、文化祭の準備ね！」

「あ、そっか。文化祭あるんだっけ」

「テスト期間中は部活ないけど、金曜からはサブカル研も文化祭の準備よ。なにすんのか、よくわかんないけど」

「ははは。ぼくもわかんないよ。会誌はもうできてるはずだから、それ売るのかな。あきらのクラスはなにやるの？」

「お化け屋敷だってさー。定番よね」

「うちのクラスは、本格広ひろ島しま風お好み焼き屋さんだって。広島出身のひと、クラスに誰もいないのに」

「あはははは。なにそれー。木き村むら先生だったら、宇宙風お好み焼き、じゃないの？」

「秘密だから、それ」

　ぼくのクラスの担任の木村先生は、実は宇宙人だった。ぼくたちが宇宙人とのトラブルに巻き込まれたときに相談したことがあったのだけど、なんの役にもたたなかった。平和主義というよりは、単純に面めん倒どう臭くさがりなんだと思う。

「そういえば、昨日サブから悩みの相談受けたんだけど」

「えっ？　サブがあきらに？　珍しいね。なにを悩んでたの？」

「最近影が薄いんですけど、どうしましょかねえ。キャラが弱いんですかねえ、だって。それがさ、すっごいしんみりした顔で話すのよ。悪いけど、笑っちゃった」

　ぷぷーっと吹き出して、思い出し笑いをするあきら。サブのしんみりした顔が目に浮かんで、ぼくも笑った。

「明日でテストはおしまいね。もーひと息！」

「そうだね。明日は頑張ろう。だから、今日はドロシーを追い出す作戦はなしだからね！」

「それは約束できないわ。ふっふっふっふ」

　ぼくは怒ったふりをして、あきらを追いかけた。
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「じゃあ、お疲れさま。テスト終わったからって、週末はハメ外すんじゃないぞー。いいな、お前ら」

　チャイムが鳴ると、担任の木き村むら先生はそういい捨てて、だるそうに教室を出て行った。

「今日の結果はどーよ、まこと。オレは撃げき沈ちんもいいとこだぜ……」

　短めの髪を茶色に染めた目つきの悪い痩やせた男が、帰り支度をしているぼくの机にやってきた。ぼくの数少ない友達で、中学校からつき合いのある金かね本もと悟さとるである。

「知ってるよ。テスト終わるたびに報告受けてるから」

「そーいうおめーだって、調子悪かったんだろ？」

「ま、まあね……」

「西にし島じまくん。いっしょにかえろ？」

　佐さ藤とうさんが、ふわりとした栗くり色いろの髪を揺らしながらやってきた。

　日曜日にあんなことがあったけど、佐藤さんはなにも気にしていない感じだった。だからぼくも、日曜日のことは綺き麗れいさっぱり忘れることにした。

「おおっと、佐藤。今日は帰さねーぜ。なんか忘れてるだろ？」

「え？　なにを？」

「ははは。忘れちゃったの、佐藤さん？　あきらだって覚えてたのに」

　きょとんとする佐藤さん。

「おしゃ―――――っ！　終わったわよまこと！　帰りましょ――――っ！」

　大声でそんな残念なことをいいながら乱暴にドアを開けて入ってきたのは、あきらだ。ぼくは机に頭を打ち付けた。こないだ自分から話を振っておいて、もうすっかり忘れているみたいだ。

　佐藤さんが、あきらを指さして首をかしげている。

「……ねえ、あきら。今日はこれからなにがあるか知ってるよね？」

「ん？　今日これから？　カラオケにでも行く？」

「そーじゃね――よ！　部活だ部活！　サブカルチャーを研究するんだよ！　文化祭に向けての準備だよ！　今日は全員集合だって、先週、新にい倉くら先輩にいわれてただろ！」

　堪たまりかねて、悟がそう叫んだ。

「あ、そうだったっけ」

　笑ってごまかすあきら。

　高校生活初の文化祭まで、あと半月。模も擬ぎ店とかイベントとか、ぼくは今から楽しみにしているのだ。

　四人揃そろって教室を出ると、階段を下りて中庭を横切る渡り廊下を進む。廊下や中庭には、テストが終わったばかりの生徒たちが、肩の荷が降りてほっとしたような顔で、開放的になっている。

　中庭を抜けると、鉄筋二階建ての部室棟になっていた。たっぷりと溜たまったストレスを吐き出そうとしている運動部の部員たちがたむろする廊下を進み、角を曲がる。

「ひぇぇぇぇぇっ!?　な、なんだこれわ～!?」

　廊下の突き当たりにある部室から、裏返った声の悲鳴が聞こえた。そこはこの部室棟で一番日当たりの悪い部屋で、サブカルチャー研究部の部室だ。

　みんなと顔を見合わせると、慌あわてて走り出し、部室のドアを開ける。

　中に入ると、信じられない光景が広がっていた。

　サブカルチャー研究部の部室は、過去の部員たちが集めまくった超常現象やオカルト関係の書籍類が山のように積まれていて、しかもほとんど未整理で散らばっていたから、とんでもなく埃ほこり臭くさくて汚かった。壁を埋めるスチール製の本棚のガラスは曇り、乱雑に積まれたダンボールは腐りかけていた。

　それなのに。

　そんな最悪の部室だったのに。

「……ま、間違えたかな？　ここって、サブカルチャー研究部？」

「そ、そのはずだぜ」

「信じられないわ……」

「へー。まるで別世界ね」

　光っていた。

　眩まぶしいくらいに輝いていた。

　磨きに磨かれたリノリウムの床の上に、二年生の筧かけい部長が尻しり餅もちをついていた。

　本棚のガラスに曇りひとつなく、書籍はきちんと分類されてしまわれ、長机もパイプ椅い子すも綺き麗れいに整せい頓とんされていて、見違えるような部室になっていた。天井や壁に染み付いていた汚れもなくなり、カーテンも真っ白になっている。空気までもが、澄んでいた。

　ここがあの汚らしいサブカルチャー研究部の部室だなんて、にわかには信じられない。

「あっ。ご主人様、お疲れ様なのです」

　ほんわかとした笑顔のドロシーの首が、床からひょっこり出てきた。

「え、ええーっ!?　ド、ドロシー!?」

　生首に見えてびっくりしたのだが、ドロシーは床の下の空間にいたようだ。リノリウムの床には四角い穴がぽっかりと開いていて、地下に続く階段があるようだった。そこから出てきたドロシーは、真っ赤なツインテールの長い髪を後ろでくるりと巻いていて、エプロンをしていた。

　ドロシーに続いて、アリスも出てきた。アリスは空間転移装置という機械を持っていて、この部室にはいつでも瞬間移動できるのだった。きっとドロシーにこの場所を教えたのは、彼女だろう。

　それにしても、このふたりの組み合わせは珍しい。ぼくたちが学校に行っている間に、仲良くなったのだろうか。

「ていうか、そんなところに地下室なんてあった？」

　あきらがそういったので、ぼくも不思議に思った。この部室に地下室があったなんて、聞いたことがない。

「い、いやぁ、そんなものはないはずだよぉ～」

　筧かけい部長が振り返って、泣き出しそうな顔でそういった。

「この部屋だけでは整せい頓とんできないと思ったので、地下室を作ったのです。ちょっと時間がかかりましたけど、満足いくものができたのです」

「ド、ドロシーが作ったの!?」

「ご主人様が学校に行っている間、暇だったのです」

「私も手伝ったんだよー。肉体労働は全部ドロシーだけど」

　アリスは得意げに胸を張り、Ｖサインを出した。

　ぼくは感動した。なんて素晴らしいレンタルサーバなのだろうか。

　ぼくは彼女のことをすっかり見直した。たったひとりで地下室を掘るだなんて、いくらロボットとはいえ大変なことだったと思う。

「余計なことをしてぇ～！　ボクたちが一生懸命集めた貴重な資料を、キミはいったいどうしたんだぁ～!?」

　ふらふらしながら立ち上がった筧部長は、もじゃもじゃの髪を掻かき毟むしり、足をばんばん鳴らしながら、裏声でそう叫んだ。背は高いけどひょろひょろに痩やせているから、全然迫力がない。

「こちらへいらしてくださいなのです。ちゃんとジャンルごとにまとめてありますので、ご確認くださいなのです」

「な、なにぃ～？　ふん！　素人が、知った風な口をきくなよぉ～。どれ、厳しくチェックしてやるからなぁ！」

　鼻で笑いながら、ドロシーに続いて地下室に下りる。楽しげな顔のアリスも、そのあとに続いた。

　そういえば、筧部長は整頓されるのを嫌っていた。変なこだわりが強いようで、知識のないひとにいじられるのが堪たえられないみたいだった。

「……つーか、まこと。あの赤毛は誰だ？」

　悟さとるが乱暴にぼくの肩を抱き寄せた。つり上がった目で、ぼくを睨にらむ。

「まことのレンタルサーバのドロシーよ。先週からまことの部屋に住み着いてるの」

　ぼくの代わりに、あきらがそう答えた。

「マジか!?　今度はあんな可愛かわいい女を連れ込んでんのか!?　この天然エロリスト！　リビドーの暴走王！　性欲大魔王！　うおおおおお、羨うらやましくて涙出てくるぜ！」

　本当に涙を滲にじませながら、ぼくを押し倒しそうな勢いで食ってかかってきた。唾つばが顔に飛んできたので、肘ひじを顎あごにぶつけて押し返した。

「な、なにいってるんだよ悟さとる！　ドロシーはレンタルサーバだよ。ロボットなんだよ？」

「あんだけ可愛かわいけりゃ、機械だろうが妖よう怪かいだろうが怪獣だろうが関係ねーって！　くっそ、アリスといい、なんでおめーだけいつも！」

「本当に、そうよね……」

「なんか変なフェロモン出てるんじゃないかな？」

　あごに手をあてて深刻そうな顔をした佐さ藤とうさんと、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔のあきらに反論しようとしたら、地下室から本を抱えた筧かけい部長がにょきっと出てきた。ドロシーとアリスも登ってきた。

「いやぁ、完敗だよぉ～！　実によく整理されていたぁ。実に満足だ。それに、以前から探していた貴重な本が出てきた！　嬉うれしくて、スキップしちゃいそうだよぉ～！」

　満面の笑みの筧部長は、そういいながら実際にスキップし始めた。かなり不器用な、危なっかしいスキップだったけど。

「そうでしょう、師匠！　私が指示したんだよ！」

「とても素晴らし仕事だよぉ、アリス君！　じゃあ、ボクは地下室にこもるから、あとはよろしく諸君！　いやぁ、地下室は研究にはもってこいだなぁ～」

「喜んでもらえて光栄なのです！」

　筧部長は鼻歌を歌いながらひとりで地下室に入り、ぱたんと床の扉を閉めた。

「……ねえ、西にし島じまくん。この地下室の扉、どうやって開けるの？」

　佐藤さんが、地下室の入り口があったはずの場所を見て、そういった。

　確かにリノリウムの床には、溝や取っ手のたぐいは見あたらなかった。入り口が、綺き麗れいに消えている。

「自動ドアかな？　どうなってるの、ドロシー？」

「あっ。ごめんなさいです！　取っ手を付け忘れたのです。内側にもないのです。密閉度が高いので、危険なのです！　すぐに開けるのです！」

　ドロシーは慌あわてたようにそういって、ガシャッと両腕のバルカン砲を出した。

　ぼくは、とってもガッカリした。



　部室には、珍しく幽霊部員たちが集まっていた。副部長の新にい倉くら先輩が地道に声をかけて、やっと集まったメンバーだ。ぼくたちを入れて、一二人。こうして全員集合してみると、こんなに部員がいたんだな、って思う。広い部室の中央に長机を四角く配置し、パイプ椅い子すを並べて座った。

　筧部長は地下室で研究中だったけど、副部長の新倉先輩がいれば問題ない。彼女は小柄な女の子だけど、生徒会の副会長を務めるくらい真面目まじめで几き帳ちよう面めんでテキパキしているひとだ。逆に筧部長がいると、まとまるものもまとまらない。

　最初はドロシーが地下室を勝手に作ってしまったことについて驚かれたのだが、見違えるほど綺き麗れいになり、筧かけい部長を隔離して静かになった部室を見回すと、新にい倉くら先輩は笑顔で許してくれた。ぼくたちが、ちょっと常識外れなネットアイドルをしていることに理解があるひとで助かった。先生たちには内緒にしてくれるという。

　ひと通り説明が終わると、ドロシーを先に家に帰した。ちなみに地下室への扉にはいくつか穴が開いて、指で開けることができるようになった。

　アリスは残って、部室の隅で怪あやしげな本を目を輝かして読んでいる。彼女は超天才の宇宙人なんだけど、地球のうさんくさい未確認生物の存在を本当に信じているみたいだった。筧部長を師匠と呼んで尊敬していて、部活にも頻ひん繁ぱんに顔を出している。

「おい、まこと。ちょっとこっちこい」

　新倉先輩を議長にして、文化祭に関しての会議中だったのだが、悟さとるはそういってぼくを部室の外に連れ出した。会議が始まる前から、ずっとなにかいいたそうにしていたのは気づいていたけど、我慢できなくなったみたいだ。

　部室の外へ出ると、廊下は薄暗く、ひんやりしていた。校庭の方から、元気のいいかけ声が聞こえてくる。

「おめー、どういうつもりだよ！　誰が一番なんだ？」

　悟は眉み間けんにしわをよせて、怒ったようにそういった。もともと人相が悪いから、こうなるとちょっと恐い。

「な、なんのこと？　なにを怒ってるんだよ」

「おめーなあ……。仮にも、安良城あらきと佐さ藤とうがアプローチかけてるうえに、アリスなんて幼女が乱入してややこしくなってるのに、なんだあのドロシーって美少女は。どんなハーレムだよ！　ありえねえ！　つーか、いいかげん、ひとりに絞れよ！」

「な、なにをだよ？　みんな友達でしょ？　悟だって――」

「オレは男だ！　それともおめーは、そっちもＯＫなのか？」

「そっちって？」

　ぼくがそういうと、悟は肩を落として嘆息した。

「……まこと。おめー、もう高校生だぞ？　これだけの美少女に囲まれて、まだなんにもこねーのかよ。宇宙レベルの天然記念物かっ!?」

「だ、だからなんのこと？」

「ったく、青春時代、丸損だな。これじゃあ安良城も佐藤も苦労してんだろうなあ。お子ちゃまにもほどがあるぜ」

　そういいながら、目を細めてぼくを見る。わけのわからないことでなじられているような気がして、ぼくはだんだん機嫌が悪くなってきた。

「さっきから、なんなんだよ！　ぼくにわかるように説明してよ！」

　悟の細い目が、キラリと光った。

「嫌いやだ。ケケケケケケ」

　悟さとるは急にぼくに興味をなくしたように突き放すと、背を向けて部室に戻っていった。

　なんだそれ。ぼくだって、好きで女の子たちに囲まれているんじゃない。いろいろ苦労しているというのに、悟は全然わかってない。

　ぼくは頬ほおを膨らませて、悟に続いて部室に入った。悟のすぐ隣にある自分の椅い子すを、これみよがしな態度で少し離した。なにか話しかけてきても、無視してやる。

　会議はぼくたちに関係なく進んでいるようだったが、その内容は耳を素通りした。頭のなかで、悟がいった言葉を反はん芻すうしてみる。でも、やっぱりよくわからない。

「ちょっと休憩しましょう」

　新にい倉くら先輩がそういって、会議は中断した。

「おい、安良城あらき、佐さ藤とう。ちょっといいか？」

　悟がそういって、席を立った。

「なによ、サトチン」

「会議中はまだ終わってないわよ、金かね本もとくん」

「いいからこいよ。おい、アリスもこい。ケケケケケ」

　睨にらむぼくにいやらしい一いち瞥べつをして、悟は不審そうな顔の女の子三人を連れて、部室の外に出ていった。

　間違いなく、ぼくになにかを仕掛ける気だろう。悟は、そういうことが好きなやつなのだ。ここは様子を見に行った方がいいだろう。聞き耳を立ててみて、なにかよからぬことを話し合っていたら、邪魔をしてやろう。

　そう思って立ち上がろうとしていたら、幽霊部員の女子たちに囲まれてしまった。

「ねえ、まこと君。最近新しい写真アップされてないわね」

「わたし、すっごい待ってるのよ！　はやく可愛かわいいの載せて欲しいなー」

「髪伸びてきたわね。いろんな髪型ができそう！」

　そんなことをいわれて、ぼくは顔が真っ赤になってしまった。

　ネットアイドルの宿命とはいえ、そんな話をされるのが一番辛つらい。なにしろ本人は、好きで女装をしてるんじゃないのだ。サブのために、嫌いや々いやながら写真を撮らせているのだ。

　悟たちが気になるけど、ぼくはその場から動けなくなった。

　そうこうしている間に、休憩時間が終わった。女子たちは自分の席に戻ったけど、悟たちはまだ戻ってこない。

　新倉先輩がホワイトボードに部員の名前を書き、役割分担の説明を始めた。基本的に二年生が先頭に立って仕事をするみたいなので、一年生のぼくはただ頷うなずいているだけだった。というか、ほとんど話を聞いていなかったのだけど。

　ぼくは悟たちが気になって仕方がないので、会議を聞くふりをしながら、椅子を少しずつずらしてドアに近づくことにした。

　部室は広かったから、ドアまで距離がある。会議は二年生を中心に盛りあがっており、なかなか外の声が聞こえない。

　もう少し。もう少しだけ。

　耳を澄ますと、やっと声が聞こえてきた。あきらの声だ。よし。声が大きいから、きっと彼女の声なら聞こえると思っていたのだ。

　とはいえ、ドアの向こうの声はやはり聞き取りにくい。何とか作戦ね！　とか、順番がどうだとか叫んでいるけど、よくわからない。ただ、異様に興奮しているように思える。

　あきらと悟さとるは中学時代から仲が悪かったし、あきらと佐さ藤とうさんも仲がいいとはいえない関係だったから、あの三人が意気投合しているなんて、考えにくい。だけど、あきらや悟だけではなく、佐藤さんやアリスの声も楽しげに聞こえた。

　なにか、急に悲しくなってきた。ぼくだけ仲間はずれにされているような気がする。

「なにしてるんですかー、まことさんっ」

　部室の外にいるはずのアリスが、ぼくの前にしゃがんでいた。

「う、うわっ！　ア、アリス!?」

「えへへへ。これだよー」

　そういって、薄い腕時計みたいなものをぼくに見せた。空間転移装置だ。部室の外から、それを使って瞬間移動したのだろう。

「なにしてんだ、おめー」

　ドアがガラッと開いて、悟たちが戻ってきた。悟は呆あきれたような顔で、ぼくの頭をぽん、と叩たたいた。

　ぼくだけぽつんとドアの近くに椅い子すを持ってきていたから、かなり変に見えただろう。聞き耳立てていたことが、ばればれだ。ぼくは恥ずかしくなって顔を伏せた。

「ねー、サトチン。やっぱ順番考え直さない？」

「何度もじゃんけんやり直したのに、まだ気に入らないの？　諦あきらめなさい」

「くっそー。じゃんけんこんなに弱かったかなー、あたし」

　不満げに口を尖とがらせたあきらと、不敵な微笑を浮かべる佐藤さん。ぼくの前にしゃがんでわくわくしているアリス。悟の目が不気味に輝いた。

　順番？　いったいなんの順番なのだろうか。

　ぼくは、背筋が急に冷たくなってきた。

「こらー！　あなたたち、ちゃんと会議に参加しなさい！」

「はーい！」

　新にい倉くら先輩に叱しかられて、みんないそいそと席についた。ぼくも、慌あわてて椅子を抱えて元の場所に戻ったのだが、必然的にあきらと佐藤さんと悟に囲まれることになった。

　長机に肘ひじをついて会議に集中しているふりをするのだが、あきらたちから異様な気迫を感じる。

「まこと。明日は楽しみにしておけよ」

　悟が小声でそういって、ケケケケケと笑った。



　　　　　　　　　　３



　ぼくは毛布の匂においが大好きだ。

　今でもたまにあきらやお姉ちゃんにからかわれるのだが小学生になってもまだ毛布をしゃぶっていた。暖かい毛布に包まれていると、とっても安心できる。ずっと、いつまでも、毛布のなかで丸まっていたい。

　十月も中旬になり、だいぶ朝は冷えてきたから、ぽかぽかに暖かいベッドから出るのがつらいけど、休みの日は思う存分毛布にくるまっていられる。ほくほく。ぬくぬく。

「あっ」

　そんなか細い声がしたと思ったら、次の瞬間、どすっという重い音とともにベッドが思いっ切り窪くぼんだ。

　押しつけられて動かない毛布から苦労して顔を出すと、そこに立派なおしりがあった。

「ごめんなさいです、ご主人様。お掃除をしようと思ったのです」

　そこには、掃除機の電気コードにからまったドロシーがいた。

　ぼくはぞっとして目が覚めた。彼女のおしりがあと数センチずれていたら、ぼくの頭ず蓋がい骨こつは粉砕されていたんじゃないだろうか。

「……き、気をつけてね、ドロシー」

「はいなのです。あっ。おはようございますなのです、ご主人様！」

　そういってドロシーはほんわかとした笑顔を浮かべて立ち上がろうとしたのだが、電気コードにからまったままなので、再び体勢を崩してぼくの方へ倒れてきた。

　間一髪。ぼくは決死の思いで飛び退のいて、ドロシーの重い身体からだから身を守った。

「き、気をつけて、ってば！」

「あっ。ごめんなさいなのです……」

　ドロシーは顔を赤らめると、ベッドに倒れたまま、ふんっ、と力を入れて電源コードを引きちぎった。

「これで大丈夫なのです！」

「そ、そうかなあ……」

　ドロシーはこんな調子で、すでに洗濯機と電子ジャーとホットプレートを壊していた。お皿なんて、もう何枚割ったかわからないくらいだ。お母さんは笑って許してくれたけど、内心穏やかじゃないと思う。ぼくも責任を感じて、いくらかお小遣いを差し出した。

　でもドロシーのドジは、残念ながら叱しかって直るものじゃなかった。このレンタルサーバを作ったひとは、いったいどんなひとなんだろうか。あのアリスが思考システムを開発したサブやサラダだって十分ユニークだと思うけど、ドロシーはもっとユニークだ。

　ベッドの上で毛布にくるまりながら、ドロシーが不器用に散らばった掃除機のコードを拾い集めているところをぼんやりと見ていたら、押し入れのふすまが、ずばっ！　と勢いよく開いた。

「おはようございまっす、まことさん！　いやあ、今日もいい天気ですなあ！　あっはっはっは」

　満面の笑顔を浮かべ、サブが出てきた。窓の外を見てみると、ガラスの向こうは虚うつろな曇天模様だった。

「おやおやおや、このレンタルサーバはレンタルサーバ失格ですな。掃除機の使い方もわからないとは。こりゃ大変いかんっすよね、まことさん！」

　サブはそういってからぼくをじっと見ると、なぜか大きく頷うなずき、ドロシーの手から掃除機を奪った。

「あっ。なにをするのです？」

「わしに貸してみなさい！　まことさん、掃除機のコードが壊れても、わいなら全然全く問題ないんですわ！　ほれっ！」

　そういうと、お腹なかから細くて長いコードを取り出して、コチャッと掃除機にくっつけた。それでスイッチを入れたら、掃除機がぶいーんと唸うなり声をあげた。

「凄すごいです！　さすがです！　これでお掃除ができるのです！」

　得意げに胸を張るサブだったが、あっさりと掃除機を取り返されてしまった。ドロシーが不器用に掃除機を操り、電源コードでつながったサブが引っ張り回される。

「わっ！　ちょっ！　あんたちょっと待ちなはれ！」

「すごい吸引力なのです！　あっ」

「ひえええええええええ！　な、なにしてんすかあんた!?」

　ドロシーの乱暴な一撃で、ぼくの本棚が根底から崩壊した。

　埃ほこりを巻き上げながら、大切にしている文庫本やハードカバーの本が、板きれに混ざって崩れていく。

「……どうなんだろう、このレンタルサーバ」

　というか、レンタルサーバってなんだろう、と思わずにはいられないぼくだった。



「いよう、まこと。元気してたか？」

「……なんだよ、悟さとる」

　まだ午前中だというのに、悟がぼくのうちに遊びにきた。黒いＧジャンを着て、背中に重そうなナップザックを背負っている。休みの日はいつも昼過ぎまで寝ているはずだから、かなり珍しいことだ。

　部屋には通したけど、ぼくはまだ悟に不信感を抱いたままだ。昨日ぼくを仲間はずれにして、あきらと佐さ藤とうさんとアリスとなにか話し合っていた。帰り道で口の軽いあきらに尋ねてみたのだが、必死に口を押さえて説明してくれなかった。

　あきらがあれだけ頑張ったのだから、かなりのことを画策しているんじゃないだろうか。その作戦の中心にいるのは、間違いなくこの男だ。

「あっ。いらっしゃいませなのです」

　本棚を修理中のドロシーが立ち上がってぺこりと挨あい拶さつをすると、それを押しのけるようにしてサブが出てきた。

「いやあ、悟さとるさん、いらっしゃいませー！　お元気にしてましたっすか？」

　馴なれ馴なれしく、サブがそういった。さっきから、サブはドロシーにライバル心丸出しだ。

「な、なにやってんだおめーら」

「いやあ、このドジなレンタルサーバが粗相をしてしまいましてなあ。やはり、バトルロイヤルにも出ないようなレンタルサーバじゃあ、性能的にだめですわ」

　そういいながらも、サブはトンカチを持って自発的にドロシーの手伝いをしている。なかなか悪に徹しきれない、といったところだろうか。そういうサブが、ぼくは好きだ。

「まあいいや。とりあえず、おめーら席を外してくれねーか。これからまことと、男と男の腹を割った話をしようと思う」

「えっ!?　な、なんだよそれ」

　ぼくが動揺しても、悟はケケケケケと笑うだけだった。

「おっ、そうでっか。了解ですわ。ほいじゃま、ドロシー。わいらは席を外しまっせ！　ほれ、それはあとでいいから」

「は、はいなのです。お茶はお持ちしていいのです？」

「いや、いらねーよ。オレがいいっていうまで入ってくんなよ。いいな？」

「ご主人様？」

「う、うん。大丈夫だから。サブとおとなしくしてて」

「はいなのです……」

　ぼくを見て心配そうな顔をするドロシーを、サブが連れて部屋から出て行った。ドロシーをひとりだけにすると、どんなミスをするかわからないけど、サブがいればとりあえず大きな問題にはならないかな、と思った。

　ドアが閉まると、悟は絨じゆう毯たんに腰を下ろし、ナップザックをどすっと置いた。

「で、なにを持ってきたの？　重そうだね。ゲーム機？」

「ちげーよ。いいか、驚けよ。オレの秘蔵コレクションだ！」

　自信たっぷりにそういって、ナップザックをバンと叩たたく。でもなんのコレクションだかわからないから、ぼくはどう驚いていいのかわからない。

「……なんか昨日からよくわからないよ。あきらに訊きいても話してくれないし」

「そんな顔すんなよ。おめーのことを思ってのこと、なんだからよ。感謝しろよな」

「感謝しようがないよ。なんなの？」

　ため息をつきながらベッドに腰かけると、悟はナップザックをぼくの足下に押し出した。チャックが開いていて、なかのものが少し見える。雑誌かなにかのようだ。

　悟は半笑いの気持ちの悪い目つきでぼくを見て、あごでうながす。

　仕方がないので、ぼくはナップザック中から一冊だけ取り出した。

「……え？　こ、これって」

　――まさか。

　いや、そんな馬鹿な。こんなものを持ち歩いてるわけがない。いくら悟さとるだって、そんな非常識なことをするわけがない。明らかに犯罪だ。

　そう思いながら硬直していると、じれったそうにしていた悟は立ち上がり、ナップザックの中身をベッドの上にばらまいた。

「ケケケケケ。おめーにやるよ。なかなか手に入らないマニアックなのも入ってるぜ。あとで、絶対に見つからない隠し場所も教えてやるからよ」

「え、ええーっ!?」

　顔面が瞬時に赤くなったのがわかる。

　それは、いわゆるエロ本、だった。

　ひと目見ただけでそうだとわかる、実に猥わい褻せつな本の群れである。卑ひ猥わいで下劣で淫いん靡びな本ばかりである。多種多様なジャンルが取り揃そろえられているような気がするのである。

　ぼくは、ごくりと唾つばを呑のみ込んだ。

　物欲しそうに口を半開きにしたお姉さんの恍こう惚こつとした目が、ぼくを射る。

「こいつもやるよ。画質はオレのお墨付きだぜ。しっかりお勉強しな」

　悟の両手には、ビデオテープとＤＶＤがあった。貴重なものを扱うかのように、そっとベッドの上に置いた。

「えっ!?　えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　気づくと、ぼくはエッチな本やビデオに囲まれていた。

　こういう本やビデオの存在は知っていたけど、今まで一度もまともに見たことがなかった。顔が熱くて、目が回る。心臓が猛もう烈れつな速さで波打っている。

「最後に、これな」

　そういって、ウィンクをしながらティッシュの箱をぼくに手渡した。

「この大バカもの―――――――――――――――――――――――っ!!」

　ベランダの窓がガラッと開いて、強烈なミサイルが凄すさまじい勢いで飛び込んできた。綺き麗れいに両足が揃ったドロップキックだ。ミニスカートがまくれあがって、スパッツ丸出しである。悟は呻うめき声ひとつあげられずに、轟ごう音おんとともに対面の壁に激突して気を失った。

　その衝撃で、直しかけの本棚が再び崩れた。

「このバカ、なにがオレに任せておけ、よ。こんな邪道、認められないわ！　ああ、憎たらしい！　死んじゃえバカ！」

　そういいながら、白目を剥むいた悟の顔面を素足でごりごり踏みつける。

「だめよ、西にし島じまくん！　不潔だわ！」

　そういってぼくの手から乱暴に雑誌を取りあげたのは、頬ほおを染めて不機嫌そうな佐さ藤とうさんだった。ベッドや絨じゆう毯たんに広がった本やビデオテープを、手早く片づける。

「う、うわーっ！　さ、佐藤さん!?」

　さっきまでエッチな本を握りしめていた手を、汚いものに触っていたかのようにぶんぶん振った。佐さ藤とうさんに、誤解されたんじゃないだろうか。周まわりに散らばっていた本やビデオテープは間違いなく悟さとるのものだったけど、ぼくのものだと勘違いされたんじゃないだろうか。そう思うと、死にたくなる。

　それにしても、あきらが乱入してくるのはいつものことだが、どうして佐藤さんまでいるのだろうか。頭が上う手まく回転しない。どういうことなのかさっぱりわからない。

　とにかく、とっても恥ずかしい。彼女たちに顔向けできない。

「じゃあ、次は私ね！」

　気づくと、背後にアリスがいた。

　なんてことだ、アリスにも見られてしまった！

　まだ子供の女の子に、宇宙人の女の子に、天才技術者の女の子に、エッチな本を手にしていたことを知られてしまった。これはもう、地球の恥だ。

　そんな絶望感で意識が飛びそうになっていたら、さっと首になにかをかけられた。アリスの白い手が、ぼくの頬ほおをかする。

「……え？　これって」

　胸を見てみると、小さな赤い宝石が埋め込まれたペンダントが首にかかっていた。見たことがあるペンダントだな、と思った次の瞬間、ぼくは眩まばゆい赤い光に包まれた。

　急に空間がぐんにゃりと歪ゆがみ、猛烈な吐き気を覚えた。自分の身体からだが自分のものじゃないみたいに内側から崩れ、ひっくり返るみたいな感覚がして、ゴムのチューブから無理矢理絞り出されたような感じで、強引に現実に放り出された。



    

  
    
      



    

  
    
      　いったいなにが起こったのだろうか。目を開けると、ぼくはベッドに倒れていた。

「うわっ！　本当に変身したわ！　すっごーい！」

「これって、アリスの本当の姿なんでしょ？　……ずるいわ」

「えへへへ。自分でいうのもなんだけど、結構エッチな身体からだしてるでしょ」

　みんながぼくを見下ろしてそんなことをいったけど、頭が麻ま痺ひしたみたいになって、なんのことだかよくわからない。

　起きあがろうとすると、身体がいつもより重い。特に、胸のあたりが異様に重い。まるでメロンをふたつ抱えているみたいだ。

「……ア、アリス？　ぼ、ぼくになにをしたの？」

「これ見てー！　まことさんっ」

　アリスが鏡を両手に持って、ぼくの前に立った。

　そこに映っていたのは。

　アリスだった。

　小学生低学年に見える今のアリスではなく、グラマーな大人のアリスだった。

　シャツがはち切れそうなくらい豊満な胸、くびれた腰、ジーンズを引き裂いた大きなお尻しり。細く長い脚。尖とがった耳。蝋ろう人形のような白い肌に、薄い唇くちびる。量の多い蒼あおい髪。首には、小さな赤い宝石が埋め込まれたペンダント。

　思い出した。このペンダントは、巨大な狼おおかみみたいな宇宙海賊のリデルを、強制的に本当のアリスの姿に変身させていたものだ。

　ということは、この鏡に映っている胸の大きな端たん麗れいな女性は――

　ぼくなのか。

「え、ええーっ!?　ど、どういうこと!?」

「まことさんに、女の子を経験してもらおうかな、って思って。そうすれば、女心がわかるかなー、って思ったの！」

　全然説明になっていない。なんでぼくがそんな経験をしなくちゃいけないんだ。

　焦あせりながらペンダントを外そうとしたけど、やっぱり外せなかった。ぼくの首に下げられているのに、触ることすらできない。それに、焦って動くと豊満な胸が揺れるので、とても恥ずかしい。感じたことのない感覚が、重量感が、ぼくの脳を刺激する。

「い、意味がわからないよ！　ちゃんと説明してよ！」

「落ち着きなさいよ、まこと」

　静かな声でそういって、あきらがぼくの背後に腰を下ろした。背中に殺気を感じてとっさに逃げだそうと思ったのだが、遅かった。

　あきらの両手が、ぼくの胸をむんずと掴つかんだ。

「まこと、いい胸してるじゃない？　羨うらやましいっ！」

「うわーっ！　うわーっ！　うわーっ！　ななななななにするんだよあきらーっ!?」

　ぼくは全力であきらを振り切って立ち上がり、部屋の反対側に飛び退のいた。壁に張りつき、半泣きであきらを睨にらむ。

「ちょっと安良城あらきさん！　それじゃあ金かね本もとくんといっしょよ？　いやらしい！」

　中年のおじさんみたいににやにや笑うあきらに、佐さ藤とうさんがきつい言葉を吐いた。

「そ、そうかなあ？　でも、せっかくだし」

「なにいってるの!?　それに、安良城さんの順番は最後でしょ？」

「あ……」

　まずい。

　こんなときに、どうしてこんなことが。

　ぼくは血の気が引いた。今日は朝からとことんついてない。こんな状況のときに、よりによって――

　トイレに行きたくなったなんて！

　もちろん小用だけど、どっちにしろこの姿のままじゃトイレになんて入れない。恥ずかしくて、トイレに行きたいとすらいえない。

　もぞもぞしながら、あらためて自分の身体からだを確認する。ぼくが着ていた服はこの身体にはまるで足りてなくて、柔らかそうな白い肌がかなり露出していた。おへそも丸出しだし、胸もボタンひとつでかろうじて閉じられている。ジーンズの左右には大きくスリットが入り、激しく動くとはらりと落ちてしまいそうだ。

　尿意が、かなりきつくなってきた。こっそりと部屋を出て行こうかと思ったのだが、ドアの前には悟さとるが倒れている。こんなときにも邪魔するなんて、本当に腹が立つ。

「どうしたの、まこと？」

　あきらに気づかれたような気がして、ぼくは狼ろう狽ばいした。

　どうやってごまかそう。いや、それよりも、一刻も早くアリスにこのペンダントを取ってもらわなくては。

「アリス！　お願いだから、このペンダントを取ってよ！　なんでもするからさ、早く外して!!　は、早くーっ！」

「えー。まだだめだよー。私の作戦は、まことさんに女の子の――」

　我慢できなくなってきた。嫌いやな汗が背中を伝う。

　もうアリスの話なんて聞いている場合ではない。ぼくは歯を食いしばりながら、小走りでアリスの近くまで行くと、むんずと両肩を捕まえた。

「い、い、こ、だ、か、ら。はやくペンダントを取って！」

「西にし島じまくん、顔色が悪いわ！　アリス、早く取ってあげて！」

　ありがたいことに、佐藤さんが味方してくれた。

「ちえーっ。これからなのになー」

　そういって、不満そうな顔をしたアリスがぼくの胸に触れた。

　ぼくは再び眩まばゆい赤い光に包まれた。空間がぐんにゃりと歪ゆがんで猛烈な吐き気を覚えたが、決死の表情で我慢し切った。たとえ膀ぼう胱こう炎えんになろうとも、ここでお漏もらしをするわけにはいかない。

　軽い衝撃とともに、ベッドの上に倒れた。ぱかっと目を開けると、追い立てられるように立ち上がった。

　もう限界が近い。苦しくて、涙が出てきた。

「うわーっ!?」

　まごつきながら立ち上がったせいか、その場で足をからませて転んでしまった。絨じゆう毯たんに頭を打ちつけたショックで、ちょっとちびってしまったかもしれない。

「きゃっ！　西にし島じまくん……」

　佐さ藤とうさんが、頬ほおを赤らめて口元を隠しながらぼくを凝ぎよう視しした。

　それでぼくは知った。破けたジーンズが、すっかり下がっていたことを。足をからませたのは、このせいだったのだ。

「こらー、まこと！　パンツ丸見えだぞ！」

「う、うわー！　ご、ごめんなさーい！」

　確かに失礼極まりないことだけど、今のぼくにはまったく余裕がない。前を押さえ、破けて足にからまるジーンズを踏みつけるようにして脱ぐと、悟さとるを蹴けり飛ばしてドアを開け、階段を駆け下りた。

　やっとのことでトイレに入れた。もどかしげにトランクスを下ろすと、便座に腰かけ、ゆっくりと、徐々に徐々に開放した。

　苦しみから、解き放たれる。

　散々我慢していたせいで、天にも昇る気持ちだった。

「ご主人さま、大丈夫なのです？」

　ドアが開いて、心配顔のドロシーが現れた。

「……おしっこしてるだけだから。閉めてくれるかな」

「あっ。ごめんなさいなのです！」

　ぼくは大きく息を吐きながら、鍵かぎを閉めた。

　それにしても、今日は朝からずっと災難が続いている。

　ドロシーのドジはいつものことだとしても、悟たちの行為は疑問だらけだ。いくら問い質ただしても、理由を教えてくれないのはなぜだろう。

　水を流してトイレを出る。ちょっと膀胱が痛むような気がする。

　廊下に出ると、ぼくは途方に暮れた。ジーンズをはいていないから、トランクス丸出しだ。このまま佐藤さんやアリスが待っている部屋に行くわけにはいかない。とはいえ、ぼくの服はすべてぼくの部屋にある。……どうしよう。

「ご主人様、これをどうぞなのです」

　トイレの前で立ち尽くしていたら、ドロシーがやってきた。ほんわかした笑顔を浮かべた彼女の手には、ぼくのジーンズがあった。

「洗濯物だったのです。もう乾いているのです。どうぞ、なのです」

「あ、ありがとう、ドロシー！」

　なんて気がつくレンタルサーバなんだ。ぼくは喜んでドロシーからジーンズを受け取ると、その場ではいた。

　なんとなく予想できたから、たいしてガッカリはしなかった。生乾きで、股こ間かんのあたりが湿っていたとしても。

　ふと、リビングに目を向けると、サブがぼくの洗濯物のズボンにアイロンをかけていた。目が合って、ぼくがはいているジーンズを見つけると、サブはガックリと肩を落とした。その悲しげな姿に、思わず憐れん憫びんの情が湧いた。

「あの、先ほどから二階が騒がしいのです。大丈夫なのです？　ご主人様」

「え？　う、うん。……よくわかんないんだけど、ちゃんと訊きいてみるよ」

　股間のあたりを気にしながらも、ぼくは心配そうなドロシーを置いて、階段を上る。

　悟さとるやあきらに訊いても埒らちが開かない。アリスに訊いても同じだろう。だったら、佐さ藤とうさんしかない。佐藤さんだったら、きっとちゃんと話してくれると思う。

　問題は、どうやって佐藤さんとふたりきりになるか。

　自分の部屋の前に立ち止まって思案するけど、いい考えが浮かばない。仕方がないので、諦あきらめてドアを開けた。

「……あれ？」

「おかえりなさい、西にし島じまくん。慌あわててたけど、どうしたの？」

　ぼくの部屋のなかには、佐藤さんがいるだけだった。ベランダの窓の前に立って、優しい笑顔を浮かべている。

　上うわ目め遣づかいになり、眼鏡めがねをかけたまんまるの瞳ひとみでぼくを見る。今日はフリルのついた白いワンピースを着ていて、清せい楚そな感じがする。

「あきらたちは？　悟もいないけど」

「帰ったみたい。それよりも、ねえ、西島くん」

　そういって、佐藤さんはぼくの手を引いた。柔らかいすべすべの手の感触が、ぼくをドキドキさせる。

「これ、貸してあげるから読んでみない？」

　そういって、ぼくの机の上にどさどさと書籍を置いた。ハードカバーや文庫本の山で、十冊以上ありそうだ。

　手に取ってみると、ぼくに馴な染じみのない作者の名前が並んでいた。ぼくは剣と魔法のファンタジー小説が大好きで、図書館でもよく読んでいた。佐藤さんと知り合ったのも図書室で、彼女もファンタジー小説を好んで読んでいた。

　だけど、今ここにある本は、そういう類たぐいの小説ではなかった。

「……こ、これって？」

「読んでみればわかるわ。とってもおもしろいのよ」

　読まないでも、なんとなくわかる。「愛」とか「恋」という文字が目立つ。そうだ、これらはいわゆる“〝恋愛小説”〟と呼ばれているジャンルの本だ。

「……あ、ありがとう。読んでみるよ」

　ぼくがそういうと、佐さ藤とうさんは嬉うれしそうににっこりと笑った。

「じゃあ、読んでみて。これなんて、短編集だからすぐに読めるわよ」

　パステルカラーの薄い文庫本を手にとって、ぼくに渡す。

「……西にし島じまくんと、友達以上の関係になりたいの」

　頬ほおを染めて、佐藤さん小声でそういった。親友になりたい、っていうことだろうか。

　だけど、ぼくはかなり躊ちゆう躇ちよした。正直いうと、“〝恋愛小説”〟にはまったく興味がない。こういう話は苦手だし、なんだか照れくさいし恥ずかしい。いくら短編といっても、とてもじゃないが読み切ることはできないだろう。

　ぼくがどうしようかと思って窮きゆうしていたら、ベランダの窓がガラリと開いた。

「ちょっと佐藤さん。それって時間かかり過ぎじゃない？」

　不満げに口を尖とがらせ、腕を組みながらあきらが入ってきた。そのうしろに、うんうんと頷うなずくアリスもいた。よく見たら、ベランダに気を失った悟さとるが捨てられていた。

「いいのよ。先週から考えていたの。ゆっくり時間をかけて理解させないと、って。こういうことは、焦あせっちゃだめ」

「そんなの、あんたにいわれるまでもないわよ！　でも、今回は違う。時間の無駄だから、あたしが先にいかせてもらうわ！」

「順番でしょ？　わたしがだめだったら、安良城あらきさんの番よ」

「だーかーらー！　それっていつよ？　そんなに待てるわけないでしょ？　佐藤さんの作戦はそのままでいいから。あたしもやらせてもらうわ！」

　ぼくは辟へき易えきした。

　いったい彼女たちはなにを話しているのだろうか。今日は、佐藤さんまでなんか変だ。

　勝手に喧けん嘩かをさせておいて、ぼくは部屋を出ようとした。もう理由を訊く気力もなくなった。なんだか疲れてしまったし、落ち込んでいたサブも心配だ。

「ちょっと待ちなさい、まこと」

　その声に殺気を感じ、とっさに振り返る。

　あきらが、飛んできた。

　ミニスカートをまくり上げて、ぼくの腕に脚をからめる。飛びつき腕ひしぎ逆十字固めだ。ぼくはとっさに倒れて受け身を取る。あきらにプロレス技をかけられることに慣れているからできるけど、普通だったら肩を脱だつ臼きゆうしかねない。

　あきらはそこから体勢を入れ替えて、ぼくの腰に両腕を回してがっちり掴つかんだ。そのまま、ぼくは逆さ状態で持ち上げられた。彼女の股こ間かんがぼくの顔面をふさぐ。

「どりゃあああ――――――――――っ！」

　そのままパイルドライバーで、ベッドの上に頭頂部を叩たたきつけられた。それほど痛くはなかったけど、首が変な方向に曲がった。

「ぐぅ。あ、あきら……。ぼ、ぼくが、なにをしたって、いうんだうわーっ!?」

「男女のスキンシップよ！　こういうのは、手っ取り早い方がいいのよ！」

　あきらの肩に持ち上げられ、そのまま横に投げられた。ベッドの上とはいえ、背中を強打して一瞬息ができなくなった。その隙に、背後から抱きつかれて首を締め付けられた。あきらの成長著しい胸が背中に強く押しつけられる。死に物狂いで抵抗したら、反転して前から頭を締められた。

　これのどこがスキンシップなのだろうか。ぼくは悲鳴をあげる暇すらない。ていうか、顔面を胸の谷間に突っ込まれて、窒息しそうだ。

「安良城あらきさん！　やり過ぎ！」

　佐さ藤とうさんがそう叫んでくれて、ぼくは嬉うれしかった。是非止めてもらいたい。

「エッチ！　そんなの、ずるいわ！」

　――あれ？

　なんか違う。

　ぼくは、あきらの胸に顔をうずめながら、気を失った。
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　いったいなんだったのだろうか。

　ぼくは不機嫌だった。

　もちろん、エッチな本に囲まれたり、大人のアリスに変身させられたり、恋愛小説を読まされそうになったり、プロレス技で痛めつけられたりしたことが原因だ。

　まったく不可解だ。

　彼女たちは、ぼくにどうして欲しかったのだろうか。

　あきらがぼくに無茶なことをするのには慣れていたし、今まではそんなに嫌いやでもなかったのだが、今回はレベルが違う。佐さ藤とうさんやアリスまで参加していたのだ。黒幕は、悟さとる。

　今日はせっかくの休日だったのに、午前中からあんな悲惨な目に遭あったお蔭で、一日がだいなしになった。窓の外が暗くなっても、なにもやる気が起きなかった。

　ベランダの窓には、しっかり鍵かぎをかけてあった。さっきあきらが入ってこようとしたけど、ぼくは無視してやった。かなり怒っていたけど、ぼくだって憤いきどおっているんだ。

　ベッドに仰あお向むけに寝そべり、読みかけの文庫本を手に取る。数行読んだだけで、集中力が切れた。

　こんなに腹が立ったのは、生まれて初めてかもしれない。

「ご主人様、大丈夫なのです？」

　部屋の隅でおとなしくしていたドロシーが、心配そうな顔でぼくを覗のぞき込んだ。

　悟さとるが持ってきたエッチな本の影響か、少し開いた口がちょっと淫いん靡びに見えて、ぼくはドギマギした。

「も、もう平気だよ！　……ちょっとあきらたちのこと考えてたんだ」

「そうなのです？　ご主人様、ずっと機嫌が悪いみたいなのです。心配なのです……」

　確かにその通りだった。サブやドロシーに話しかけられても、ぼくは返事をしなかった。よく考えたら、悪いことをした。ドロシーに、こんなに気を使わせてしまった。

「あれ？　そういえば、サブは？」

「はいです。秘密にしておいてくれといわれましたのですが、先ほどあきら様に呼び出されて、出て行ったのです」

「そ、そうなんだ。……迷惑かけちゃったね。ごめん」

「そんなことないのです！」

　そういって、ドロシーが真剣な顔をしてぼくに顔を近づけてきた。

　柔らかそうだけど、堅く冷たい唇くちびる。

　出逢ったときのことを思い出して、ぼくはベッドの上で飛び退のいた。心臓が、バクバク音を発たてている。

「ご主人様？」

「な、なんでもないよ！　あはははは」

　顔が赤くなっているはずだけど、ドロシーから目を逸そらして笑ってごまかす。

「あの、ご主人様。わたくしは、なんでも相談に乗るのです。なんでも話してくださいなのです！」

　ドロシーの顔は、真剣なままだった。ぼくは恥ずかしくなって、真面目まじめになろうとコホンとひとつ咳せきをした。

「そういってくれると嬉うれしいけどさ。……これはドロシーにはわからないよ。人間関係の問題だから」

「そうなのです？」

　物悲しそうな顔をして、肩をすぼめる。

　申し訳ない気持ちになったけど、レンタルサーバのドロシーには、ぼくの悩みはわからないだろう。サブにだって、わからないはずだ。こういうときに相談にのってくれるはずの友達が、今回は悩みの種なのだ。

「あっ！　そうです、ご主人様。きっと相談に乗ってくれる方がおられるのです！」

「え？　だ、誰？　ドロシーの知り合い？」

　レンタルサーバの知り合いといえば、ネトア・ロイヤルか大宇宙平和推進機関の技術者だろうか。大量の紅い薔ば薇らを抱えた眉まゆ毛げがつながったひとを思い出して、ちょっと不安な心境になった。

「はいです。とてもいい方なのです！　きっと相談にのってくれるのです！」

　そういって、ドロシーは首をかしげてほんわかした笑顔を浮かべた。
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　翌日、ぼくはドロシーとふたりで秋あき葉は原ばらにきていた。

　日曜日の午前中は、人通りが少ない。もうすぐ九時になるが、中央通りに面したお店はどこもシャッターを下ろしたままだ。バトルロイヤルでここにくるのはたいてい土曜日の午後だから、それに比べるとかなり寂しい雰ふん囲い気きがする。

　ビルの谷間に見える空はどんよりと曇っていて、風が冷たい。ぼくは大きめのセーターの袖そでのなかに手を入れて、腕を抱いた。

「ご主人様。こっちなのです」

　笑顔を浮かべるドロシーのあとに続いて、中央通りを進む。彼女はいつものように黒いキャミソールとミニスカートで、ロングツインテールの真っ赤な髪を揺らして歩く。二の腕や胸の上の肌が露出していて、見ているこっちが寒くなる。

　交差点を越えてしばらく進むと、古い雑居ビルが並ぶ細い道に折れた。車の通りがなくなって、急に静かになった。寂さびれたビルの前で、だるそうにたばこをふかしていた作業服のおじさんが、ぼくたちを不思議そうに見送る。

「ねえ、ドロシー。まだなの？」

「はいです。もうすぐなのです！」

　ドロシーは、とても嬉うれしそうにしていた。それだけ、これから逢うひとを信頼しているのだろう。

　彼女とは正反対に、ぼくは不安で逃げ出したい思いだった。もともと人見知りが激しくて、喋しやべるのが苦手なのだ。いくらドロシーが信頼しているひとだといっても、初対面のひとと上う手まく話せるか自信がない。相談なんて、もってのほかだ。

　最初は断ったのだが、昨日夕食後にサブが持ってきた手紙を見て覚悟を決めた。

　その茶封筒には、あきらの特徴的な字で、

「作戦第二弾実施決定！　乞こうご期待！　（逃げちゃダメだぞ！）」

　なんて書かれていた。

　冗談じゃない。もうあんな目に遭うのはごめんだ。

　どうしたら、あきらたちを止められるのか。彼女たちは、ぼくになにをさせようとしているのか。サブはなにか知っているみたいだけど、冷や汗を流しながら必死でごまかそうとしていたので、可哀かわいそうになって突っ込んで訊きけなかった。

「着きましたです！　ここなのです！」

　まばゆい笑顔で、ドロシーがそういった。

　見上げると、普通の雑居ビルだった。築何年なのかはわからないけど、薄汚れたベージュ色の壁にはひびが入っていて、かなり年季を感じる。五階建てだが、どの窓も暗くて、ひとの気配が感じられない。率直な感想をいうと、不気味だ。

　ドロシーは嬉うれしそうに陰気な入り口に消えたが、ぼくは躊ちゆう躇ちよした。

　今なら、まだ引き返せる。まだ戻ることは可能だ。そんなことを考えながら、入り口の前をうろうろする。

「おいキミ。そこでなにをやっている」

　いきなり背後からそんなドスの効いた声がしたので、ぼくは動転した。セーターの袖そでをばたばた振って、ビルの入り口に身を隠した。

　壁に隠れながら、そちらを見る。

　紺色の短い髪に、尖とがったあご。細いサングラスをして、かなり恐そうな印象だ。痩やせていて背は高く、髑どく髏ろの絵が描いてある長袖そでの黒いシャツと革のパンツをつけている。くわえたばこで、ぼくを思いっ切り睨にらんでいるような気がする。

「……ん！　キミは、ネットアイドルのまことくんか？」

　指をパチンと鳴らし、威圧的なハスキー声でそういうと、颯さつ爽そうとぼくに近づいてきた。

　壁に張りついたぼくは、上から見下ろされてぶるぶる震えた。首筋に入れ墨が見える。指には銀の指輪をいくつもしていて、腰には鎖くさりをぶら下げている。どこからどう見ても、恐いひとだ。

「あっ。マイスター様、どこへ行っていたのです？」

　奥の階段から、ドロシーの明るい声がした。

「たばこが切れたんでな。それよりも、ドロシー。こんなところにご主人様を放っておくとは、感心できんな」

「あっ。ご主人様、ごめんなさいです！」

　ぼくの頭は恐怖で麻ま痺ひしていたみたいで、すぐには状況が読み込めなかった。

　ドロシーが、ぼくのそばへやってきた。

「ご主人様。この方が、わたくしの製作者のウェンディ様なのです」

「ウェンディだ。よろしく、まことくん」

　そういって、サングラスを外した。

　切れ長の目に、神秘的な鳶とび色の瞳ひとみが輝いていた。



　ウェンディさんは、女性だった。

　名前は可愛かわいらしいけど、ファッションセンスといい物腰といい、きわめて男性的だ。通された薄暗い部屋も、壁が見えないくらい乱雑に機材が積まれていて、とても女性がひとりで住んでいるとは思えない。たばこ臭くさいし、埃ほこりも積もっている。というか、もはやここが住居であることが信じられない。

　黒い革張りのソファに座らされたが、ついさっきまでここで寝ていましたといわんばかりに、毛布と枕が置かれていた。

　ソファの前にあるテーブルには、吸い殻がらがいっぱい詰まった灰皿と、多種多様なおかしの残骸と、ノートパソコンが三台並べられていた。

　周まわりには見たことがないような大きな機械とパイプとケーブルが密集している。奥の部屋からは、ゴウンゴウンという不気味な重低音が聞こえる。

　天井からは、裸電球がひとつだけ、寂さびしげに垂らされていた。この部屋の照明はたったこれだけなのに、モニタやランプの光でそれなりに明るい。

「まことくん。コーヒーに砂糖とミルクはいるか？」

　ウェンディさんが、湯気の立つコーヒーカップをふたつ持って奥から出てきた。

「えっ？　……あ、は、はい！」

「そう緊張しないでくれ。これは私が煎いれたものだ。ドロシーに任せると、とてもコーヒーとは思えないものを持ってくるからな」

　そういって、ブーツを履いたままの脚で乱暴にノートパソコンをどけると、テーブルの上にカップを置いた。名前はとても女性っぽいのに、姿や行動はかなり男性っぽい。

　どっかとソファに腰を下ろすと、たばこに火をつけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ドロシーは奥で休ませている。データをチェックしたいのでな。オンラインだけでは、細かいところまでは見られん」

「は、はい。……あの、ウェンディさんがドロシーを作ったんですか？」

「ああ、そういってもいいだろう。思考システムの開発が主だが、その性格に合わせて外見も変える。最終的な仕上げも、私たちマイスターの仕事だ。人間だってそうだろ？　内面が外見を表す」

　ぼくはなるほど、と思って頷うなずいた。サブやサラダも、アリスが開発したヘンテコな思考システムのせいで、あんな姿をしているのだろう。

「まあ、そう堅くなるな。仲良くやりたいと思っている。よくきてくれた。嬉うれしいよ」

　くわえたばこでそういって、手を差し出した。神経質そうな、繊細で白い指だ。ぼくが慌あわてて手を出すと、彼女はぎゅっと握って笑顔を浮かべた。

　神秘的な鳶とび色の瞳ひとみ。蝋ろう人形のような白い肌。紺色のショートカットの髪から覗のぞくのは、尖とがった耳。

「そう。私はルーン星人だ。キミに迷惑をかけている、あのアリスと同じ宇宙人だ」

　ぼくの視線に気づいたのか、彼女はそういって紫し煙えんをゆっくり吐き出した。

「で、なにか悩みがあるということだな」

　しばらく沈黙したのち、ウェンディさんがそう切り出してくれたけど、ぼくは気け圧おされてなにも喋しやべれそうになかった。緊張していなかったとしても、こんな格好いい大人の女性に、女の子に苛いじめられて困っているなんて情けないこと、相談できない。

　やっぱりくるんじゃなかったと後悔しながらもじもじしていたら、ウェンディさんが立ち上がった。

　コーヒーを一気に飲み干し、灰皿にたばこを突っ込み、指を鳴らす。

「そういえば、まだ私のことを話していなかったな。よく知らない人間に、私的な悩みの相談なんてできないだろう」

　そういって彼女は壁に背を預け、天井を見ながら身の上話を始めた。

　それは、とても興味深い話だった。

　ルーン星人というのは、母星を持たないのだという。数百年前に自らの超越した科学力により星を破壊してしまうと、生き残ったルーン星人は宇宙を放浪することになった。

　ウェンディさんが生まれたころには、戦争や裏切りでルーン星人の数はかなり少なくなっていた。だから、彼らは集まった。それがストームブリング社という会社だった。戦争を数多く経験し、平和の大切さを誰よりも知っている彼らは、大宇宙平和推進機関に力を貸し、宇宙中から争いごとをなくすために頑張っているという。

　彼女は、生まれたときからストームブリング社の社員だった。二歳でプログラムを書き始め、五歳でルーン文字をマスターした超天才だ。

　とはいえ、ルーン星人は十歳で成人を迎えるのだという。アリスから聞いてはいたが、ルーン星人は十歳でもう大人の容姿を得る。だから五歳とはいっても、地球でいえばぼくくらいの年齢になるらしい。それにしても、早熟だ。

　先月から、ウェンディさんは大宇宙平和推進機関の専属になった。もともと専属だった技術者が行方ゆくえを眩くらましたので、代わりに赴任したという。

「……それって、もしかしてアリスのことですか？」

「ああ、そうだ。かなりの問題児だった」

　そう吐き捨てるようにいって、苦虫をかみつぶしたような顔になった。

「話は聞いている。大変だったろう。あのリデルまで現れたそうじゃないか」

「は、はい。大変でした……」

　リデル。全身を蒼あおい長毛で覆おおわれた、深紅の四つの目玉を持つ巨きよ躯くの狼おおかみ。

　アリスの命を狙ねらってきたのだと思っていたけど、結局はすべて杞き憂ゆうだった。

「この星の衛星軌道上には、大宇宙平和推進機関が管理する防御衛星が複数存在する。勝手に地球に侵入されないためのもので、レーザー砲などで武装されている。そのなかを、あいつは魔法のようにすり抜けた。あとで確認したら、防御システムがかなり壊されていた。たいしたものだよ。防衛ラインの再構築に私も参加したが、とても厄やつ介かいだった」

　ぼくは申し訳ないような気持ちになった。やっぱりアリスは天才的な技術者らしいけど、会社では嫌われていたみたいだ。

　大宇宙平和推進機関のネトア・ロイヤルを運営している部署は機械でできた惑星で、太陽系から離れたところにあるらしい。だけどウェンディさんは、わざわざ地球の支社にやってきた。アリスとは違って、ちゃんと正式な手続きを通って。

「今、大宇宙で話題沸騰中の平和ボケというものが、どれほどのものかこの目で確かめたくてな」

　そういって、ニヤリと笑った。

　好きな音楽のジャンルはデスメタル。好きなブランドはクロムハーツ。気に入っている役者はジョニー・デップ。テレビドラマはひと通り録画してあるが、よく見るのは深夜のバラエティー番組。お笑いは、ラーメンズとさまぁ～ずが好きだという。

「最近は、地球の小説もよく読むようになった。純文学やミステリというやつは、性に合わなかったな。もっぱらエンタメ小説ばかりだ」

　ぼくは恐る恐る、大好きな小説家の名前を口にしてみた。もう新作は書いていないけど、剣と魔法の小説のなかでは、一番のお気に入りの作家だ。

「ああ、読んだぞ。あれはおもしろかった。あのシリーズはすべて端末に入れたぞ」

　そういってパチンと指を鳴らし、嬉うれしそうに腰からＰＤＡを取り出した。

　アリスが持っているのと同じタイプのものだ。ただしウェンディさんのＰＤＡは、色が黒くて禍まが々まがしい髑どく髏ろの絵が描かれていた。

「どうだ。これすべて、私が直接指で入力したんだぞ。本というやつは、持ち運びが不便だからな」

「え、ええーっ!?　こ、これ全部、手で入力したんですか？」

　ぼくが驚くと、ウェンディさんは満足げに頷うなずいた。

　小説の話になり、ぼくはぽつぽつと喋しやべることができるようになった。

　取っつきにくいイメージがあったのだが、話してみると全然そんなことはなかった。話はおもしろいし、ぼくの言葉をすべて拾ってくれるし、実は苦手だったコーヒーを残していたら、大好きなダージリンティーに変えてくれた。

　ぼくは、ウェンディさんのことが好きになり始めていた。

　男らしい。ぼくは将来、こんな気配り上手な格好いい男性になりたいな、と思った。

「お、もうこんな時間か。腹が減っただろう。メシでも食いにいくか」

　指を鳴らして、ウェンディさんがそういった。話している最中もよく指を鳴らしていたから、これは彼女の癖なんだろう。

「はい。ウェンディさんは、料理とか作らないんですか？」

「私の手料理が食べたいか？　得意料理は、こいつだ」

　そういって、機材の上に積んであった段ボールから、カップラーメンを取り出した。

　ぼくが丁重に断ると、笑いながら外出の支度をした。



　外食とはいっても、ファーストフードのハンバーガーだった。奢おごってもらったのだから文句はいえないが、もうちょっといいものが食べたかった。

「さて、そろそろ本題に入ろうか」

　芸能人の話題で談笑しながら古い雑居ビルに戻ってくると、くわえたたばこに火を点ともしながら、ウェンディさんはそう促した。

「え？　あ、はい。ええと……」

　だいぶ慣れたとはいえ、今度は別の理由で相談しにくくなった。

　男らしくない。女の子に翻ほん弄ろうされるだなんて、ちょっと情けない。そんな軟弱な悩みを打ち明けたら、嫌われてしまうんじゃないだろうか、と不安になった。

　相談はまた今度にします。別にたいした悩みじゃありませんでした。話しているうちに、どうでもよくなりました。そんな言葉が、喉のどまで出かかった。

　だが、先手を打ったのはウェンディさんの方だった。

「友達の女の子に、なにか嫌いやがらせをされてる。そう聞いているぞ」

　ドロシーが話したのだろうか。ぼくは恥ずかしくなった。

　そういえばさっきからドロシーの姿が見えないけど、まだメンテナンス中なのだろうか。

「どうした？　せっかくきたのだから、なんでも話してくれ。それとも、私みたいな女に相談しても無駄だと思うのか？」

「い、いえ！　そ、そんなことありません！」

　悲しそうな顔をするウェンディさんに、両手を振って否定した。

「……あんまり男らしくない悩みなんで、恥ずかしいな、って思って」

「なんだそんなこと。私を見ろ。女らしいか？　男らしいとか女らしいとか、そんなものは人間の本質と関係ない」

　指を鳴らして、ウェンディさんはそういった。お蔭で、ぼくは少し気が楽になった。

　やっぱりこのひとは、男らしい。

「ええと。……じゃあ、話します。笑わないでくださいね？」

　このひとなら、信用できる。

　ぼくはそう思ったから、昨日あったことを話して聞かせた。

　あきらたちは、ぼくにどうして欲しかったのか。今日も第二弾を実施予定だった彼女たちは、なにが目的なのか。

「なるほどな。それで、なにも思いつかないのか、まことくんは」

「はい。……でも、悪意はないと思うんです」

「いや、逆だな」

　口元を歪ゆがめて、ウェンディさんはそういった。

「逆だよ。彼女たちは、まことくんが恐いんじゃないかな」

「恐い？　ぼくのなにが恐いんだろう」

「ネットアイドルとしての人気が、さ」

　よく意味がわからない。

　ウェンディさんは意味深げに頷うなずくと、新しいたばこのパッケージを開け、最初の一本を美お味いしそうに吸い込んだ。

「つまり、嫉しつ妬とだよ」

「嫉妬？　ぼくに？」

　思ってもない言葉が飛び出したので、ぼくは驚いた。単純なあきらからは、かなりかけ離れた言葉に思える。

「そう。いいかい、まことくんの友達のうち、ふたりはネットアイドルだ。バトルロイヤルのランキングがあるから、当然ライバルどうしだ」

「で、でも、ぼくはついでみたいなものですよ。あきらと同じレンタルサーバだし」

「実際数値だけで見ると、ついでだなんて言葉は出てこないよ。これを見てごらん」

　床からノートパソコンを拾い上げると、器用に素早くパッドを操作して、画面をぼくに見せてくれた。

　液晶画面には、グラフが四本並んでいた。

　赤いラインが一番上を伸びていて、緑色のラインが一番下を這はっている。その差はかなり開いている。青いラインは赤いラインに迫る勢いで、オレンジ色のラインは緑色のラインのすぐ上をさまよっていた。

「これは？」

「アクセス数の推移グラフだよ。この赤いラインは、ネットアイドル☆バトルロイヤルのチャンピオン、ＭＡＹ。それ以外は、キミとキミのお友達のものだ」

「ぼくと、あきらと、ショコラの？　どれがどれだろう」

　チャンピオンのＭＡＹに匹ひつ敵てきするくらいアクセス数を稼かせいでいるのは、あきらなのだろうか、佐さ藤とうさんなのだろうか。

　わくわくしながらウェンディさんを見ると、口元に笑みを浮かべ、目を細めてぼくを見ていた。

「ちっとも自分を疑わないんだな。いいか、このオレンジのラインはショコラ。そして緑色の最下位は、あきらだ」

「え、ええーっ!?」

　いつの間にか、あきらのホームページのアクセス数は、佐藤さんに抜かれていたみたいだ。やっぱり自分の手でこまめに更新しているのと、レンタルサーバに任せきりなのとでは、こんなに差が出てしまう。

　だけど、驚きよう愕がくするのはまだ早かった。

「そしてこの青いライン。もうわかるだろう？　アクセス数だけなら、チャンピオンのＭＡＹに匹敵する人気を持つネットアイドル」

　あきらと、ショコラ。あともうひとり。ぼくたちに関係のあるネットアイドル。

「……えっ!?　ま、まさか――」

「そう、ネットアイドルまこと。キミのことさ」

　ぼくは仰天した。

　確かにとんでもないアクセス数を稼いでいると知ってはいたけど、まさかチャンピオンと同じくらいアクセス数があっただなんて。あきらと同じく、ぼくのホームページだって、サブが更新しているのに。

「確かキミの幼なじみは、チャンピオンを狙ねらっているといっていたね。ショコラも当然そうだろう。だとしたら、キミは邪魔だ」

「そ、そんなこと……」

「彼女たちは、ドロシーを追い出そうとしていなかったか？　ドロシーは、キミ専用のレンタルサーバだ。キミさえ望めば、このアクセス数はキミだけのものになる。そうすれば、おそらくドロシーは最強のレンタルサーバになるだろう」

　細い指が伸びて、蝋ろう人形のような肌がぼくに触れる。

「嫉しつ妬と。羨せん望ぼう。妬ねたみ、嫉そねみ。――女は裏の顔があるんだよ」

　神秘的な鳶とび色の目が、ぼくを射る。

「――まことくん。キミは怒ってもいいんだよ」

　ウェンディさんの指が、パチンと鳴った。
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　――パチン。

　すぐ耳元で、そんな音が聞こえたような気がして、目を覚ました。

　毛布のなかで、すぐにウェンディさんの顔が頭に浮かんだ。

　格好いいひとだった。

　自分ひとりだけでも生きていけるっていう強さを感じるし、好きなことしかやらないっていう生き方も素敵だ。憧あこがれてしまう。

　もぞもぞと毛布から顔を出して、ベッドの棚に置いた銀の指輪を見る。蜘く蛛もの巣と十字架を組み合わせたデザインの、少し太い指輪だ。高そうだったから遠慮したんだけど、ウェンディさんが出逢った記念だといって強引にプレゼントしてくれた。

　こんなアクセサリーが似合う男になりたいな、と思った。

　今のぼくは、童顔で子供っぽいから、こういうアクセサリーは似合わないと思う。革パンツとかブーツとか着けても、絶対に笑われる。

　――まことくん。キミは怒ってもいいんだよ。

　ウェンディさんは、そういった。

　あきらたちは、ぼくに嫉しつ妬としている。そう教えてくれた。

　だけど、ぼくには信じられなかった。

　――女は裏の顔があるんだよ。

　あきらも、変わるのだろうか。佐さ藤とうさんは、アリスはどうなのだろう。

　本当のことは、なにもわからない。

　人の心なんて、他人にわかるわけがない。なにを考えているのか、本心ではどう思っているのか。コミュニケーションが苦手なぼくには、余計にわからない。

　毛布のなかにもぐる。

　ウェンディさんのいうことを、信じてもいいのだろうか。あきらたちは、本当にぼくに嫉妬しているのだろうか。

　わからない。わからないけど、胸がもやもやする。

　すっかり頭が冴さえてしまったから、もう暖かい毛布にくるまっても眠ることはできそうにない。まだ早いけど、起きてしまおうか。

　布団のなかでもぞもぞしていたら、ドアが静かに開けられて、誰かが入ってきた。

「あっ」

　その声に殺気を感じて、ぼくはベッドの上で反射的に回避行動をした。壁に背を当てて、ゆっくりと毛布から顔を出す。

　ドロシーが、ドアを開けて立っていた。てっきりベッドの上に倒れかかってくるんじゃないかと思って警戒したのだが、そんなことはなかった。

　ぼくは心のなかで、こっそり謝った。

「おはよう、ドロシー。でも今、あっ、っていわなかった？」

「おはようなのです、ご主人様。ごめんなさいなのです」

「いや、いいんだよ。ぼくが勝手に勘違いしちゃったんだ」

「あの、これなんです」

　そういって、ドロシーは腕に抱えていたぼくの学校の制服を見せた。

　ズボンのおしりの部分に、見事なアイロン型の穴が開いていた。

「ごめんなさいなのです！」

　そういって、ドロシーは頭を下げた。

　どうやら昨日のメンテナンスでも、このドジは直らなかったらしい。



「おーっし、部活行くぞ、まこと！」

　月曜日の帰りのホームルームが終わると、首をさすりながら悟さとるがぼくの席にやってきた。一昨日のことでぼくは気分を害していたから、朝から冷たくしたつもりだったけど、悟はそんなのちっとも気にしていなかった。いつも通り、気安くぼくに接する。

　ぼくはため息で返事をすると、教科書をかばんに詰め込む。

「ねえ、金かね本もとくん。本当にやるの？」

　不安そうな顔をして、佐さ藤とうさんがやってきた。

　これからなにか始めるつもりなのだろうか。そういえば、今朝あきらといっしょに登校したとき、なんか様子がおかしかった。

「今度は絶対いけるって。な、まこと！」

　そういって、悟がぼくの肩を強く叩たたいた。いつもの遠慮のない行為だけど、今日はちょっと嫌いやだった。

「うっふぅーん！　部活いくわよ―――――ん！」

　あきらが妙ちきりんな声を出しながら、教室に入ってきた。このテンションからいって、彼女はかなりお祭り気分になっている。

　ぼくは、ポケットのなかに忍ばせた銀の指輪を握りしめた。ウェンディさんの声が脳裏に浮かぶ。あきらたちは、本当にぼくに嫉しつ妬としているのだろうか。

　憂ゆう鬱うつな気分のまま、強引に悟に引率されて、サブカルチャー研究部に向かう。

「西にし島じまくん、元気ないね？」

　うつむきながら中庭の渡り廊下を歩いていると、佐藤さんが小声で話しかけてきた。

「……う、うん。大丈夫」

「ごめんね、土曜日は。止めよう、っていったんだけど、安良城あらきさんが凄すごい乗り気で。金本くんも、自信がある、っていうから」

「ねえ、佐藤さん。みんなは、ぼくになにをしようとしてるの？」

「え？　……う、うん。ごめんなさい。まだいえないの」

　そういって、狼ろう狽ばいしたみたいに目を逸そらした。

　ぼくには説明できないことをやろうとしている。

　あきらは楽しそうに鼻歌をうたいながら先頭を歩き、悟はにやにやしている。彼女たちに囲まれて、まるで捕ほ虜りよになったみたいだ。

　気持ち悪い。逃げ出したい衝動に駆かられる。

「あれ？　ドロシー？」

　部室のドアを開けると、綺き麗れいになった部室の中央に、モップを持ったドロシーが立っていた。ぼくと目が合うと、ほんわかした笑顔で首をかしげた。

　ぼくは、救われたような気がした。少なくとも、彼女はぼくの味方だった。

「わたしたちがここにきたとき、もう入り口で待ってたのよ。ほかの部のひとたちに、好奇の目で見られていたわ」

　苦笑いしながら、パソコンの前に座った新にい倉くら先輩が説明してくれた。

「す、すいません。でもドロシー、どうしたの？」

「お掃除なのです。お家のお手伝いは、サブさんがやられるというので、暇になってしまったのです」

「そ、そうなんだ。でも、いいよ。こんなとこまでこなくても」

「助かるけどね。昨日だって、部員たちが散らかしたの、そのままだったし」

　先輩にそういってもらえると、ぼくも気が楽だ。こうして掃除してくれると、確かに助かる。致命的なドジが心配だけど。

　今日の部室は、閑かん散さんとしたものだった。新倉先輩とぼくたち以外には、誰もいない。長机の上にかばんが置かれているから、おそらく筧かけい部長は地下室にいるのだろう。

「あら？　そういえば、今日はアリスはきてないのかしら」

　佐さ藤とうさんにそういわれて部室を見回したけど、いつも先にきて怪あやしいＵＭＡの本を読んでいたアリスの姿はなかった。以前と違って隠れるようなところはないから、師匠と慕う筧部長といっしょに地下にいるのだろうか。

「今日はまだきてないみたいよ。筧くんといっしょにきたんだけど、誰もいなかったわ」

「へー、珍しいわね。ていうか、今朝約束したのに」

「お誘いしたのですけど、今日は用事ができたといっていたのです」

　ドロシーが、笑顔であきらに答えた。

「用事？　なんだろ？」

「アリスもいたら完かん璧ぺきだったんだがな。代わりにドロシーは……やめとくか。じゃあ、安良城あらきと佐藤。準備してこいよ。時間かかんだろ？」

　長机に腰を下ろして、悟さとるがそういった。

「おっけー！　まこと、楽しみに待っててね」

　そういってウィンクすると、あきらは颯さつ爽そうと部室から出て行った。佐藤さんは、照れたみたいなぎこちない感じでそのあとを追う。

　気が重い。彼女たちが戻ってくるとき、ぼくはどうなってしまうのだろうか。

「ごめんね、これから生徒会があるから抜けるわ。帰るときになったら、地下の筧くんを呼んでね。あのひと。放っておくといつまでもこもっているから」

「了解です、新倉先輩！　頑張ってきてください」

　机から飛び降り、満面の笑みを浮かべ、悟は新倉先輩を送り出した。大きく手まで振っちゃってる。

「どうだ、まこと。羨うらやましくねーか？」

「なにが？」

「オレと新にい倉くら先輩のことだよ。オレがあいつのことを、友ゆう華かと呼ぶ日も近いぜ！」

　なにをいっているのだろうか、このスケベは。今度新倉先輩に、悟さとるはエッチな本をたくさん集めている、って密告してやろうか。それくらいの報復をしたって、バチは当たらないだろう。

　気分を変えて、いつものように持ってきた文庫本を読もうと思ったのだけど、やっぱり不安で集中できない。かといって、悟とお喋しやべりする気にもなれない。

　悟を見たら、気持ち悪い笑みを浮かべながらドアの前をうろうろしていた。なんだろうか、あの間抜けな顔は。

「お待たせーっ！」

　ガラッとドアが開いて、あきらの元気な声が飛び込んできた。

　だけどぼくは、机につっぷしてそちらを見なかった。顔を伏せたまま、あきらたちがなにか仕掛けてくるのを待つ。無言の抵抗というやつである。

　ぼくの右隣のパイプ椅い子すが引かれて、誰かが座った。左隣にも、誰かが座った。

　――なにも起らない。

　軽い咳せき払ばらいが聞こえる。衣きぬ擦ずれの音がする。

　――なにも起らない。

　いや、油断はできない。ぼくが見ていないのをいいことに、なにかが水面下で行われているかもしれないのだ。

　――まだなにも起らない。

　徐々に不安になってきた。これはこれで、処刑を先延ばしにされているようで居心地が悪かった。

　ぼくは、意を決してゆっくりと顔を上げた。

　嗅かいだことのないつんとした香水の香りが、鼻を突く。

　どきっとして、左右を素早く見回した。

　ぼくの右には、あきらが座っていた。左には、佐さ藤とうさん。

「……え？　え、ええーっ!?」

　恥ずかしそうに頬ほおを染めてうつむく佐藤さんは、深くスリットが入ったチャイナドレスに身を包んでいた。栗くり色いろの髪をおだんごにして眼鏡めがねを外しているので、イメージがかなり違う。お化粧もして、唇くちびるがドキッとするくらい赤く、かなり大人っぽく見える。

　刮かつ目もくすべきはあきらで、髪をポニーテイルにして、ぼくが着ていたものよりも露出度が高いメイドの衣装を着ていた。大胆に開いた胸元にペンダントを垂らし、レースのついたミニスカートで脚を組む。ばっちりお化粧もしていて、爪も塗っている。

　ふたりとも、いつもと印象が違う。バトルロイヤルのときのコスプレとも違い、アダルトな感じがする。

「どうしたの、まこと？」

　大人っぽい表情を浮かべて、あきらがそういった。

「ど、どうしたのって……。な、なんでそんな格好してるの!?」

「そんな格好ってなによ。どう？　可愛かわいいでしょ？」

　ぼくの反応が気に入らなかったのか、あきらは不満そうに口を尖とがらす。

「か、可愛いっていうか……」

　とても正視できなくて、思わず目を逸そらした。顔面が燃えるように熱い。

　居心地が悪くて席を立とうとしたら、背後にいた悟さとるに椅い子すを押さえつけられた。

「おっとお客さん、まだ早いですよ。たっぷり楽しんでいってくださいね」

　悟はいやらしい顔をして、ケケケケケと笑った。

　意味がわからない。

　これはいったいどういう意図なのだろうか。

「お話しようか、まこと。こっち向きなさいよ」

　猫なで声でそういって、あきらがぼくのあごを撫なでた。あきらがあきらじゃないような気がして、ぼくの心臓は高速で波打った。

「だめ。やっぱりだめよ！　止めましょう、安良城あらきさん！」

　突然佐さ藤とうさんが立ち上がり、恥ずかしそうにうつむいたまま、そう叫んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「なんでよ？　作戦は、これからじゃない」

「金かね本もとくんの考える作戦は、卑ひ猥わいだわ！　こんなことで、西にし島じまくんの心を動かしたくない。間違っているわ！　それに安良城あらきさん、下品だわ！」

　そういわれて、今度はあきらが立ち上がった。

　ふたりに挟まれているので、ちょっとでも油断すると、柔らかそうなすべすべの太ももや、服からこぼれ落ちそうな胸が視界に入ってしまう。

「むっ。下品ってなによ？　佐さ藤とうさんだって、そのスリットヤバイわよ？」

「こ、これは金本くんが……。安良城さんのだって、胸見え過ぎ！　ちょっと大きいからって、誇示し過ぎよ！」

「これだって、サトチンが用意したものだもん！　佐藤さん、ひがんでるだけじゃない？　自分が胸ないからって」

「あります！　大きければいいってもんじゃないわ！　頭悪そうに見えるもの」

「な、なにーっ!?」

　落雷が轟とどろき、空気が震えた。ぼくの頭上にどろどろとした暗雲がたちこみ、竜と虎が牙きばを剥むいて睨にらみ合う。

　理解不能。意味不明。お化粧をして大人っぽくなって出てきたと思ったら、今度は喧けん嘩か。しかも逃げ出すことができない。

　胸がもやもやする。

　今まで感じたことのない黒い感情が、ぼくを満たしていく。

　ポケットに入れていた銀の指輪を取り出して、ぎゅっと握りしめた。

「お、おい、やめろって、おめーら！　作戦がだいなしじゃねーか」

「だいたい、金本くんがいけないのよ！　どうしてこんなことしか考えられないの!?」

「うっ！　佐藤って、怒ると結構こえーんだな……」

「そうそう。おとなしいふりしちゃってるけど、こう見えて結構ヒステリーなのよね」

「なっ!?　あ、安良城さんだって、おじさんみたいな性格してるくせに！」

「なぬっ!?　いうじゃない、内弁慶。いつもは猫かぶってるくせに！」

「あなたにいわれたくないわ！　乱暴者！　男女！」

「うっさい、ずん胴！　幼児体型！」

「ひ、酷ひどい！　筋肉女！」

「な、なにーっ!?」

「なによ！」



　――パチン。



「いいかげんにして―――っ!!」

　ぼくのなかで、なにかが切れた。

　勢いよく立ち上がって机を叩たたき、思いっ切り怒ど鳴なった。

　我慢の限界だ。もう堪たえられない。

　――まことくん。キミは怒ってもいいんだよ。

「もう止めてよ！　意味わかんないから！　全然わけわかんないから！　だいたいなんだよ、なんにも話してくれないくせに、勝手なことばかりやって。ぼくを苛いじめて、そんなに楽しいの？　こんなのもう嫌いやだよ!!」

　息を切らして、一気に叫んだ。大声を出すことなんてあまりないから、喉のどが痛む。

　――女は裏の顔があるんだよ。

　ぼくの知ってるあきらと佐さ藤とうさんは、こんなくだらない喧けん嘩かをするような女の子じゃなかったはずだ。ぼくをここまで嫌な気分にさせる女の子じゃなかったはずだ。こんな香水をつけたりしないで、ぼくの好きなシャンプーと石せつ鹸けんの香りがする女の子だったはずだ。

　腹が立って、悲しくて、悔しくて、涙をこらえることができなくなった。

　ウェンディさんのいっていたことは、正しい。

　だから、きっと。

　ぼくを苦しめる原因も、そうなんだ。

「……まこと、ごめん。そんなに怒んないでよ」

「いいよ、もう！」

　ぼくは悟さとるを押しのけて、ドロシーの立っているところまで、どすどす足を踏みならしながら早足で歩いた。

　ドロシーは、心配そうな顔でぼくを見る。

　ぼくのことを思ってくれるのは、今はもうドロシーだけなのだ。

　こんなドロシーを、あきらたちは排除しようとしていた。

　許せない。

　ぼくは、腕で乱雑に涙を拭ふいた。

「わかってるんだからね。あきらたちが、ぼくに嫌がらせをしてる理由！」

　そういって、振り返る。あきらと佐藤さんが、狼ろう狽ばいしたように顔を見合わす。

「ぼくが邪魔だったんでしょ。ネットアイドルの、まことが。ぼくのホームページのアクセス数が凄すごいから、ドロシーをぼく専用のレンタルサーバにしちゃったら、絶対に勝てないから。だから、ネットアイドルを辞めさせようとしたんでしょ？」

　もう止まらない。

　胸に堪たまっていたものを、一気に吐き出す。

「ドロシーはどこにもやらないからね！」

「に、西にし島じまくん？　なにをいってるの？　違うわ！」

　佐藤さんが、唖あ然ぜんとした表情を浮かべてそういった。でも、きっと演技だ。ウェンディさんがいっていた。女は嘘うそが巧うまい、って。

「……まこと。本気でいってるの？」

　あきらが、ぼくを強く睨にらむ。

　ぼくの言葉にカチンときたのだ。腕を組んで、首を傾ける。

　だけど、負けない。

　もう、あきらには負けない。

　ぼくは、ひとりじゃないんだ！

「もちろんだよ！　ぼくにだって、相談できる相手がいるんだ。いつまでも、子供だと思わないでよ！」

「ふーん、そう。本気なんだ」

「そ、そうだよ！」



「本気で、あたしに勝てるって思ってるの!!」



　あきらが、大声を張りあげてそういった。

　佐さ藤とうさんと悟さとるが、ガクッと倒れかかった。

「ち、ちょっと安良城あらきさん！　今はそんなこと関係ないでしょ？」

「関係なくはないわよ。つまりまことは、ネットアイドルとして自分のことをあたしより格上だと思ってる、ってことでしょ？　冗談じゃないわ！」

「そこに反応すんのかよ。さすがだな……」

「うっさいサトチン！」

　あきらは素早く長机の上に飛び乗って、仁に王おう立だちになった。

「で、まこと。どうするつもりなの？　あたしに勝てるって、どうやって証明するわけ？」

「き、決まってるじゃないか！」

　ぼくは、おろおろするドロシーの肩に手を置いた。

　ウェンディさんがいっていた言葉を、思い出す。

「ドロシー。……ネットアイドルまことは、ドロシーを正式に自分のレンタルサーバとして認定します！」

　これで、いいはずだ。

　ぼくのホームページを、サブからドロシーに移行する。

　サブから、あきらから、離れる。

　ぼくは、独立するんだ！

「はいです」

　そういって、ドロシーは首をかしげた。

「……え？　ええと、ドロシーをぼくのレンタルサーバに……」

「はいです。切り替わったのです。あっ。すごいアクセスなのです！」

　ずいぶん簡単なんだな、とぼくは思った。コンテンツをサブから移行するのに、もっと手間がかかるのかと思っていた。

「西にし島じまくん!?　どうして？」

「佐さ藤とうさんは黙ってて！」

　あきらは長机の上から飛び降りて、ずんずん大おお股またで歩いてくると、腰に手を当ててぼくのすぐ目の前に立った。いつもよりも恐く感じるけど、ぼくは怯ひるまない。

「まこと。たった今から、あなたはあたしの本気のライバルよ！　敵よ！」

「う、うん。そうだよ」

「サブはあたしが引き取るからね」

「……そうだね。敵のレンタルサーバがぼくの部屋にいるのは、変だもんね」

　サブの顔を思い出すと、胸が痛んだ。

　だけど、我慢する。

　あきらの視線を、負けじと受ける。ぼくが本気だってことを、わからせてやる。

「……なんだか、話が変な方向に転んじまったな」

「金かね本もとくんのせいでしょ！」

　佐藤さんの強烈なビンタが、悟さとるの頬ほおに炸さく裂れつした。
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　ぼくはさっそく後悔していた。

　どうしてこんなことになってしまったのだろうか。

　独立宣言をしたあと、ぼくはドロシーと部室を出た。頭に血が上っていて、思い浮かぶのはあきらたちへの不満ばかりだったのだが、家に着いて玄関を開け、サブが出てきたところで我に返った。

「あ。お帰りなさいっす、まことさん！　いやあ、待ってたんすよ、まことさんのお帰りを。こいつを見ておくんなさいませ！」

　四角い顔に誇らしげな笑みを浮かべると、サブは背後から弦げんが四本しかない小さなギターを取り出して、ぼくに見せた。

「ど、どうしたの、それ？」

「あっはっはっは。わいもちょいと趣味でも持とうと思いましてねえ。こいつはウクレレってやつっすよ。ウクレレを弾ひくレンタルサーバなんて、珍しいんじゃないかと思いましてね。ナイス・アイディアでしょう！」

　サブは頭をかきながら、照れたようにそういった。

　そんなことをしなくても、十分珍しいロボットだと思うのだけど。

「ちょいと弾いてみますわ。聞いてください。『森の熊さん』」

　ぼくとドロシーは玄関で立ち尽くしたまま、サブの演奏を聴く。

　音楽のことはよく知らないし、ウクレレがどういう楽器なのかもわからないけど、超高性能のコンピュータを積むロボットのサブが奏でる演奏は、とてもへたくそだった。

　指の動きはぎこちないし、なんかいちいち音がずれているし、リズムも変だ。

「サブさん、チューニングがずれているみたいなのです。貸してくださいです」

　ドロシーは靴を脱いで廊下にあがると、いい気持ちで演奏しているサブから、ひょいとウクレレを取り上げた。

「な、なにするんすか！　これからが、ええとこだったのに……」

「これでいいです。はいです」

　ドロシーはなんの迷いもなく弦の調整を済ませると、楽器をサブに手渡した。

　サブは引ったくるようにウクレレを受け取ると、半信半疑で渋い顔をしたけど、弦をポロンと弾いて、衝撃を受けたみたいに硬直した。

「こ、これが本当の音だったんすか……」

「よかったら、お教えするのです。弦楽器の演奏は、ひと通りできるのです」

　死刑宣告にも等しい言葉を投げかけられ、サブはウクレレを落とし、ふらふらとよろけて壁に背をつけた。

「わ、わいは……。わいは、無個性で無趣味なレンタルサーバなんやああああああ！」

　そういって、泣きながら階段を駆け上っていった。

　これだけ個性的なレンタルサーバも珍しいと思うのだけど。

　だけど、ぼくは彼を裏切ってしまった。

　サブはもう、ぼくのレンタルサーバじゃない。

　彼はまだ気づいていないのだろうか。ぼくのホームページは、サブからドロシーに移行されているはずなのに。ぼくにウクレレの演奏を聴かせようとして一生懸命だったのかもしれないと思うと、胸が痛い。

　ウクレレを拾い、罪悪感に駆られながら、階段を上って自分の部屋に行く。

　ドアを開けると、そこにあきらがいた。

　ベランダの窓を開け放ち、きつく口を結んで、腕を組んで立っている。冷たい風が、艶つやのある長い黒髪をはためかせる。

　困惑したサブが、入ってきたぼくとあきらを見比べている。

「サブは、あたしが引き取るからね！」

　それだけいうと、ぼくの返事を待たずに、背を向けてベランダに出て行った。

「きなさい、サブ！」

「え？　あ、は、はいな。ええと……」

　まだ状況をよく理解できていないのか、サブは半笑いでぼくに手を振った。

「ほいじゃま、ちょいとあきらさんとこに行ってきますわ」

「……うん」

　ベランダの窓を閉めて、サブが出ていった。

　ウクレレを、落とす。

　自然に、涙が流れていた。

　取り返しのつかないことをしてしまったのかもしれない。

　ぼくは脱力して、うつぶせにベッドに倒れた。

　サブが、いなくなってしまった。

　そして、あきらも。

　あきらとは、とても長いつきあいだった。幼稚園のときにここに引っ越してきてから、十年もいっしょだった。その間に何度も喧けん嘩かをしたけど、どれも些さ細さいなことばかりで、長く尾を引くようなことはなかった。

　でも、今回は違う。

　あきらとは、もう二度と仲良くできないかもしれない。

　我慢できなくて、嗚お咽えつを漏もらした。

　ドロシーがぼくのところにきてから、少しずつ歯車が狂いだした。

　そんな気がするけど、彼女は悪くない。ドロシーは、なにもしていない。ドロシーがきたことによって、あきらたちが変わってしまったのだ。

　ごろんと仰あお向むけになり、ズボンのポケットに入れていた銀の指輪を取り出して、眺める。

　ウェンディさんがいっていたことは、やはり正しかった。あきらはぼくを本気でライバル視して、サブを持って行ってしまった。

「……ご主人様」

　ドロシーが、心配そうな顔で白いハンカチを差し出した。

「ありがとう、ドロシー」

　受け取って、涙を拭ふく。

　そうだ。ぼくはあきらとサブを失ったけれど、ドロシーがいる。

　これからは、彼女がぼく専属のレンタルサーバになる。天然ボケでドジばかりするけど、優しい心を持ついいやつだ。絶対に、スクラップになんてさせない。ぼくが護まもるんだ。

　ふと、ドロシーとサブが戦う日がくるのかな、って思った。

　いや、いずれその日がくるだろう。

　ネットアイドル☆バトルロイヤルは、レンタルサーバの戦いで勝敗が決まる。

　どちらが勝つのだろうか。

　――まだ、考えたくない。

　まだ、勝てる気がしない。

　戦うとしても、当分先のことになるだろう。サブは来月になるまでバトルロイヤルに参加できないし、挑戦はランキングが下のネットアイドルしかできないから、あきらからぼくに戦いを挑いどむことはできない。

　時間の猶ゆう予よはある。

　それまでに、もっと決意を固めないといけない。頑張らないといけない。今までネットアイドルなんて恥ずかしくて真面目まじめにやりたいとは思っていなかったけど、これからはそうもいかない。

　いつか、あきらに勝つ。

　サブを破壊して、あきらをひざまずかせる。謝らせる。

　――それで。

　それで、どうなるのだろうか。

　急に不安になった。

　ぼくは、間違っているんじゃないだろうか。もしかしたら、どうかしてたのはぼくの方なんじゃないだろうか。

「ご主人様、元気出してくださいなのです」

　ドロシーが、仰あお向むけになってベッドに寝そべるぼくの上に、四つんばいになって覆おおい被かぶさってきた。ぎしりとベッドが悲鳴をあげる。

　そのまま、心配そうな顔をぼくに近づける。

　頭の中が、一瞬でクリアされた。

　柔らかそうなほっぺ。黒目がちなとろんとした瞳ひとみ。薄く開けた口。ロボットだとわかっていても、ドキッとしてしまう。

「えっ!?　う、うん。大丈夫だよ！」

「そうなのです？　でしたら、さっそくお仕事なのです！」

　ころっと表情を変え、晴れ渡ったような笑顔を浮かべると、ドロシーはベッドから降りて胸を張った。

　掃除か洗濯でもするのかと思ったら、ドロシーはぼくに手を伸ばした。

「……え？　ぼく？」

「はいなのです！　忙しくなるのです！」

　なんのことかよく飲み込めないまま、目をこすりながら身体からだを起こしたら、否いや応おうなしにドロシーに持ち上げられて立たされた。

　彼女はいそいそと押し入れを開けて紙袋を取り出すと、その中身をベッドの上に広げた。それは、テスト前に駅前で買ってきた衣服だった。もちろん、女の子の衣服だ。

「さっそく写真撮影をするのです！」

「え、ええーっ!?　今から？」

「善は急げ、なのです。ホームページのリニューアルもするのです。忙しくなるのです！」

　確かに、あきらに勝つためにはまずホームページのアクセス数を稼かせがなくてはいけない。そのためには、頻ひん繁ぱんに更新する必要がある。

　女装は、もう避けては通れない。

　ぼくは、覚悟を決めた。
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　翌朝、ぼくはひとりで登校した。

　学校へ着くと自転車置き場にはすでにあきらのマウンテンバイクが置かれていた。いつもは隣に停めるのだけど、今日はわざと離れて自転車を停めた。

　教室に入ると、悟さとるがぼくの席で待ちかまえていた。

「なんだ、思ったより落ち込んでねーんだな。てっきり沈んでるかと思ったぜ」

「……別に」

　冷たくそういったけど、実は少し嬉うれしかった。昨日あんなことがあったばかりだから、きっと悟も怒っていると思ったのだ。

　だけど、あきらたちに変なことをさせた張本人である悟のことは、許していない。

「なんだよ、まだ怒ってんのかよ。オレだっておめーのこと考えてやってんだぜ」

「だから、余計なお世話だよ。意味わかんないし。もう、放っておいてよ」

「機嫌直してくれよ。佐さ藤とうも安良城あらきも口利いてくんねーしさ……。よし！　じゃあこの話はここで終わりだ。で、だ。すまねーが、数学の宿題、見せてくれねーか？」

　そんな都合のいいことをいって、悟は拝むみたいに手を合わせて頭を下げた。

　ぼくは苦笑いをして、かばんのなかからノートを取り出した。

　窓際に目をやると、佐藤さんがぼくを見ていた。目が合うと、彼女は気まずそうにさっとうつむいて、視線を逸そらした。

　悲しい気分になったけれど、なるべくなにも考えないようにした。



　昼休みになっても、あきらは顔を見せなかった。肩身の狭い思いをしてひとりでお弁当をつついていたら、ぼくのファンだという女の子たちに囲まれてしまった。きゃいきゃい話しかけられたけど、人付き合いが苦手なぼくにとっては、拷ごう問もんに近かった。

　ぼくと違って、悟はたくさんの友達がいる。佐藤さんも、女子に囲まれて楽しげにしていた。あきらの笑い声は、廊下を歩くたびに教室から聞こえてきた。

　たった一日で、学校がとてもつまらないものに変わっていた。

　悲しい気分になるたびに、ぼくはズボンのポケットに忍ばせた銀の指輪を強く握り締める。そうすると、元気が沸いてくるような気がした。ぼくは独りぼっちじゃない。仲間がいる。

　放課後は部活に出ないで、まっすぐに帰宅した。悟に誘われたけど、あきらや佐藤さんと顔を合わせたくなかった。

　それに、約束があった。

　自宅に戻ると、ドロシーはすでに準備完了していた。紙袋を両肩に下げて、いつでも出発できるようになっていた。

「お待たせ、ドロシー。でも、本当に大丈夫なの？　迷惑じゃない？」

「大丈夫なのです！　マイスター様は、ご主人様のこと気に入ってるのです！」

　そういってもらえると、とても嬉うれしい。ぼくは急いで私服に着替えると、ドロシーといっしょに家を出た。

　今日は、ウェンディさんのところで撮影会をする予定である。

　あんな狭いところでどうやって写真の撮影なんてやるのかと思ったら、どうやらあの雑居ビルはまるごとウェンディさんの所有物であるらしく、他の階に撮影所が用意されているという。

　電車に乗って、秋あき葉は原ばらまで。今日は帰りが遅くなるだろうから、書き置きをしてきた。晩ご飯は、ウェンディさんが手料理を振る舞ってくれるというので楽しみにしている。どうせカップラーメンか冷凍食品だろうけど。

　平日の夕方だというのに、秋葉原はひとが多い。中央通りから抜けると、人混みがなくなってほっとする。

　息を切らして雑居ビルの二階に到着すると、開けっ放しのドアからウェンディさんが出迎えてくれた。

「よくきたな、まことくん」

「こんにちは！　今日は、よろしくお願いします」

　ウェンディさんと逢うのは二回目だけど、そんな気がしない。今日は黒いタンクトップにビンテージジーンズを着けている。首筋から肩に伸びる入れ墨があらわになってちょっと恐いけど、格好いい。

「話はドロシーから聞いている。私も協力させてもらうよ」

「あ、ありがとうございます！　……でも、いいんですか？　ウェンディさんは、大宇宙平和推進機関のひとなんでしょ？」

「いや、辞めた」

　ぼくは、その意味がすぐにはわからなかった。

　普通にさらっといわれたので、重要なことだと思えなかったのだ。

「……えーと。辞めたって、なにをですか？」

「決まっているだろう。大宇宙平和推進機関の仕事を、だよ。ついでにストームブリング社にも辞表を出してきた。円満退社さ」

「ええーっ!?　や、辞めたんですか？」

「ああ。退屈だったんでな。ちょうどいい。まあ、ルーン星人というのは、勝手なものなのさ。知っているだろう？」

　そういって、ククククと笑った。

　ぼくは呆ぼう然ぜんとしてしまった。仕事を辞めてしまうなんて、そんなに簡単にできてしまうものなのだろうか。彼女は天才的な技術者だし、会社にとってはもの凄すごい損害なんじゃないだろうか。

「そうだ。せっかくこうして知り合えたことだし、まことくん、私を雇わないか？」

「え？　や、雇うって？」

「キミのチームのメカニックとして、さ。ドロシーのことは、私が一番よく知っている。適任だと思うが？」

「で、でも、いいんですか？」

「どうせ暇だしな。バトルロイヤルはせいぜい月に四～五回の戦闘だ。片手間にはちょうどいい。それに、キミのライバルのメカニックも、ルーン星人なのだろう？」

　アリスのことだ。確かに、アリスは手強い。

「……じゃあ、ぼくのチームに入ってくれますか？　チームっていっても、ぼくとドロシーしかいませんけど」

「ああ、喜んで！　楽しくなりそうだよ」

　そういって、ウェンディさんはぼくの手をぎゅっと握った。

　神秘的な鳶とび色の瞳ひとみが、妖あやしく輝く。

　ぼくは、嬉うれしかった。ドロシーとふたりきりでバトルロイヤルを勝ち抜くのは、ほとんど無理だと思っていたのだ。ぼくは作戦も考えられないし、分析もできない。ドロシーは、天然ボケっぽいし、とても臨機応変に戦えるとは思えない。

　だけど、ウェンディさんが参加してくれれば心強い。ドロシーをチューンナップしてくれるだろうし、的確な判断をしてくれると思う。これからぼくが頑張って、ホームページのアクセス数を伸ばせば、きっとドロシーは強くなる。そう思うと、わくわくする。

「さて、それじゃあ撮影を始めようか」

　狭くて暗い階段を登って、ウェンディさんが撮影所と呼ぶ部屋に移動する。

　部屋の明かりをつけると、目が眩くらみそうになった。慣れてくると、あまりにも広いのでびっくりした。奥の壁や床は真っ白で、なにもない。むき出しの天井には、空調と照明がぶらさがっていた。手前には、カメラや機材が所狭しと並べられている。

　こんな本格的なところで撮影をするのかと思うと、ちょっと恐くなる。

「どうだ、立派なものだろう。私は写真が趣味でな。腕は確かだぞ」

「は、はい。凄いです！　こういうのって、初めて見ました」

「この上が更衣室になっている。ドロシーが衣装を持ってきたようだが、私も若干だが用意しておいた。まずは、気に入ったのを着てみてくれ」

　ぼくは頷うなずいて、ドロシーといっしょに四階に向かった。無機質な鉄のドアを開けて明かりをつけると、ぼくはまた感嘆の声を漏もらした。

　部屋の左右に、ビニールで覆おおわれた衣服がたくさん並んでいた。手前の方は、ウェンディさんに似合うような革の格好いい服が多かったけど、奥にはさまざまなドレスが吊つるされていた。靴や帽子やリボンなんかも、多種多様なものが揃そろえられている。

「うわあ……。ここも凄すごいね」

「前よりも増えているのです。きっと、素敵なお洋服が見つかるのです」

「これ全部、ウェンディさんの服？　ぼくに合うサイズのものがあるかなあ」

「大丈夫なのです。マイスター様は、手を抜かないのです！」

　そういわれていくつか服を見てみると、何度確かめてみてもぼくのサイズのものばかりだったので、絶句してしまった。若干、なんてものじゃない。手前にある数着以外は、すべてぼくのために揃えられたものだった。すべて女性の衣服だったけど。

「さあ、さっそく着替えるのです。これなんてどうです？　可愛かわいいのです！」

　そういってドロシーが持ってきたのは、きわどいビキニの水着だったので、思いっ切り却下した。そんな変態的な姿で、ウェンディさんの前には出られない。というか、着たくない。

　ウェンディさんに憧あこがれていたので、あんな格好をしてみたかったのだけど、やっぱり似合いそうもない。やっぱり女装するしかないのだな、と思って肩を落とす。だけど、ここまできたらあとには引けない。開き直るしかない。

　ドロシーに手伝ってもらって、白いレースのドレスを着てみた。奥に化粧室もあって、ドロシーが器用な手つきで魔法のようなメイクを施ほどこしてくれた。ティアラにネックレスもつけ、まるでお姫様みたいになった。鏡に映っているのは、どこからどう見ても女の子で、とても自分だとは思えないくらい可愛かった。

　撮影所に戻ると、ウェンディさんはくわえたばこで機材の調整をしていた。

「あ、あの……。できました。ウェンディさん」

「おっ！　化けたな、まことくん」

「は、はい。……なんか恥ずかしいですけど」

「そんなことはないよ。思った通り、似合っている。じゃあ、さっそく撮影に入るか！　そこに立ってくれ。ポーズはなんでもいいから、自然な顔をしてくれ」

　そういわれて眩まぶしいくらいに白い部屋の真ん中に立ったけど、緊張してしまってどうしていいのかわからない。照明のせいで、カメラを構えるウェンディさんがよく見えない。

　こんなことではウェンディさんの期待に応こたえられないんじゃないかと思って落ち込みそうになっていたら、ぼくの好きな曲が流れてきた。

「ご主人様、リラックスしてくださいです！」

「そう。深呼吸して。誰だって、最初は緊張するさ」

　ふたりに優しい声をかけてもらって、ぼくはだんだん気が楽になってきた。次第に自然な顔ができるようになってきた。

　フラッシュが何度も焚たかれる。ぼくはウェンディさんのいうがままに、ポーズを取る。

「いい感じだな。まことくん、今度はちょっと趣向を変えてみるよ。ドロシー、頼む」

「はいなのです！」

　真っ白な光のなかから、人影が現れた。てっきりドロシーだと思っていたのだが、それは甲かつ冑ちゆうに身を包む中世の騎士だった。

「え、ええーっ!?」

「ククククク。いい顔だ、まことくん。だけど安心したまえ、それはドロシーだよ。こっちのホログラフ投影機器で、姿を自由に変えられるんだ。こんな風にね」

　ウェンディさんがそういうと、甲冑の騎士がドロシーの姿に変わり、すぐに戻った。

「す、凄すごい！　こんなことできるんですか？」

「驚くのはまだ早いよ。今度は背景も変える」

　ウェンディさんがそういうと、真っ白だった壁や床が、一瞬で森になった。緑の木々が風にざわめき、小鳥がさえずる。振り返ると背後には湖が広がり、白鳥が優雅に泳いでいた。蒼そう天てんの空に、眩まぶしい雲が流れる。

「え。ええーっ!?　こ、これって!?」

「それもホログラフさ。気をつけてくれよ、見た目は広い森だが、実際は撮影所のままだ。あんまり歩き回ると、壁にぶつかる」

　これが映像だなんて、とても信じられない。自然の緑の匂においや、風の流れを感じる。

　呆ぼう然ぜんとしていたら、甲冑の騎士にひょいとすくい上げられ、お姫様抱っこをされた。

「撮影を続けるぞ、まこと姫」

「は、はい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　これはきっと素晴らしい写真ができるに違いない。そう思いながら、ぼくはウェンディさんのいうがままに写真を撮られた。



　窓の外は、真っ暗だった。衣装室の時計を見ると、九時を回っていた。

　撮影用の衣装から着てきた服に着替えると、化粧台の椅い子すに座ってほっと息をつく。鏡に映るぼくは、化粧を落としたいつものぼくだ。ドロシーは下でウェンディさんと後片づけをしているから、この部屋にはぼくひとりしかいない。

　やっぱり、ウェンディさんはいいひとだ。大人だし、気配りも上う手まいし、話もおもしろい。手料理だといって振る舞ってくれたのはレトルトのカレーとレンジでチンするご飯で、予想通りというか期待外れというか、ちょっと残念だったけど。

　ふと、今頃あきらはなにをしているのかな、と思った。

　ぼくは、こうして頑張っている。あきらも、サブやアリスと頑張っているのだろうか。あんまり無茶をしてないといいけど。

　鏡のなかのぼくは、憂ゆう鬱うつそうだった。

　やっぱり、あきらのことが気になる。

　うつむいて、大きく息を吐く。今からこんな気分じゃいけない。あきらは、もうぼくの友達じゃないのだ。ライバルなのだ。宿敵なのだ。倒さなくてはいけない敵なのだ。

　とりあえず、今はそう思っていたい。そうじゃないと、くじけてしまいそうだ。

「つらいの？」

　聞き覚えのある、特徴的な声がした。

　ドロシーの声じゃないし、ウェンディさんのものでもない。驚いて顔を上げると、鏡のなかのぼくの背後に、華きや奢しやで小柄な少女がいた。

「ア、アリス!?　どうしてここに？」

　振り返ると、そこにアリスが立っていた。

　いつの間にか窓が開いていて、ハンガーに並ぶ衣装が風に揺れていた。

　初めて合ったときのような、蝋ろう人形のような能面。吸い込まれるような大きな鳶とび色の瞳ひとみが、まっすぐにぼくを射る。

「まことさん、無理してるんじゃない？」

「そ、そんなこと！　……ないよ」

　なにもかも見透かされているような気がして、ぼくは目を逸そらした。

「そうは見えないよ。……今、私がなにをいってもだめだろうから、なにもいわない。でもね、あきらさんは悩んでるよ。まことさんが、どうしてあんなに怒ったのか、って」

「それは、あきらが悪いんじゃないか！　ぼくに嫉しつ妬としてるんでしょ。ぼくの方が、人気があるから、嫌いやがらせしたんだ。ドロシーを処分したいんだ！」

　拳こぶしを握り締め、自分の膝ひざを睨にらみながら、そう叫んだ。

　ぼくは、悪くない。悪いのは、あきらたちだ。

「ふうん。本当に、わかんないんだ。それじゃあ、仕方ないね」

　その寂しそうな声に思わず顔を上げると、アリスはなじるような目でぼくを見ていた。

　わからない？　なにが？

「決めるのは、まことさんだから」

　アリスは、窓枠に身軽に飛び乗った。

「……え？」

「私は、あきらさんの味方するけど、まことさんの敵じゃないよ」

　清流のような蒼あおい髪が、冷たい風にはためく。

「いつでも帰ってきてね」

　いつもの愛あい嬌きようのある笑顔を浮かべ、窓の外に飛び出していった。

　すぐにここが四階だったことを思い出して、慌あわてて窓に飛びついた。だけどアリスの姿は、どこにもなかった。雑居ビルが並ぶ一角に、街灯が頼りなく輝くだけだった。

　夢か、幻でも見ていたのかと思う。

　いや、きっと空間転移装置を使って帰ったのだろう。まったく、お騒がせな女の子だ。

　気が抜けて、窓にもたれかかる。

「敵じゃない、……か」

　アリスは、ぼくになにを伝えたかったのだろう。

　わからない。

　でも、そういってもらって嬉うれしかった。

　いつかあきらと仲直りできる日がくるのだろうか。佐さ藤とうさんの笑顔が見れる日がくるのだろうか。サブの笑い声を聞ける日がくるのだろうか。

　夜空を見上げると、ぽっかりと開いた穴のような満月が、ぼんやりと輝いていた。

「ご主人様！　帰る準備はできたのです？」

　ドロシーが、衣装室に入ってきた。

　きっと、元に戻れる日はくる。

　そう、信じたかった。



　　　　　　　　　　３



「ネットアイドル・まこと。今日はちゃんと部活にくるのよ！」

　今日もひとり、憂ゆう鬱うつな気分でお弁当を食べようとしていたら、そんな声が邪魔をした。意地悪そうな笑みを浮かべ、偉そうに胸を張ったあきらだ。

「……な、なんで？」

　ぼくは目を逸そらして、不機嫌そうにそういった。

「なんでもいいから。逃げるんじゃないわよ！　いいわね！」

　棘とげのある声でそういい捨てると、ぷいと背を向けてさっさと帰ってしまった。

「……な、なんだよ、それ」

「まあ、放課後になりゃわかるさ。いつもの安良城あらきだよ」

　箸はしをくわえた悟さとるがやってきて、そういった。

「え？　悟は知ってるの？」

「まあな。だけど今度は、オレじゃなくて安良城がいいだしたことだぜ。だから、なんの裏もねー、わかりやすいことだ。安心しろ」

　そういって、悟はケケケケケと笑った。

　ぼくは急に、食欲がなくなった。



　放課後になると、ぼくは悟とサブカルチャー研究部の部室へ向かう。あきらはぼくの教室にやってこなかった。佐さ藤とうさんも先に行ってしまったようだ。

　中庭を横切って部室棟に入ったところで、悟がぼくの頭をぽん、と叩たたいた。

「昨日は大変だったんだぜ。今日は幽霊部員を全員招集して、仕切り直しだ」

「え？　な、なんで？」

「ケケケケケ。行けばわかる。安良城のやつ、とっとと決着つけたいみてーだぜ」

　相変わらずなんだかよくわからないけど、不吉な臭においがぷんぷんする。

　サブカルチャー研究部のドアの前に立つと、ぼくはごくりと唾つばを呑のみ込んだ。ぼくと決着をつけたいって、どういうことなのだろうか。

　躊ちゆう躇ちよしていたら、悟がさっさとドアを開けてしまった。

　部室のなかには、幽霊部員たちが集まっていて賑にぎやかだった。新にい倉くら先輩は、いそいそとホワイトボードを準備していた。筧かけい部長も今日は地下室に行かないで、奥の椅い子すにふんぞり返っている。

「あ、まこと君！　ホームページ見たわよ！」

「わたしもー！　今回も可愛かわいかったわー。黒いミニスカートのやつ」

　そういって、黄色い声を出しながら女子がぼくを取り囲む。昨日ホームページに載せたのは、テスト前に駅前で女装を余儀なくされたときの女装写真だった。あのときドロシーは、ちゃっかり写真を撮影していたのだ。

　こうやって反応があるのは嬉うれしいけど、やっぱり恥ずかしい。だって、女装写真を褒ほめられるだなんて、男子としてどうかと思う。

　部室を見回すと、あきらはまだきていないようだった。

「ほら、あなたたち！　会議するから席について！」

　新倉先輩がそういうと、みんな素直に席に戻った。ぼくも、悟の横のパイプ椅子に腰かけた。隣に佐藤さんが座っていたから、ちょっと落ち着かない。彼女も気まずそうに、姿勢を直した。

「じゃあ、文化祭の企画会議を始めるわ。……あら、安良城さんはまだ？」

　ホワイトボードを叩たたきながら新倉先輩がそういうのと同時に、部室のドアが派手な音を発たてて開かれた。

「ネットアイドルあきら、参上！」

「レンタルサーバのサブも、同じく参上でっせ！」

　そう叫んで入ってきたのは、あきらとサブだった。

　サブがいることにもびっくりしたけど、あきらの衣装には驚きよう愕がくした。なにしろ、ハイレグのボンデージと純白のウェディングドレスを合体させた、バトルロイヤル用のリングコスチュームに身を包んでいたのだ。

　学校でそんな格好をするだなんて、常識外れにもほどがある。きっと部員のみんなも呆あきれているに違いない。

「うおおおおおおお！　あきらさ―――ん！」

「ステキ！　ステキよおおおおおおおおおおん！」

　ぼくの予想に反して、幽霊部員の男子が歓喜の声をあげたので、椅い子すからずり落ちそうになった。女子も目を背そむけたりしないで、頬ほおを染めながらきゃいきゃいいってる。

「お邪魔しますなのです」

　今度はドロシーが入ってきたので、また驚いた。ぺこりとお辞儀をして、ぼくを見つけると、ほんわかした笑顔を見せた。

　最後に、サラダが入ってきた。ドロシーの周まわりを避けるように、サブの隣に移動した。

　あきらは自信満々の足取りで歩いてくると、さっと机の上に飛び乗った。ヒールの高いブーツなのに、さすがの運動神経だ。そのまま机の上をファッションショーのような足取りで歩き、奥まで行くと飛び降りた。サブはそそくさと床を歩いて、あきらの横で立ち止まった。サラダとドロシーも、サブに続く。

「ずいぶん派手ねえ、安良城あらきさん」

　隣にやってきたあきらを見て、新にい倉くら先輩は苦笑を浮かべた。

「アイドルですから！　それじゃあ、会議を始めます！」

　そういって、机をバンと叩たたいた。

　あきらは眉まゆをつり上げて、相当気合いが入っているようだ。隣のサブも、鼻息が荒い。

「我がサブカルチャー研究部の文化祭の出し物ですが、協議の結果、大幅に変更することになりました！　筧かけい部長、新倉副部長の了解済みです！」

　一番奥に座る筧部長は、身を乗り出してあきらのおしりを眺めながら、真剣な表情でうんうんと頷うなずいた。

　幽霊部員たちが、楽しそうにざわめく。悟を見ると、腕を組んでにやにや笑っていた。

「せっかく会誌を作ったので、『アトランティス』の販売は予定通り行います。担当は、筧部長とアリス。その他の部員は、新しく企画することに協力してもらいます」

　そういって、あきらはぼくを睨にらんでにやりと笑みを浮かべた。。

「まったく新しい、新ＮＥＷヌーベル企画。それは――」

　あきらがさっと腕を振ると、サブが反応してくるりと反転した。ホワイトボードに身体からだを向けて、両目から光線を出す。

　すると、そこに文字が浮かびあがった。

　部室がどよめく。

　ぼくも仰天して、椅い子すから落ちそうになった。

　あきらは、やっぱりあきらだった。



『ネットアイドル☆バトルロイヤル公式サイン会！　あきらとまこととショコラの三つ巴どもえ大決戦！　勝つのはどいつだ!?』



　○文化祭一日目

　　　・ネトア・ロイヤル公式サイン会

　○文化祭二日目

　　　・ネトア・ロイヤル公式サイン会

　　　・ネトア・ロイヤル公式写真集の販売

　　　・ネトア・ロイヤル公式コンサート

　※勝敗は、一日目と二日目のサインの枚数、コンサートの投票、および公式写真集の売り上げ冊数の総合成績により決定します。

　※優勝者には、特別アクセスポイント一〇〇万ポイントが支給されます。

　※公式サイン会の様子は、ライブ放送されます。



　サブの目から投影される映像は、しっかりとしたプレゼンテーションの資料のように、大きな文字でわかりやすく表示された。

「というわけで、サブカルチャー研究部ではネットアイドルのサイン会を実施することになったの。先生にも、了承済みよ」

　新にい倉くら先輩は、ちらっとあきらを見た。きっと、かなり強引なことをしたのだろう。

「野外ステージも、無理をいってスケジュールを空けてもらったわ。とにかく二日目はたくさんのお客さんがくると思うから、大変なことになると思うの」

　その説明に、あきらはうんうんと満足げに頷うなずく。

　横にいる佐藤さんを見ると、上うわ目め遣づかいのその瞳ひとみには、決意が見て取れた。どうやら、彼女も本気らしい。

「ほいでまあ、大量の来客が予想されます。入場制限とか必要なんで、そのへんはネトア・ロイヤルの方でやりますわ」

　ホワイトボードにプレゼンテーション資料を表示しながら、サブがそう補足した。

　ぼくは、気が遠くなりそうだった。こんなの無茶苦茶だ。

　あきらは気が短いから、バトルロイヤルで戦うよりも早く、どちらが上か決めたかったのだろう。だからって、こんな強引な手段に出るだなんて思いもしなかった。

　サイン会はまだいいとしても、コンサートってなんだろう。まさか、舞台に上がって、たくさんのお客さんの前で歌とかうたわなくてはいけないのだろうか。冗談じゃない。そんなこと、できるわけがない。

　彼女たちは、ぼくをとことん追い込むつもりらしい。そんなにぼくを引退させたいのか。そんなにドロシーをスクラップにしたいのか。

　ポケットのなかの銀の指輪を握り締める。

　負けるものか。ぼくにはウェンディさんという強い味方もいるんだ。

「しつもーん！　サイン会って、やっぱその衣装でやるの？」

　幽霊部員の女子が、手を挙げてそういった。ぼくは心のなかで、制服でやるに決まってるじゃないかと叫んだけど、あきらはそんなぼくの考えを見透かしたかのように、意地悪な笑みを浮かべた。

「もちろん、ネットアイドルの衣装でやります！　まこととショコラも、リングコスチュームでサインをするわ！　コンサートもね！」

　歓声があがる。みんなの期待感のこもった目が、ぼくを射る。

　ぼくは、愕がく然ぜんとしていた。

　全校生徒の前で、女装姿を披露する？

「それじゃあ、細かいことを決めていきましょう。筧かけいくんを除いて、部員を三チームに分けるわ。安良城あらきさんと、西にし島じまくんと、佐さ藤とうさんのチームに。それぞれ用意するものとか違うだろうから、サポートしてあげて」

「基本的に、ネットアイドルにはボディーガードとして、わいらレンタルサーバがつきますので、ご安心を」

「あと、予算はネトア・ロイヤルからがっぽり出ますわ。なので、みなさん派手に頑張りましょう！」

　サブが張り切ってそういった。

「とりあえず、コンサートは楽勝だな。安良城のやつ、とんでもない音痴だからな」

　悟さとるがケケケケと笑いながら、他人事のようにそういった。なんの気休めにもならない。

　ぼくは机につっぷして、これが夢であることを祈り続けた。



　　　　　　　　　　４



　お母さんに、今日も遅くなると連絡を入れてから、ぼくはドロシーと家を出た。毎晩遅くまで外出するだなんて、悪いことをしているような気になる。だけど、文化祭まであと二週間もないから、いろいろとウェンディさんに相談する必要がある。

「そういえば、今日のこと、ドロシーは知ってたの？」

「いいえ、なのです。午後になって、サブさんに教えてもらったのです。学校に行くのも、サブさんといっしょだったのです」

　大通りに向かって走りながら、そんなことを話す。サブの様子を聞いたら、「普通だったのです」という答えしか返ってこなかった。

　大通りに到着すると、ファミリーレストランの前に見たこともないデザインの鋭角的なスポーツカーが存在感を主張していた。漆しつ黒こくのボディに寄りかかってたばこをくゆらせているのは、黒い革ジャンをはおったウェンディさんだ。

「おっ。早かったな」

「ごめんなさい！　わざわざ迎えにきてもらって」

　息を切らして近づくと、ウェンディさんはサングラスを外して笑顔を浮かべた。

「いや、どうせ無職だしな。乗ってくれ。話は車のなかで聞こう」

　大宇宙平和推進機関を辞めたのは、もしかしたらぼくのせいかもしれないと思うと、胸が痛い。考えすぎだろうか。

　不思議な柔らかさのゆったりした助手席に座ってシートベルトを着けると、車は急発進した。一度タイヤが鳴っただけで、とても静かだ。フロントパネルを見ると、見たこともないメーターやディスプレイが、さまざまな色に光っていた。これはきっと地球製の車じゃない。そう思った。

　夕ゆう陽ひに染まる街並みが、窓の外を静かに流れる。振動はほとんどないのだが、もの凄すごい速さで走っているような気がする。

　促うながされたので、ぼくはぽつぽつと説明を始めた。

　一日目は校内だけのイベントなので、外来客がくることはない。だからサイン会にくる客は、生徒だけだ。学校ではあきらは昔から人気があるので、かなり有利になると思う。

　問題は、やはり二日目だ。サイン会だけならまだしも、午後からコンサートがある。ひとり当たりの持ち時間は一五分もあるので、歌をうたったくらいじゃ間が持たない。なにか喋しやべらないといけないだろう。

　それに、写真集も作らなくてはいけない。これはネトア・ロイヤルでの審査が必要になるので、三日前には完成させておかなければならない。

　勝負の判定方法は、ポイント制だった。

　サイン一枚で、一ポイント。写真集の売り上げ一部につき、一ポイント。コンサートの投票一票につき、一ポイント。その合計ポイントで勝負が決まる。

「ククク。なかなか考えられているな。キミの幼なじみは、侮あなどれないぞ」

「そ、そうですか？　……この条件だと、負けちゃうかもしれませんかね？」

　会議のあと、ぼくと佐さ藤とうさんはあきらに呼び出された。

　そこであきらは、真面目まじめな顔でこういった。



「この勝負に勝ったネットアイドルは、負けたネットアイドルにひとつだけ命令できる。いいわね！」



　幼稚な決めごとだったけど、あきらは本気だった。

　だから、この勝負に負けるわけにはいかない。きっとぼくを引退させ、ドロシーをスクラップにする気なのだ。

　うしろを見ると、ドロシーが後部座席の中央でほんわかとほほえんでいた。

　この笑顔を、失いたくない。

　あきらの思い通りにさせるものか。

「にゃははははは」

　唐突に無邪気な少女のような笑い声が聞こえたので、ぼくはぎょっとした。この車にはぼくとウェンディさんとドロシーしかいないけど、誰の声とも違っていた。

「まことくん。そう、思い詰めなくてもいいと思うぞ」

　ハンドルを握るウェンディさんは、なにごともなかったかのようにそういった。さっきのは、空耳だったのだろうか。

「今日から、サインの特訓だな」

　ぼくは、右の手首をぎゅっと握った。

　せっかくきてくれたひとに、汚い字のサインを渡したくない。なるべく丁てい寧ねいに書き、それでいて速度を保ち、長時間耐えなくてはいけない。難しいことだけど、手首を鍛えて頑張らなくてはいけない。

「写真集に関しては、有利だと思っている。キミの幼なじみは、キャラクターがとても受けているネットアイドルだ。静的なコンテンツでは、まことくんが有利だと思うよ。むしろ強敵はショコラになるだろうね。彼女のホームページは、女性にも人気がある」

　確かにショコラは、あきらよりも人気があるのだ。飼い猫との写真が多く、別室に猫専門のページもあり、女性のファンがたくさんいると聞いている。

「もっとも、私は楽観視しているけどね。キミは魅力的だよ、まことくん」

「えっ!?　……あ、ありがとうございます」

　いきなりそういわれて、ぼくは顔を赤くした。ぼくなんかよりも、ウェンディさんの方がよっぽど格好いいし魅力的だと思った。大人だし。

「こっちにもいくつか考えがあるが、まずはたくさん写真を撮ろう、私の撮影所は、キミにとって有利な材料だと思う」

「はい！　ありがとうございます！」

　女装ばかりなのは嫌いやだったのだけど、普通の男の写真じゃ、あきらたちに勝てっこない。ここは開き直るしかない。

「よし、着いたぞ。車を置いてくるから、先に中に入っていてくれ」

　あまりにも早く到着したので、ぼくは信じられなかった。だけど自動的に開けられたドアの外には、あの汚い雑居ビルが建っていた。どこをどう通ってきたのかわからないけど、電車で三〇分はかかる距離を、わずか数分程度にまで短縮していた。

　慌あわててぼくが助手席から降りると、漆しつ黒こくのスポーツカーはゆっくりと空間に溶け、そして消えた。

　ぼくは、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

「ご主人様、どうしたのです？　中に入るのです」

「……う、うん！」

　宇宙のテクノロジーというやつは、ぼくたち地球人の想像をはるかに越えているんだな、と改めて思った。よく考えたら、いっしょにいると忘れがちだけど、ぼくの前を歩いているドロシーだって、地球の技術じゃ絶対に作れない。

　ちょっとだけ、恐いな、って思った。



　学校では、相変わらずぼくは孤独だった。

　たまに悟さとるが話しかけてくれるけど、あきらや佐さ藤とうさんに遠慮しているのか、いつもみたいな馴なれ馴なれしさがなかった。だから、ファンと称する女子に囲まれても、誰も助けてはくれなかった。

　学校がつまらない。

　放課後になると、ドロシーといっしょにすぐに秋あき葉は原ばらへ向かった。

　ぼくはウェンディさんに頼り切りだった。

　彼女とドロシーが、ぼくの心の拠より所どころだった。

　サインの練習を、一生懸命やった。ウェンディさんが負荷を軽減させるリストバンドとペンを作ってくれたから、かなり楽になった。それでも、昔からゆっくり丁てい寧ねいに文字を書く癖があるから、サインを書く速度自体は上がらなかったけど。

　ホログラフを利用したシチュエーション別の写真も、たくさん撮った。それぞれを写真集にする予定なので、何冊になるかはわからないけど、同じひとが何冊も買ってくれれば、それでポイントが稼かせげる。

　家に帰ると、ベランダの向こうの窓は夜中まで明かりが消えなかった。あきらもきっと頑張っているのだろう。そう思うと、負けてはいられなかった。

　佐藤さんは、学校ではなにもしていないような素振りを見せていたけど、自分のチームを持っていたから、なにか堅実な作戦を立ててくるに違いない。

　文化祭に向けて、みんな発はつ奮ぷんしている。

　負けることのできない戦いだ。

　ぼくは、ドロシーを護まもるために、勝負に勝たなくてはいけない。

　――決めるのは、まことさんだから。

　アリスの言葉が、耳から離れない。

　でも、、もう決めてしまったのだ。

　あきらと、戦うことを。



　そしてついに、文化祭の日がやってきた。



    

  
    
      
第六話　三つ巴大決戦！





　　　　　　　　　　１



　文化祭、一日目である。

　朝から雲ひとつない晴天に恵まれて、冷たい風もなくほんのり暖かい。なにをするにも気持ちのいい日だ。

　ぼくは、ドロシーといっしょに登校した。ドロシーは自転車で走るぼくの横を、爽さわやかな顔をして走る。大きなバッグを背負い、段ボール箱を両手に持ち、ドスドスと両足を鳴らして。虐ぎやく待たいしていると思われるんじゃないかと思って、ひとの目が恐かった。

　学校の正門には、大きな手作りのアーチが作られていた。大きな傾いた下手な文字も、不格好な花の飾りも、とてもセンスがいいとは思えないけど、一生懸命作りました感が出ていてぼくは好きだ。

　黄色い声をかけてくれる女子生徒たちに照れながら、ぼくたちは正門をくぐる。

　いよいよこの日がやってきてしまったのだな、と思う。

　やるべきことはすべてやった、とは思えなかったけど、それなりに頑張ったと思う。ドロシーが持つ大きなバッグや段ボールのなかには、今日のための衣装や写真集がぎっしりと詰まっている。仕込みは万全だ。

　なんだかんだいって、今日のネットアイドル☆バトルロイヤル公式サイン会は、今年の文化祭の最大のイベントになっていた。どういうわけか、生徒たちだけじゃなく、先生たちまで盛り上がっているみたいだ。まるでお祭りみたいに。

　中庭の渡り廊下を通ると、さまざまなものを抱えておおわらわになっている生徒たちで溢あふれていた。応援の声から逃げるように、ぼくは足早に奥へ進む。

　サブカルチャー研究部の部室に入る。あらかた準備の整った部室のなかには、もうサブとサラダがきていた。

　サブと逢うのは、ずいぶん久しぶりのような気がする。ぼくと目が合うと、嬉うれしそうに手を挙げたサブだったが、はっとして慌あわてて口を押さえると背中を向けた。

　サブはもう、ぼくの仲間ではないのだ。

　わかっているつもりだけど、やっぱりつらい。

　振り返ると、荷物を抱えたドロシー。ぼくの大切なレンタルサーバ。

「じゃあ、もう行くね。荷物はそのへんに置いておいていいから」

「はいです。おとなしく待ってるのです」

　ドロシーはほんわかした笑顔で手を振ったけど、背後でサラダがしっぽを膨らませていた。仲良く待っていられるか、少し心配だ。

　教室に入ると、いつもよりも茶色の髪を尖とがらせた悟さとるが、ニヤニヤ笑いながらやってきた。

「おはよーっす、我らがアイドル！　覚悟はできてんのか？」

「……できてるわけないじゃないか。心臓が口から飛び出しそうだよ」

「すでに顔面真っ赤だしな。本番で、鼻血吹くんじゃねーぞ」

　そういってぼくの肩を叩たたき、ケケケケケと笑った。ちょっと腹が立ったお蔭で、緊張が少しだけ薄れた。

　チャイムが鳴ると、全校生徒は体育館に集められ、開催の挨あい拶さつや、校歌斉唱や、注意事項の説明などの必須科目を消化する。みんなは眠い目をこすりながら聞いていたみたいだけど、ぼくは唇くちびるが乾くほど緊張してきて、それどころじゃなかった。

　全校でのイベントがやっと終わると、教室に戻って簡単なホームルームが始まる。

「じゃあま、楽しんでくれ。くれぐれも、面倒は起こすなよ。面倒臭くさいからな。ただでさえ、サイン会で面倒臭いことになってるんだ」

　そういいながらも、木き村むら先生は無ぶ精しよう髭ひげの目立つ顔に楽しそうな笑みを浮かべていた。

　チャイムが鳴り、クラスメイトたちが歓声をあげる。

　いよいよ出し物の準備時間だ。

　ぼくたちは、クラスの出し物の手伝いを免除されていたから、そそくさと荷物をまとめて、ひとりで教室を出る。

「応援してるわよー！　頑張ってね！」

「あとで絶対に行くぜ！」

　そんな声に背中を押されながら、走って部室棟へ向かう。

　廊下には、開店準備を始める生徒たちがいっぱいだった。

　高校生活で初めての文化祭。ぼくはこの楽しそうなイベントを、楽しむことができない。それも、あきらのせいだ。

　部室のドアを開けると、もう何人か部員がきていた。

　奥の方で、詰め襟の学生服を着た屈強な男がふたり、新にい倉くら先輩と打ち合わせをしていた。今日のために派遣された、大宇宙平和推進機関の警備隊のひとたちだ。姿を見せないが、数十人がすでに配置についているらしい。

「あっ。ご主人様、さっそく着替えるのです！」

　鞄かばんを置くと、そそくさとドロシーがやってきて、部室のはじっこに作られた簡易更衣室を目指してぼくの背中を押した。まだ心の準備ができていないから、とても焦あせった。

「ええーっ!?　も、もう？　ち、ちょっと待ってよ！」

「遅かったわね、ネットアイドル・まこと！」

　更衣室から黒い影が飛び出した。

　机の上に飛び乗ったのは、艶のある黒く長い髪をはためかす、あきらだった。その姿に、部室から歓声があがる。

　ぼくは、あきらの姿に少なからず驚いた。てっきりいつものリングコスチュームだと思っていたのに、今日はかなり丈の短い純白のナース服がベースになったヘンテコな衣装に身を包んでいた。

　スリットが大胆に入っていてただでさえエッチな感じなのに、胸元に大きくハート型の穴が開いている。白いガーターストッキングをつけ、ハイヒールを履き、銀の十字架のネックレスを下げ、派手目のメイクをしていた。頭には、赤い十字架が目立つナース帽。

「あ、あきら、それって……」

「ふふん！　紅い薔ば薇らのひとが送ってきたナース服を、手芸部の友達に頼んで直してもらったのよ！」

　どうりで見覚えがあったはずだ。そのナース服は、あきらの熱狂的なファンだという紅い薔薇のひとが、先月送ってきたものだった。

　あきらがぼくの作った衣装じゃないものを着ていることに、少なからず動揺を覚えた。

「うおっ！　すっげーエロいじゃねーか、安良城あらき！　奮ふん発ぱつしたな！」

「……下品だわ。胸が見えそうよ。それだったら、前のやつのがよかったわ」

　振り向くと、悟さとるといっしょに佐さ藤とうさんが入ってくるところだった。

「うっさい！　ま、佐藤さんにはこういう衣装は無理でしょうけどねー！」

　あきらがそういって舌を出すと、佐藤さんは上うわ目め遣づかいできつく睨にらんだ。

「さ、ご主人様。着替えるのです！」

　竜と虎のオーラを出すふたりを意にも介せず、ドロシーがぼくの背中を押す。

　狭い更衣室に入るとカーテンを閉め、ドロシーが手早くぼくの衣装を取り出した。

「……ねえ、ずっと考えていたんだけどさ。やっぱりこれ着ないとだめかな？　制服のままでもいいんじゃないかな？」

「だめなのです！　それでは勝てないのです！」

　ドロシーは、有無をいわせなかった。ぼくの制服を強引な力で脱がす。

　狭い空間にドロシーとふたりきり。しかもぼくは一気に全部脱がされてしまい、あまりの恥ずかしさに身動きできず硬直してしまった。そんなマネキンのようになったぼくに、ドロシーはテキパキと衣装を着せてくれる。しっかりと女性用の黒い下着まで着けられてしまった。

　今日の衣装は、ウェンディさんが選んでくれたものだ。よく似合っているから、人気も出るだろうと太鼓判を押してくれた。

　それは、悪魔の衣装だった。身体からだに張りつく革のワンピースで、背中にコウモリの羽根がついている。申し訳程度についたミニスカートから覗のぞくおしりには、先っぽが矢印型になったしっぽまで生えている。肘ひじまでの革グローブと、革のロングブーツを履き、頭にはコウモリをあしらった耳を着ける。女装というよりはコスプレに近いような気がする。

　仕上げに、ウェンディさんにもらった銀の指輪をはめた。

「完成です！　すごく可愛かわいいのです！」

「……あ、ありがとう。嬉うれしくないけど」

　ぼくがおっかなびっくり更衣室から出ると、あきらのときみたいに歓声があがった。なにか褒ほめられているような気がするけど、ぼくの赤くなった耳はなにも受けつけなかった。

　ぼくの次に、佐さ藤とうさんが更衣室に入った。すれ違いざま、なにかいったような気がしたけど、ぼくはそれどころじゃなくて聞き取ることができなかった。

　部室は片づけられて、かなり広々としていた。部屋の奥に長机が並べられ、入り口からそこまでは広く取られていた。左右の壁際にも長机が並べられていて、片方は写真集、もう片方は会誌『アトランティス』を売るブースになっていた。担当の部員たちが、すでに着席している。

　ぼくは早足で席に着くと、なるべく小さく目立たなくなろうとした。

　長机の上には、サイン色紙が山と積まれていた。背後の壁にも、うずたかく積まれている。それを見て、こんなに書けるわけがないと思ってぞっとした。

　右の手首をぎゅっと握った。負荷を軽減させるリストバンドのお蔭で、腕に疲労はなかった。本番でもリストバンドを着けた方がいいに決まっているのだが、ずるをしているような気がするので外してきた。

　右奥の席には、あきらが腕を組んで座っていた。余裕の表情で、男子生徒と談笑している。ぼくが見ていることに気づくと、これ見よがしに顔を背けた。

　急に胸が締めつけられて、泣きそうになってしまった。緊張して、精神が不安定になっているのかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　歓声があがったので、はっとして更衣室の方を見たら、ちょうど佐さ藤とうさんが出てきたところだった。

　佐藤さんは、薄桃色をしたロココ風のロリータファッション姿で出てきた。スカートを持ち上げて、礼儀正しくお辞じ儀ぎをする。

　ふんわりしたスカートには、バラの刺し繍しゆうが散りばめられている。眼鏡めがねを外してコンタクトにして、うっすらとお化粧もして、さっきまでと雰ふん囲い気きがかなり変わった。クラスメイトの佐藤さんから、ネットアイドルのショコラに変身した、という感じだ。

　ぼくを見て、にこりと笑った。やっぱり佐藤さんは可愛かわいい。

　佐藤さんを真ん中に、右にあきら、左にぼくが座る。ぼくの背後には笑顔を浮かべるドロシーが楚そ々そと立ち、あきらの後ろには胸を張って鼻から湯気を出すサブが立っている。

　時計を見ると、開始時刻があとわずかに迫っていた。

　準備は整ったようだ。

　もういつでも始められる。

　ドアの向こうから、猛もう烈れつな熱気を感じる。

　恐い。ぼくはこの悪魔のコスチュームのままで、校内の生徒の視線に晒さらされなくてはいけない。緊張感と絶望感で、気分が悪くなってきた。

　緊張がピークに達して逃げだそうとしていたら、悟さとるが机の上に腰を下ろした。

「さすがだな、まこと。衣装変えたら、なんか芸能人っぽいオーラ出てんぞ」

「な、なにいってるんだよ。そんなのないよ……」

「あるって！　佐藤も安良城あらきも、もう完全にアイドル、って感じだぜ」

　そういって、ケケケケケと笑った。こうしてぼくの緊張をほぐしてくれてるのかな、と思うと、ちょっと感謝したくなった。

「悟はお客さんを整理する係でしょ？　いいの、ここにいて」

「いーんだよ。運動部の連中とガクラン軍団が頑張ってくれてる。それよりも、まこと」

　悟が近づいてきて、耳元でささやく。

「オレはおめーを応援してるぜ。安良城の負けてしょげる姿、楽しみにしてるからよ」

　――あきらの負ける姿。

　ぼくは、はっとした。

　もちろんだ。

　あきらに勝つ。

　ドロシーを護まもるためにも、ぼくは勝つ！

「おっ。筧かけい部長も気合い入ってんな。つーか、アリスはどこ行ったんだ？」

　会誌『アトランティス』を並べた机で、筧部長はにこやかに準備体操をしていた。細長い手足を伸ばして、ぱきぱき音を発たてている。

　そういえば、朝からアリスの姿を見ない。彼女は確か、筧部長といっしょに会誌を売る係のはずだ。

　――いつでも帰ってきてね。

　アリスはそういった。

　あれ以来、アリスの顔を見ていない。どうしたのだろうか。

「朝はいたんだけどな。どこ行ってんだ？」

　悟さとるがそういった直後、ドアが開いてアリスが入ってきた。綿菓子と焼きそばを両手に持ち、箸はしをくわえて満面の笑みを浮かべていた。

「むっ！　こら～、アリス！　どこへ行っていたんだぁ～！」

「ごめんなさい、師匠！　美お味いしそうな匂においにつられちゃいました。えへへ。それで、サンプル品をいただいてきちゃいました！」

　そういって、アリスは筧かけい部長の隣にちょこんと腰を下ろした。彼女は彼女なりに、文化祭を楽しんでいるみたいだ。少し羨うらやましくなった。

『えー、テステステス。ただいまマイクのテスト中。こちら放送部。業務連絡をお知らせします。っていうかお前らーっ!!　いよいよ文化祭の開幕だぜーっ!!　気合い入れろよー、イエアッ!!　以上、ＭＣハマーダが文化祭の開幕をお知らせしました。オゥイエッ!!』

　そんな意味不明に盛り上がったアナウンスが入り、文化祭が開幕した。校内中から、地響きのような歓声があがる。

「くるわよーっ！　第一波！」

　ドアの前に待機していた女子部員がそう叫ぶと、ドアが開け放たれた。

　覚悟を決めた。

　負けない。サインを書きまくって、ぼくが一番になるんだ！

　だけど、そんな覚悟など一瞬で粉砕された。

　堤防が決壊したかのように、大軍団が雪な崩だれ込んでくる。黒い塊かたまり。行列とかもうそんなのは関係なく、無秩序かつ怒ど濤とうのように流れ込んでくる。

　しかもみんな目が血走っていて鼻息が荒く、尋じん常じような雰ふん囲い気きじゃない。

　殺される。本気でそう思った。

「こらーっ!!　ちゃんと列になって並ぶ！　じゃないと、サインも握手もハグもしてやらないぞ!!」

　鼓膜を破るようなあきらの豪快な声が、一喝。

　たったそれで沈静化した。

　あきらと佐さ藤とうさんとぼくの前に、きちんと一列ずつひとが並ぶ。

「よし！　よくできました！　じゃあ、始めようかーっ！」

　さすがあきらだ。これだけの軍団を、あっという間にまとめてしまった。

　でも、感謝はしない。だって、お蔭で握手とハグまでしなくてはいけなくなったからだ。どんな顔をして、男子にハグしたらいいんだろうか。行列を見ると、クラスメイトまでしっかり並んでいる。

　ぼくは、考えるのを止めた。



　いったいどれくらいのサインと握手とハグをしたのだろうか。

　お昼ご飯も食べずに、四時間以上ノンストップで書き続けた。右手が痺しびれて痛い。腱けん鞘しよう炎えんになりそうだ。山と積まれていたサイン色紙は順調になくなっていき、背後の壁にあったサイン色紙も半分くらい消化していた。

「イエァッ！　皆様お疲れさまでした。これにて文化祭一日目はジ・エンドだぜッ！　明日もこのテンションでお送りしますのでよろしくお願いします。チェケラッ！」

　夕方になり、そんな校内放送が流れると、文化祭一日目が終了になった。

　抵抗するお客さんを、助っ人の運動部員とあきらが強引に部室から追い出して、やっと静かになった。

「どう、佐さ藤とうさん！　何枚書いた？」

　戻ってくるなり、あきらは興奮気味にそういった。

「枚数じゃ負けるわよ。安良城あらきさん、早いんだもの」

　終わり間際にやっと少し余裕ができて、ちらっとあきらの方をみたけど、左右の手で同時にサインペンを走らせ、それはそれはサインらしいサインというか、とても“〝あきら”〟とは読めないサインを量産していた。

「ネットアイドル・まことは、たいしたことないわね」

「……う。頑張った方だけど」

「やっぱりあたしが一番ね！　いちおう枚数計算しよっか！」

「私がリアルタイム集計取ってたよ。今見せてあげるね！」

　フランクフルトをほおばりながら、アリスはＰＤＡをホワイトボードに向けた。するとそこに、綺き麗れいな棒グラフが表示された。三人のサインの結果だ。

　あきらは、満足げに頷うなずいた。断トツで、あきらがトップだったのだ。二位は佐藤さん。ぼくはちょっと差がついて三位だった。男子なのに、佐藤さんよりも体力がないことがわかって、ちょっと落ち込んだ。

「ねえ、アリス。写真集の方は？」

　佐藤さんの問いに、アリスはニヤリと笑って頷いた。

「じゃあ次は、写真集の売り上げとサイン枚数を合計した集計結果を出すよ！」

　アリスが楽しそうにそういうと、ホワイトボードの画面が切り替わった。

「な、なに―――っ!?」

　あきらが、のけぞりながらそう叫んだ。

　一位はやっぱりあきらだったが、ぼくが二位になっていて、そんなに差がついていなかった。佐藤さんも、ぼくとあまり変わらない。三人とも切迫している。

　写真集の売り上げは、ぼくが断トツだった。ウェンディさんの作戦で、写真集をテーマ別に五種類用意したのが効いたようだ。佐藤さんも三種類用意していた。あきらは一種類だけだったし、サインをもらうだけで満足するひともいたから、それで差が詰まったのだ。

　勝てる。

　もう少し頑張れば、ぼくはあきらに勝てる。

　机の下で、こっそりガッツポーズをした。

「勝負は、まだわからないわね。明日も頑張りましょう」

　不敵な笑みを浮かべて、佐さ藤とうさんがそういった。

　あきらは腕を組んでぷいと顔を逸そらしたが、そんなに悔くやしそうじゃなかった。

　楽しんでいるんだな、とぼくは思った。

「……あれ？　ドロシー？」

　部室に、なぜかドロシーの姿はなかった。アリスみたいに、文化祭を満まん喫きつしに行ってしまったのだろうか。

「勝手に持ち場を離れるだなんて、だめなレンタルサーバでしゅね！」

　ドロシーを嫌っているサラダが、ぷりぷりしながらそういった。眉まゆをつり上げたサブも、その隣で頷うなずいていた。
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　文化祭、二日目。

　朝から冷たい風が吹いているが、秋空晴天に恵まれた。

「じゃあ、今日はたいへんだと思うけど、頑張りましょう！」

　新にい倉くら先輩がそういって、士気を上げた。今日は昨日よりも運動部の増援が多く、学生服軍団も数が増えていた。

　ぼくは昨日の疲れが取れなくて、腕に湿布を貼はっていた。佐藤さんもつらそうにしてたけど、あきらは元気いっぱいだった。

　ぼくたちは、もう衣装に着替えて準備万全だった。

　ぼくは昨日と同じ悪魔のコスプレで、佐藤さんもロココ風のロリータファッションだったけど、あきらは違っていた。今までのボンデージとウェディングドレスを合体させた、バトルロイヤル用のリングコスチュームを着ていたのだ。

　どういった心境の変化なのかわからないけど、ぼくはちょっとほっとした。

　筧かけい部長は、昨日意外な売れ行きを見せた会誌『アトランティス』を積み上げ、にこにこしている。アリスはその隣で、イカ焼きを美お味いしそうに頬ほおばっている。彼女はこの文化祭をかなり堪たん能のうしているみたいで、かなり羨うらやましかった。

　時間が近づいてきた。

　屈強な学生服軍団が、まるで戦場に赴おもむくみたいな神妙な顔つきで出て行く。ぼくたちネットアイドルは、ドアの前に並んで彼らにぎゅっと握手する。ほかの部員たちは、拍手で送り出す。

　決して大げさなことではない。彼らはこれから、戦場に行くのだ。

　今朝、ドロシーといっしょに大宇宙平和推進機関が用意してくれた車で登校すると、学校の周まわりは凄すごいことになっていた。今日の公式サイン会を知ったファンのひとたちが、学校の敷地を何周もするくらい詰めかけていたのである。昨晩ホームページで告知したから、あのなかには、宇宙人も大勢混ざっているはずだ。

　こんなに大量にサインできるわけがない。ぼくはそう思った。せっかく遠いところをきてくれたのは嬉うれしかったけど、数が多すぎる。

　やる気満々のあきらだったら、なんとかしちゃうかもしれないけれど。

　席について、腕を揉もみながらそんなことを考えていたら、佐さ藤とうさんが話しかけてきた。

「西にし島じまくん、今日で決まるわね……」

「……うん。頑張るよ」

「頑張るんだ。……西島くんは、それでいいの？」

「え？　……わかんないよ」

　あきらの方を横目で見る。肘ひじをついてそっぽを向いているが、こっちの話に聞き耳を立てているのがわかる。

　ぼくが勝ったら、あきらはどうするのだろうか。素直に負けを認めるとは思えないから、また難癖つけてくるかもしれない。

　そうなったら。

　ドロシーとサブが戦うようなことになったら。

　――まだ、自信がない。

　負けてぼろぼろになったドロシーが、巨大な掃除機に吸われて宇宙に捨てられてしまう。そんな残ざん酷こくな映像が浮かんだ。

　ぼくは頭を振って、頭のなかの想像を消した。

『オゥイエァッ！　今日もＭＣハマーダがお送りするぜ！　チェケラッ！　いいかお前ら、今日は文化祭二日目。つまり本番だぜイエーッ！　群がるオッサン連中をかき分けて、ネットアイドルの愛をゲットしろォ！　モ・エ・ア・ガ・ロ・ウ・ゼ！　オゥイエァッ！　以上、文化祭の開幕をお知らせしました』

　派手な音楽が流れ、昨日と同じく意味不明に盛り上がったアナウンスが入り、いよいよ文化祭二日目が開始された。

「くるわよーっ！　第一波！　って、きゃあああああ！」

　ドアの前に待機していた女子部員が、吹き飛ばされた。

　ぼくは絶句した。

　昨日とは比較にならない。

　大地震かと思われるほどの揺れと、地鳴り。熾し烈れつな熱気と情熱の暴走。

　どれくらいの人数なのか、まったくわからない黒い固まり。巨大な砲弾となったそれは、激しく爆発し、ぼくら目がけて凄すさまじい勢いで突っ込んでくる。

　今日こそ殺される。そう思った。

「こらあああーっ!!　おとなしくしなさいっ！　学校のみんなに迷惑かけると、握手してやらないわよーっ!!」

　どこから取り出したのか、拡声器でさらに大音量になったあきらの豪快な声が、一喝。

　たったそれで沈静化した。

　あきらと佐さ藤とうさんとぼくの前に、きちんと一列ずつひとが並ぶ。

「よし！　よくできました！　これありがとう、アリス！」

　そういって、あきらはアリスに手を振る。アリスはほっぺにソースをつけたまま、親指を立ててウィンクをした。

　これを予想していただなんて、さすがはあきらだ。だけど、これだけの暴徒をあっという間に鎮めてしまうだなんて、ちょと信じられない。

「おっしゃー！　始めようかーっ!!」

　あきらの声にお客さんが応こたえ、それでまた部室棟が揺れた。



「本日はここで終了ですっ！　お願いだから、とっとと出ていけよコラーッ!!」

　抵抗するお客さん軍団を、屈強な学生服軍団が強引に部室から追い出そうとするが、なかなか上う手まくいかなかった。部室のなかには、戦い破れた学生服の兵士が十数人、死し屍し累るい々るいといった感じで倒れていた。

　ぼくは腕をさすりながら、ぐったりと椅い子すにもたれかかった。額ひたいの汗を、ドロシーが丁てい寧ねいに拭ふいてくれた。

　今日のサイン会は、本当に大変だった。

　まず、迂う闊かつにも予想していなかったのは、紅い薔ば薇らのひとの乱入だった。これにはあきらも不意をつかれたように唖あ然ぜんとしていた。

「やあ、マイハニー！　こいつぅ、意地悪するだなんて、なんてプリティーなんだ。サイン会があるなら、こっそり教えてくれればよかったのに。このいけずっ！　アルティメットなプレゼントを買いそびれちゃったぜ！　だから、このオレのパトスが詰まった情熱のスペシャル花束で許しておくれよ！」

　そんなわけのわからない台詞せりふを吐きながらあきらに抱きつこうとして、思いっ切り蹴けり飛ばされた。しかし彼はちっともめげなかった。行列をクッションにして、何度となくあきらに抱きつこうとする。一時パニック状態になったけど、サブがボディーガードモードを発動させて、強制退場させた。

　あきらのファンクラブの会長、オメガさんもきてくれた。ほかにも、以前オフ会をやったときにきてくれたメンバーは全員きてくれたみたいだ。

　お姉ちゃんが友達を連れてやってきたのには、誰よりもぼくが驚いた。ぼくのコスチュームを見て、きゃーきゃーはしゃいでいた。ぼくは頭が沸騰するのを意識した。今なら、額で目玉焼きが焼ける、と本気で思った。

　とにかく、頑張った。くじけそうになるたびに、銀色の指輪を見て元気を出した。あきらに勝つために。ドロシーをスクラップにしないために。

　しばらくすると、やっと部室が静かになった。

「お昼ご飯食べてる暇はなさそうね」

　佐さ藤とうさんが、ぽつりとそういった。

　そうだった。二時から校庭の舞台で、ぼくたちのコンサートが始まるのだ。こんなにくたくたなのに、まだ最大最悪の難関が残っていた。

　時計を見ると、午後二時まであまり間がない。

「アリス！　途中経過教えて！」

　タオルで汗を拭ふきながら、あきらがそういった。声には張りがあり、まだまだ元気が有り余っているようで、とても羨うらやましかった。

「ぶーっ！　まだ教えないよー。コンサートが終わったら、結果発表するね！」

　クレープをほおばりながら、アリスがそういった。あきらは口を尖とがらせて異を唱えたが、アリスは意地悪そうな笑顔で頑かたくなに拒否した。

　残りは、コンサート。

　ごくりと唾つばを呑のみ込んだ。

　確かにあきらは致命的に歌が下手だけど、度胸とキャラクターでかなり有利だ。

　ぼくは、はたしてステージで唄うことができるだろうか。硬直して挨あい拶さつすらできなかったら、勝負にならない。

「ほら、なにしてるの！　急いで！　休んでる暇はないわよ！」

　新にい倉くら先輩が焦あせりながら部室に入ってきて、そう叫んだ。すると屍しかばねのようになっていた学生服の男たちがむくりと起きあがり、首や肩をコキコキ鳴らして軽く体操をすると、ぼくらを見て親指を立ててニカッと笑い、走って出ていった。

「……あのひとたちにいったんじゃないんだけどな。あっ、そうだ。安良城あらきさん、佐藤さん、西にし島じまくん。早くして！　時間がないわ！」

「おっしゃ――――っ！　行くわよ、ラストバトル!!」

　あきらが腕を上げて、気炎をあげた。
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　舞台に向かうまでは、学生服軍団が壁を作ってくれたので、客席の様子を見ることができなかった。ただ、並々ならぬ熱気を感じられたので、凄すごい人数の観客がいるんだろうな、と思って憂ゆう鬱うつになった。

　舞台の袖そでに上がって、本番の順序や進行の最終チェックをする。あきらが一番最初で、ぼくが最後だ。緊張して、なにも頭に入らない。佐藤さんも、さっきから一言も発していなかった。

「ご主人さま。頑張ってください！」

　ドロシーが、ほんわかした笑顔で励ましてくれた。ぼくは、その笑顔に返事をすることすらできない。

　あっという間に時間がきた。

　心の準備をしている暇が全然ない。

「じゃあ、いくわよ！」

　ただひとり、興奮して情熱的になったあきらが、飛び出して行った。

　その瞬間、舞台が揺れた。

　恐る恐る、大きなスピーカーの陰に隠れて、舞台の袖そでから客席を覗のぞく。

　そこは、ひとの海だった。

　想像を絶していた。

　あんなに広かった校庭いっぱいに、ひとがみっしりと詰め込まれていた。

　フェンスや校庭脇の樹木にも、よじ登った観客でぎっしりだった。校舎の窓にも、屋上にも、大量のひとが見える。

　たくさん観客がいるだろうな、とは思っていたけど、まさかこれほどとは思わなかった。いったい何千人、いや、何万人いるんだろうか。

　とても高校の文化祭には思えなかった。人気ミュージシャンのコンサートじゃあるまいし、ネットアイドル三人によるたった一時間足らずのコンサートのために、こんなにひとが集まるだなんて。

　そんな圧倒的な観客の注目を一身に浴びて、スポットライトのなかのあきらは輝いていた。

「みんな――――っ!!　わざわざ遠くからきてくれて、ありがと―――っ!!」

　腕をぐるんぐるん回して、ステージを所狭しと走り回る。慣れた感じで、客を煽あおる。溢あふれんばかりの観客を、あっという間にひとつにまとめてしまった。

　その姿に、ぼくは身震いした。

　みんなのアイドル。

　そんな言葉がよく似合う。あきらは、生まれながらにこういう星の下に生まれたんだな、って思える。テレビのアイドルやタレントでも、これほど巧みじゃない。

　あきらがこちらを見て、手を振った。ぼくは自分が呼ばれたのかと思ってドキッとしたが、呼ばれたのはサブだった。

「やあやあやあ！　あ、あきらさんのレンタルサーバ、サササササブでっせ！」

　サブは、あきらかに無理をしていた。それをおいしいと思ったのか、あきらは緊張するサブをいじりまわす。緊張するロボットというのも珍しいと思うけど、ロボットをからかうあきらも凄すごい。

　トークが終わると、大きな音で曲が流れ始めた。最近流行の、ロックっぽいノリのいい曲だ。サブはうしろに下がって、妙な踊りを始めた。

　あきらは音痴だったが、勢いに任せて気持ちよく唄い切った。観客のボルテージは、上がりに上がりまくった。

「じゃあみんな、絶対あたしに投票してよ！　またね――――っ！」

　最後にそういって手を振ると、割れんばかりの拍手が轟とどろいた。

　いい汗をかいたあきらが、気持ちよさそうに戻ってきた。

「客席暖めといたわよ。あとはよろしくね、佐さ藤とうさん！」

「……頑張りすぎ。ちょっとはわたしたちのこと考えてもらいたかったわ」

　不機嫌そうに佐藤さんが手を上げると、あきらがその手をピシャっと叩たたいた。

「頑張ってね、ショコラ！」

「ふふふ。負けないわよ！」

　ぼくは信じられなかった。佐藤さんは、笑みを浮かべていたのだ。

　ヒートアップした観客の前に、佐藤さんは堂々とした足取りで出て行った。

「みなさん、こんにちは。初めまして、わたしはショコラといいます」

　マイクを持って、静かにそう挨あい拶さつした。

　佐藤さんは、落ち着いていた。自己紹介をよどみなく行い、サラダを呼ぶと、静かな調子で会話を繰り広げた。サラダがマイクを持って、ショコラに真面目まじめな質問をする。ショコラがちょっとボケるような回答をすると、サラダが大げさに飛び上がって突っ込む。

　ぼくは、感心してしまった。

　佐藤さんも、なかなかどうしてアイドルとしての素質がある。お客さんの心を掴つかむのが上う手まいというか、あきらみたいに派手ではないけど、優しいオーラを感じる。

　曲のイントロが始まった。静かなバラードだ。照明が落とされ、会場が静まる。

　佐藤さんの唄は、とっても巧うまかった。もうプロなんじゃないかと思えるくらいだ。彼女にこんな素晴らしい才能があるだなんて、知らなかった。

　やっぱりネットアイドルとして上位にランキングされているのは、伊だ達てではない。ぼくはこんなに素敵な女の子と友達であることを、嬉うれしく思った。

「ネットアイドル・まこと！　感動している暇はないんじゃない？　次はあんたよ」

　舞台の袖そでのカーテンをぎゅっと握り締めながらじーんとしていたら、背後にいたあきらが、汗を拭ぬぐいながらそういった。

　挑戦的な目で、ぼくを睨にらむ。

　ネットアイドル・まこと。

　ぼくのことだ。

　夢から覚めたみたいな気分になった。

　うつむいて、目を瞑つむり、唇くちびるを噛かむ。

　――勝てない。

　やっぱり、ぼくはあきらに勝てない。

　本当は、最初からそう思っていた。考えないようにしていただけだ。昔からそうだったし、これからもきっとそうだ。精一杯頑張ったつもりだったけど、ぼくは結局、あきらに勝つことはできない。

　悔くやしい。自分が不ふ甲が斐いない。

　ドロシーのことを思うと、申し訳なくて泣きたくなってくる。

　ぼくは、彼女を護まもることができなかった。

　情けない。絶望感で、いっぱいになる。

「……まこと？」



　――パチン。



　舞台袖そでの暗がりから、指を鳴らす音が聞こえた。

　ぼくは、はっとして目を見開いた。

　そこに、ウェンディさんが立っていた。

　黒いシャツに革のパンツ姿で、たばこをくゆらせながら一歩踏み出した。鳶とび色の神秘的な瞳ひとみが、ぼくを射る。

　その横に、不安げな顔をしたドロシーがいた。

「だ、誰よあんた!?」

　あきらが叫んだ。

「まことくんのチームの者だ。ほら、まことくんの番だよ」

　振り返ると、佐さ藤とうさんが戻ってきていた。眉まゆをつり上げてウェンディさんを睨にらんでいる。

　ステージが終わったのだろう。客席からは、惜しみない拍手が続いていた。

「……西にし島じまくん。そのひとは、なんなの？」

　つぶやくように、佐藤さんはそういった。

　無意識に、指にはめた銀の指輪を触る。

　――まことくん。キミは怒ってもいいんだよ。

　なにか、吹っ切れたような気がした。

　そうだ。

　ぼくは、怒っていたのだ。

　あきらたちの、自分勝手な行為に。

　そして、ドロシーを護るのだ。

　ドロシーを、スクラップにするものか！

「に、西島くん？」

「……うるさいな」

　ウェンディさんを見ると、目で頷うなずいてくれた。

「ぼく、行ってきます！」

　佐藤さんを押しのけるようにして、舞台を目指す。

　恐いけど、足がすくむけど、ここで負けるわけにはいかない。

「まこと!?　急にどうしたのよ？　無理しないで！」

「無理なんかしてない！　あきらになんて、絶対負けない！」

　逃げるように走り出し、舞台の中央に飛び出した。

　その瞬間、大歓声に包まれて、ぼくは硬直した。身体からだが固まって、息ができなくなった。

　ぼくの名前を呼ぶ声や、頑張ってという声が、正面から集中砲火のごとく乱射される。観客の期待に溢あふれた顔が、容よう赦しやなくぼくの目に飛び込んでくる。

　頭が真っ白になった。目の前には、スタンドのマイクがある。これを使って、自己紹介とアピールをしないといけない。気の利いたことを喋しやべって、観客を沸かせなければいけない。そのあとで、歌を唄うのだ。歌唱力には、自信がある。

　――でも。

　頭が真っ白になった。

　だめだ。

　全然だめだ。

　自己紹介どころか、ひとことも言葉を発することができない。

　ぼくは、どうして出てきてしまったのだろう。どうして逃げ出さなかったのだろう。

「ご主人様！」

　ちょっと舌足らずな高い声が、ぼくを呼んだ。

　すがるような気持ちで振り返ると、舞台の袖そでからドロシーが走ってきていた。きっとウェンディさんにいわれて、ぼくを助けにきたに違いない。

　だけど彼女は止まらなかった。

　困惑げなドロシーの顔が、容赦なくぼくに接近する。

「え、ええーっ!?」

　当然のように、ドロシーはぼくに衝突した。なにかが裂けるような音を聞きながら、ぼくは吹き飛ばされてごろごろと転がった。

「ご、ごめんなさいなのです！　身体がいうことをきかなかったのです！　あっ」

　痛みを堪こらえながら立ち上がろうとしたら、今度は急に身体の自由が奪われた。ロープだ。全身をロープで縛られている。

　いや、それよりも。

　客席から、黄色い悲鳴と怒号のような歓声があがった。

「え。……ええーっ!?」

　ぼくの衣装が、ぼろぼろに裂けていた。

　胸ははだけ、スカートは切れ、下着が丸見えになっている。

　慌あわててそこを隠そうとしても、ロープが手足の自由を奪っていてなにもできない。客席から、「実に見事な亀きつ甲こう縛りだ！」という声が聞こえた。

　この白いロープは、見覚えがあった。視線を向けると、やはりドロシーの右手がバルカン砲に変形していた。

「ド、ドロシー!?　なんでこんなことするのー！　早く外して!!」

「ごめんなさいなのですご主人さま！　わたくしにも、よくわからないのです！　許してくださいなのです！」

　泣き出しそうな顔でそう叫ぶが、泣き出したいのはぼくの方だ。すでに顔面は、秋の京都のもみじよりも紅く染まっていた。

　この恥ずかしい拷ごう問もんは、まだ序の口だった。ぼくが悶もだえれば悶えるほどロープはきつくなり、意図せずとんでもなく恥ずかしいポーズを取ってしまう。

　さらに追い打ちをかけたのは、転がって初めて見つけることができた巨大なモニタだった。舞台正面の上部に、遠くの観客にも見えるようにはからったのか、そんな余計なものが設置されていた。当然、ぼくのあられもない姿が大映しにされている。

「えええええええええええええ!?　や、止めてーっ！　誰か助けてーっ!!」

　やっと舞台の袖そでから、あきらと佐さ藤とうさんが飛び出してきた。だけど、いくらあきらでも、このロープは引きちぎれなかった。

「なによいったい！　なにがしたかったのよ、まこと！」

「わ、わかんないよ！　ドロシーが、なんかミスしちゃったみたい」

「本当に役立たずね、あのレンタルサーバは。今だって、なにもしてないわ！　サラダちゃんを呼ぶわ！」

　怒った佐藤さんがサラダを呼ぶと、いっしょにサブまでついてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      『ただ今アクシデントが発生しましたので、少々お待ちください』

　そんな妙に冷静なアナウンスがあったと同時に、新たなロープがぼくたちを包んだ。衝撃で、ぼくたちは何回転か転がった。

「きゃーっ!?」

「うわっ!?　な、なによこれ!?　ちょっとまこと!?」

　ぼくは、あきらと佐さ藤とうさんとからまった。あきらのおしりがぼくの顔面に追突し、佐藤さんの腕がぼくの股こ間かんをまさぐる。革の臭においが鼻をつき、股間がなにかもぞもぞする。

　観客の笑い声が聞こえる。無責任な野次が飛んでくる。

　こんな大舞台の上で、なにをやっているのだぼくたちは！

「なんてことでしゅか!?　ま、待っててくだしゃい、ご主人さま。……サブしゃん！　これはなかなか難物でしゅよ！」

「うはー!?　こいつは、ナノ繊維を使った軍事用のロープやないすか!?　ええと、こんなもん切れる道具なんて、わいは持ってないっすわ」

「ぼくもでしゅ！　持ってるとしたら、あのレンタルサーバでしゅ！」

　そういって、サラダがドロシーをしっぽで指した。

　ドロシーははっとして、ぼくらのところまで駆け寄ると、サブとサラダを突き飛ばしてロープを握った。

「今、開放するのです！」

　力任せに、ぐっと思いっ切り引っ張った。たったそれだけで、サブとサラダがなにもできなかったロープを。引き千ち切ぎることに成功した。

「ぬおおおお!?　な、なんつー馬鹿力っすか！」

　ぼくとあきらと佐藤さんは、ごろりと舞台に転がった。

　まず最初に立ち直ったあきらが、さっそくドロシーに噛かみついた。

「なにやってんのよ――っ!!　主人の足引っ張ってどうすんのよ!!」

「きゃっ！　に、西にし島じまくん!?」

　立ち上がった佐藤さんがそういって、両手で顔を隠した。でもこっそり指の隙すき間まから、ぼくの方を見ている。

　その視線を追う。

　ぼくの、股間のあたり。

「う、うわあああああああああああああっ!?」

　ぱんつが見事に破かれていた。

　ぼくは床に座ったまま、残った服の端でさっと股間を隠した。恥ずかしすぎて、頭痛がしてきた。佐藤さんに、見られてしまった。いや、それどころじゃあない。観客にはばれていないだろうか。もしこんな大勢のひとたちに見られていたとしたら、ぼくはもうお婿むこに行けない！

「とにかく戻ろう！　いいわね、まこと！」

「……う、うん！」

　佐さ藤とうさんが気を利かせて観客からぼくを隠すような位置に立ってくれたので、中腰になって立ち上がると、舞台袖そでに走った。

『ええっと、人気投票の集計をしますので、受付でお渡しした投票ボタンを押してください！　お願いします！』

　さすがに困惑したようなアナウンスが流れ、コンサートが終了したことを告げた。

　あんなとんでもないアクシデントがあったのに、不思議とブーイングや苦情の声は少なかった。



　ぼくたちは学生服軍団に連れられて、部室に戻ってきていた。佐藤さんが学生服のひとに上着を借りてくれたので、ぼくはそれで下半身を隠した。

　あきらと佐藤さんは、怒り心頭だった。ドロシーは大迫力のふたりに挟まれ、小さくなってしゃがみ込んでいた。サラダも混ざって、ぷりぷりしながらレンタルサーバの心構えを説いている。

　今度ばかりは、ぼくもフォロー不可能だ。

　なにしろ、いちばん心にダメージを負ったのはぼくなのだから。

　考えたくない。思い出したくない。記憶を抹消したい。昨日に戻りたい。生まれる前からやり直したい。

　部室の隅で膝ひざを抱えて、ぼくは小さくなっていた。

「ま、まことさん……」

　サブが、ちょっと緊張しながら話しかけてきた。

「な、なんか大変でしたなあ、まことさん。大丈夫っすか？」

「……うん。ありがとう、サブ」

　涙声で、ぼくはそうつぶやいた。

「いえいえいえいえいえいえ！　なんつーか、元気出してくださいな」

　励まそうとしてくれたのか、その場でくるりと回り、口を笛のように尖とがらせ、片足で立ち、両手をあらぬ方向へ伸ばしたヘンテコなポーズを取った。いつものサブだけど、なんだか懐かしい。

「でも、なんでドロシーはあんなことしたんだろう？　ドロシーはドジだけど、あそこまで無茶苦茶なことはしないはずなのに……」

「なんでしょうなあ。緊張してたんすかねえ。……わいみたいに」

　サブはそういって、恥ずかしそうに頭をぽりぽりかく。

「サブは笑っちゃうくらい緊張してたけど、ドロシーは違うと思う」

　ドロシーはあのとき、泣き出しそうな顔をしていた。

　まるで、やりたくないことを強制的にやらされているような。

　気のせいかもしれないけど、ぼくにはそう思えた。

「じゃじゃじゃーん！　驚きの集計結果が出たよー！」

　突然アリスが部室の中央に現れた。

　空間転移装置を使って飛んできたのだろう。味噌田でん楽がくを手に、楽しそうな笑顔を浮かべている。

「結果？　あ、コンサートの人気投票ね!?」

　ドロシーへの説教を止めて、あきらが興奮気味にそう叫んだ。

「ねえ、安良城あらきさん。あんなことがあったし、意味ないと思うわ……。無効にしない？」

「えーっ！　……うーん。まあねえ」

　そういって、あきらは消沈したぼくを見る。

　ぼくはもう、どうでもいいと思った。自己紹介すらできずに、あんな醜しゆう態たいを見せてしまったのだから、ぼくの人気なんてゼロに決まっていた。佐さ藤とうさんも素晴らしかったけど、あきらのあのパフォーマンスは驚異的だった。

　ぼくは、ドロシーを護まもれなかった。

　だけどそれは、ドロシーのせいだ。ドロシーのために頑張ろうとしたのに、ドロシーのせいで無駄になった。

　部室棟が、揺れた。

　校庭の方から、どよめきと歓声があがる。

「向こうでも発表したみたいだよ。驚きの結果！」

　味噌をほっぺにつけたアリスが、そういった。

「驚き!?　それってどういうこと!?」

「えへへ。じゃあ、ここでも発表しちゃうよ！　えいやっ！」

　そういってアリスはＰＤＡを取り出すと、ホワイトボードに映像を映した。

　ファンファーレが鳴り、アリスの自作だと思われる子供っぽいマンガの似顔絵が現れ、カラフルな文字が派手に踊る。そんなタイトル画面が終わると、画面いっぱいに歪ゆがんだ数字が表示され、カウントダウンが始まった。

　あきらは上機嫌で拳こぶしを握り締める。

　佐藤さんも、固かた唾ずを呑のんで見守っている。

　ぼくは首だけ回し、死んだ魚のような目でぼんやりとホワイトボードを見た。

　数値が、ゼロになった。



　総合優勝　ネットアイドルまこと

　　総合一万二千二百二十一ポイント！

　二位　　　ネットアイドルあきら

　　総合九千三百三十五ポイント！

　三位　　　ネットアイドルショコラ

　　総合九千二百六十八ポイント！



「な、なんですってえええええええええええええっ!?」

　あきらが文字通り飛び上がって、驚きよう愕がくの声を出した。

　佐さ藤とうさんが、目を見開いてぼくを見る。

　ぼくは、目が点になっていた。

　ホワイトボードに表示されたカラフルな文字を、何度も何度も確認する。

「……え？　な、なんで？　なんでぼく？　ぼくなの？　あ、あきらじゃないの？」

「あのアクシデントが好評だったみたいだよ！　なんかエッチだったしね。あと、サイン会とか写真集のポイントって、今日のお客さんの数の前には意味なかったみたい。だって、有効投票数約三万だもん。実際には、五万人くらいお客さんいたみたいだけど」

　味噌田でん楽がくをたいらげながら、アリスがさらっとそう解説してくれた。

　あの校庭に、そんな膨大な人数が詰まっていただなんて信じられない。ということは、ぼくは五万人ものひとの前で、あんな醜しゆう態たいを晒さらしてしまったというのだろうか。

　意識が遠くなった。膝ひざを抱えたまま倒れそうになったところをサブが助けてくれたけど、放っておいて欲しかった。このまま頭を強く床に打ち付けて、記憶喪失になりたかった。



「私たちの勝ちのようだね」



　ハスキーな声が、ぼくの背後から聞こえた。

「あ、あんたはさっきの！」

「誰なの、あなた!?」

　あきらと佐藤さんが身構える。

　ぎょっとした顔のサブが弾はじかれるように離れると、ウェンディさんは膝を抱えて座るぼくの肩に、優しく手を添えた。

「どうだ、悔くやしくないか？　ネットアイドル・あきら。人気では、負けた。完敗だな。いい訳はできない。全宇宙のファンたちに、この結果は知らされるだろう。だが、おかしなことに、ランキングには影響しない」

　静かにゆっくりと、そんな挑発するようなことをいった。

　あきらの顔が、みるみる気色ばむ。

「いいことを教えてやろう。まことくんのレンタルサーバ、ドロシーは、昨日バトルロイヤルで初戦を勝利で飾ったそうだ。ランキングは、二十五位。――意味が、わかるかい？」

　ぼくは、びっくりした。そのことを知らされていなかったからだ。

　確かに昨日の夕方、ドロシーは部室から姿を消していた。だけどぼくが家に帰るころには、部屋に戻ってきていた。そんなわずかな間に、秋あき葉は原ばらの闘技場で戦闘を行い、勝って戻ってきたというのだろうか。

　ドロシーを見ると、悪いことをした子供のように、ぼくから目を逸そらしてうつむいた。

「まったく、ずいぶん回りくどいことするのねー。ま、昔からあなたはそうだったけど」

　アリスが、呆あきれたようにそういった。

「……黙れ。私には私のやりかたがある」

　ウェンディさんが、不敵に笑った。

「サブ！　メールきてる？」

　怒った目のまま、あきらがそういうと、サブが慌あわてる。

「え、ええと。ちょっと待っておくんなさいま……ぬおっ！　ネトア・ロイヤルから公式なのがきておりまっせ！　こ、これは!?」

「挑戦状、でしょ」

　あきらではなく、アリスがそういった。

　部室が、しんとなった。

　――挑戦状。

　ぼくは、その言葉を反はん芻すうする。

　それが意味すること。

「クククク……。ネットアイドル・あきら。確かこの勝負に勝ったものは、負けたものにひとつだけ命令できるんだったな」

　ウェンディさんの言葉に、ぼくとあきらははっとした。

　そうだ。確かに、そう約束していた。

　そして、ぼくが勝った。だから、ひとつだけ命令できる権利がある。

「この勝負、受けたまえ。それでいいだろう、まことくん？」

　ぼくは、言葉が出なかった。

　ウェンディさんを止めることができなかった。

　頭が真っ白になった。



「受けるわ」



　あきらが、そういった。

　決意を固めた真剣な目だ。

　口をへの字に曲げて、ぼくを睨にらむ。

「……ネットアイドル・まこと！　今度は、バトルロイヤルで勝負よ！」

「え、ええーっ!?」

　最悪の事態だ。

　バトルロイヤルで勝負する、ということは――

　ぼくは、しょげたドロシーを見る。

　驚きを隠せず、口に手を突っ込んでばたばたしているサブを見る。



　サブと、ドロシーが、戦う。



　目の前が真っ暗になった。
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　ぼくは今、秋あき葉は原ばらの地下にある闘技場の控え室にいる。

　豪華な革張りのソファに、ドロシーといっしょに腰を下ろしている。正面の大きなモニタには、セミファイナルの試合が映されていたけど、とても見る気にはなれなかった。

　今日の対戦相手は――

　ネットアイドル・あきら。

　ドロシーは、サブと戦う。

　――早い。いくらなんでも早すぎる。

　まだ、自信がない。心の準備ができていない。いつか戦う日がくるだろうと思ってはいたけど、こんなにも早くその機会が訪れるなんて。

　ウェンディさんが勝手に送った挑戦状を、あきらが受けてから六日間、ぼくはずっと沈ちん鬱うつな気分だった。

　ぼくは、いつものゴシック風の黒いメイド服のコスチュームを着ている。いつだって女装するのは嫌いやだったけど、今日はそれどころじゃなかった。

　首が苦しくて、首輪を少し緩める。大きな鈴が、悲しげな音色を発たてた。

「……ご主人様、元気出してくださいなのです」

　無理に作った笑顔を見せて、ドロシーはぼくを慰めようとする。健けな気げだな、と思った。だけど、ぼくはうつむいたまま顔を上げることができない。

　負けてしまうかもしれない。

　あきらとサブにはアリスがついているし、サブは何戦かして強化パーツでチューンナップされている。それに比べて、アリスはまだ一戦しかしていない。ウェンディさんがチューンナップしてくれたけど、全然足りないような気がする。

　ドロシーが負けてしまったら。

　ぼくが、あきらに負けてしまったら。

「そろそろセミファイナルが終わりそうだな」

　そういって、ウェンディさんが控室に入ってきた。この部屋は禁煙なので、喫煙室まで一服しに行っていたのだ。黒のタンクトップに革のパンツという、いつもの姿だ。

「ウェンディさん。……やっぱり、辞退できませんか？」

　思い切って、何度も口に出そうとしていえなかった言葉をつぶやいた。

　ぼくは、いつの間にか涙ぐんでいた。

　ドロシーを、失いたくない。

　その気持ちでいっぱいだった。

「辞退？　なにをだね？」

「……まだぼくには、自信がありません。あきらに勝つ自信が――」

「まことくん」

　ウェンディさんはうつむくぼくの前に膝ひざをつき、震える手を優しく包んだ。少し顔を上げると、切れ長の神秘的な鳶とび色の目が笑っていた。

「私を信じてくれ。ドロシーは、負けない」

「で、でも……」

「このままでいいのか？　いつまでも、あの幼なじみに振り回されるわけにはいかないだろう。いずれキミも、独立する日がくる。それが、少し早まっただけだ」

　――パチン。

　ウェンディさんが、指を鳴らした。

「女なんて、勝手なものさ。恋人でもできれば、友人なんて紙くず同然のように捨てる。興味がなくなれば、家族さえも捨てる。そんな勝手な生き物なんだよ」

　吐き捨てるように、そういった。

「キミは男だろう、まことくん」

　威圧的なハスキー声でそういうと、ぼくの手をぎゅっと握った。

　鳶とび色の瞳が、ぼくを凝ぎよう視しする。

「男だったら、決断するんだ。あきらを、サブを倒すんだ。そうすれば、自分に自信がつく。キミなら、絶対にできる。あきらに、勝てる！」

　諭さとすような、厳きびしい口調。

　強烈な意志を持つ瞳ひとみが、きらりと輝いた。

「まこと様、時間ですので、お願いしまーす！」

　ドアがノックされ、係員の声が聞こえた。

　ウェンディさんが、立ち上がって、ぼくの肩を叩たたいた。

「さあ、行って勝ってこい！」

「ご主人様。……わたくし、頑張りますです！」

　ドロシーも、意を決して立ち上がった。口を真一文字に閉じて、真剣なまなざしでぼくを見る。

　――パチン。

　ぼくが立ち上がると、ウェンディさんは満足そうに頷うなずいた。
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「お前ら喜べ――――ッ！　今日はいよいよ、最強の男の子アイドルが満を持して登場だッ！　パートナーは、ツインテールの重戦車、ドロシー！　先週の秒殺劇は、衝撃的だったぜ。だが今回は、そう簡単にはいかない相手だッ！　宿命のゴングまで、あとわずか。覚悟はできてるか？　イヤッハーッ！　それじゃあチャレンジャーの登場だッ！」

　ヘビィメタルの、爆撃機のようなギターの音が鳴り響いた。

　久しぶりの闘技場だった。

　空気が震えるような声援の中、ハイテンションなリングアナウンサーの紹介で闘技場に入ると、緊張した足取りで中央まで歩き、超満員の客席におじぎした。

　ドロシーが、心配そうにぼくを見る。精一杯の笑顔で、それに応こたえる。

　大丈夫だ。

　ぼくは、勝つ。

　リングアナウンサーが、簡単に今日の試合の特殊性を説明する。あきらのマネージャーだったぼくが、ついに独立してあきらに牙きばを剥むいた。そんな煽あおるような説明だった。あらかじめそういうと教えてもらっていたし、盛り上げるための方便だといわれてたから、腹は立たない。ただ、胸がちくりと痛んだ。

　お腹なかに響くような重低音が流れ、大御所の唄う演歌が流れ始めた。サブの入場曲だ。こんな形で聞くことになるだなんて、想像すらしなかった。

「渋い曲をバックに、ネットアイドル界の問題児の登場だ―――ッ！　今日は不正はなしだぜ、頼むぜサブゥ――――――ッ！」

　サブが、現れた。

　あきらが、登場した。

　ボンデージとウェディングドレスを合体させた、あのいつものコスチュームだったので、ぼくは少しほっとした。

　あきらもサブも、精せい悍かんな顔つきで歩いてくる。

　ぼくの目の前で、歩みを止めた。

　なにかするんじゃないかと構えていたのだが、なにもせずに素直にリングアナウンサーのコールに腕を上げた。サブはドロシーを前にして、腕をぶんぶん振り回して気合い十分のパフォーマンスを見せていた。

　あきらと、目が合った。

　彼女は、無言で手を出した。

　ぼくは恐る恐る、震える手で握った。

「友達だったふたりが、今日は敵どうしだ―――――ッ！　なんという残ざん酷こくな運命、なんという悲しい宿命。だが、私情を挟むのはなしだッ！　正々堂々、全力を出し合って戦え――――ッ！　セコンドアウ―――――――――ツッ！」

　あきらは背を向けると、なにもいわずにゆっくりとした足取りでセコンド席に向かった。

　ぼくは、逃げるようにセコンド席に走る。

　一度だけ、振り返った。

　ドロシーは、ぼくに背を向けて立っていた。その華きや奢しやな肩が、とてもいとおしく見えた。

　闘技場を見下ろすことができる円形のセコンド席に入ると、ドーム状の強化ガラスがゆっくりと降りてきた。リクライニングチェアーに腰を下ろす。いつもはあきらと一緒だったから、ひとりだと心細い。

　ウェンディさんは、ここにはいない。闘技場には、ネットアイドルとレンタルサーバしか入れないのだ。ぼくは右手にはめた銀の指輪を、強く握り締めた。

「イヤッハー！　そろそろ宿命の対決の、ゴングの時間だぜ！　お前らーっ！　一瞬一瞬を、決して見逃すんじゃねーぜ！」

　いよいよ始まる。

　始まってしまう。

　ぼくの大好きなサブと、いとおしいドロシーの対決が。

『……まこと。絶対に、わたしが勝つからね！』

　イヤホンに、あきらの声が入った。

　セコンド席には、小型のモニタがいくつも配置されてる。正面には、ドロシーの背中を映すモニタ。サブモニタのひとつに、あきらの顔が映っていた。

　あきらは、苦しそうな顔でぼくを睨にらんでいた。

　ぼくは、なにもいい返せなかった。

　油断すると、くじけそうになる。ついさっき、ウェンディさんに励まされたばかりだというのに。

　――無情にも、ゴングが打ち鳴らされた。

　もう、逃げることはできない。

　戦いは始まってしまった。

　ぼくは、この戦いを見届けなくてはならない。

　息が詰まる思いで、闘技場に視線を向ける。

　サブはドロシーから距離を取ると、白煙を上げて唸うなるローラーブレードで走り出した。速い。アリスがチューンナップするようになって、動きが見違えたように思える。

　ドロシーは、そこから動かない。どうしたのだろうか。

『サブーっ！　やっちゃいなさい!!』

　あきらがそう叫ぶと同時に、サブが跳躍した。ドロシーの背後だ。右腕を大きく振りかぶると、ロケットナックルが火を噴ふいた。

「ド、ドロシー！　逃げてーっ！」

　やられる！

　そう思った瞬間、ドロシーが無造作に振り返った。細い腕で、サブをこともなげに吹き飛ばした。

「サ、サブーっ!!」

　ぼくは、思わず叫んでいた。ドロシーを応援しなくてはいけないはずなのに、サブのことを心配してしまった。

　だめだ。心を鬼にしないと。

　今日は、ドロシーを応援しなくちゃいけないんだ。

　レンタルサーバにはタイプがあると、ウェンディさんは教えてくれた。たとえばサラダは超軽量型の超機動タイプだし、サブは軽量型の格闘タイプ。そしてドロシーは、超重量型の重火器装備タイプだ。

　ただでさえ重かったドロシーは、フル装備になって重量が増していた。見た目は変わらないけど、いっしょに歩いていると、みしりと嫌いやな音を発たてて地面がへこむのがわかった。出逢ったときみたいにぼくに倒れかかったら、内臓破裂は確定だ。

　ドロシーの顔が、モニタに映った。

　ぼくは、ぞっとした。

　白目を剥むいていた。口を一文字に結んで、無表情になっている。

　ぼくの知っているドロシーではない。

　これが、本気の戦闘モードになったドロシーなのか。

　ドロシーの両腕がバルカン砲に変形し、金属音を発てて高速回転する。火花を散らしながら激しく乱射される弾丸は、闘技場のコンクリートに無数の穴を開け、もうもうと砂すな埃ぼこりを舞わせる。

　サブは、素早く回避していた。

　速度が増して、目で追えないほどになっていた。

　しかし、格闘タイプのサブが飛びかかる前に、重火器装備タイプのドロシーが怒ど濤とうの攻撃を開始した。

　両肩が、バカッと開く。二の腕も開き、太ももの外側も開いた。その内側に、ぎっしりとミサイルが詰め込まれていた。

　こんな装備があったなんて、知らなかった。ぼくが唖あ然ぜんとなっていると、そのミサイルがいっせいに射出された。

　大量の小さなミサイルすべてが、サブを目がけて飛んでいく。

「う、うわーっ!?　ド、ドロシー、止めて―――――っ!!」

　立ち上がり、そう叫んでいた。

　だけど闘技場は広い。サブはローラーブレードの速度をさらに上げると、くるくる回転しながら回避運動を取る。

　爆発の衝撃で、闘技場が揺れる。コンクリートの破片が飛び散り、爆煙がサブを隠す。ぼくは息を呑のんだ。あれだけの数のミサイルを、すべてかわすだなんて可能なのだろうか。あの煙のなかで、サブがバラバラになっていたら……。

　そんな心配は杞き憂ゆうだった。

　サブが、爆煙のなかから飛び出してきた。横に回転しながら加速をつけ、ロケットナックルに着火した。

　凄すごい。サブはミサイルの雨を、すべて避け切ったのだ。

　サブの反撃。

　ドロシーは、あのパンチを受けきることができるのだろうか。いくらなんでも、あんなパンチを食らったら、ドロシーだってバラバラになってしまうんじゃないだろうか。

　――それも、杞き憂ゆうだった。

「サ、サブ――――――――――――――っ!!」

　ドロシーの赤いツインテールの髪が、まるで槍やりのようにサブの肩を貫いていた。

　リーチの差で、サブの拳こぶしはドロシーに届かない。サブは自分自身の加速によるパワーを、カウンターで肩にもらってしまったのだ。

　腕が引きちぎられたサブは、弾はじき飛ばされながらも巧くバランスを取って着地し、ローラーブレードで距離を取った。

　強い。

　ドロシーは、強い。

　静まりかえっていた客席が、爆発したように大歓声をあげる。

『……まこと。さっきからサブサブって、サブはあんたの敵なのよ？』

　イヤホンから、あきらの冷静を装った声が聞こえた。サブモニタに映るあきらの顔は、冷や汗を流し、真っ青になっていた。

「わ、わかってるよ！　でも、でも、……サブが。サブが……」

　ぼくはドロシーを応援しなくちゃいけない。それはわかっている。でも、そんなに簡単に割り切れるものではない。サブは、大切な友達だったのだ。

　ドロシーの肘ひじからミサイルが射出された。壮絶な爆音とともに、ちぎれたサブの腕がバラバラになった。

　無表情だったドロシーの顔に、変化があった。

　ニヤリと、笑みを浮かべた。

　これは、今までの戦いとは違う。重火器の塊かたまりであるドロシーは、その圧倒的な火力で、サブを完全に破壊しようとしている。無慈悲に、冷れい酷こくに、完かん璧ぺきに。

「やめてーっ！　ドロシー、やめて――っ!!」

　そう叫んでも、ドロシーは止まらなかった。

　ぼくの言葉が、まるで届いていない。ドロシーが、ドロシーではなくなっている。

　ただの戦闘マシーンと化している。

　これは、いったいどういうことなのだろうか。

　わからないけど、だけど、放っておけない。

　――こんなの、ドロシーじゃない！

　ぼくはリクライニングチェアーの上に乗って、ドーム状のガラスを押した。

　この戦いを、止めるんだ。

　ドロシーを、元に戻すんだ！

『ちょっとまこと！　なにやってんのよ!?　開くわけないじゃない！』

「やだやだやだやだーっ！」

　泣き叫びながら、何度も何度もガラスを押す。開かないとわかっていても、じっとしてなんていられなかった。

　カチャ。

　なぜだかわからないけど、ドーム状のガラスが、ぱっかり開いた。

　ぼくは、セコンド席から飛び出した。階段を下ると、そこはもう闘技場だ。

　ドロシーが、バルカン砲を乱射している。壁ぎりぎりをローラーブレードで走るサブは、必死に回避運動をしている。

「――どこへ行くんだ？　危険だぞ」

　階段の途中でぼくの肩をぎゅっと掴つかんだのは、ウェンディさんだった。

「ウ、ウェンディさん!?　ドロシーが、ドロシーがおかしいんだ！」

「おかしくなんてないさ。さあ、ここで見届けようじゃないか」

　ウェンディさんの腕に力が入った。ぼくは彼女を振り切ることができず、逆にその場に膝ひざをついた。細い腕なのに、凄すごい力だ。

　切れ長の鳶とび色の瞳ひとみが、妖あやしく光った。

「とどめはバルカン砲に仕込んだハイパーギガキャノンで刺そうと思っている。直撃すれば、塵ちり一つ残るまい。楽しみだろう、まことくん」

　とどめを刺す？　サブに？　ハイパーギガキャノンって？

　なにをいっているんだ、このひとは。だいたい、どうしてこんなところにいるんだ。ここはネットアイドルしか入れない場所なのに。

「ククククク……。にゃはははははははっ！　圧倒的じゃなーい、私のドロシー！」

　ぼくは驚きよう愕がくし、背筋が凍った。

　少女のような無邪気な声。

　それは間違いなく、ウェンディさんの口から発せられていた。

「私の作ったレンタルサーバが、アリスの作ったレンタルサーバに勝っちゃうのよ！　しかも、圧倒的に、よ。にゃははははっ。当然だわ！　私の方が優れているんだもーん！」

　細い身体からだを曲げて、嬉しそうに腕を振る。

　あどけない表情。見かけからはかけ離れた言動。

　不気味だ。

　ウェンディさんが、壊れた。そう思った。

　頭が痺しびれる。身体が震える。吐き気がする。

「ごめんねー、まことくん。キミを利用させてもらったのっ」

　幼さの残る少女の声で、ウェンディさんがそういった。

「ほんと、バカねー。わからないの？　利用したんだってばー、キ・ミ・をっ」

　意地悪そうな笑みを浮かべ、ぼくに顔を近づける。

　――利用？

　ぼくを、利用した？

「私が、アリスよりも優れているということを、証明したかったのっ！　誰もが認めざるを得ない形でね。そのために、キミを利用したのよっ！」

　愕がく然ぜんとした。

　やっと理解できた。

　夢なら覚めて欲しい。

　ぼくに優しくしてくれたのは、相談にのってくれたのは、あれはすべて――

「感謝しているわよー、まことくんっ。ドロシーを送り込むまでは、大宇宙平和推進機関の情報をいじる程度のことで可能だったわ。だけど、対決させるためにはもっと時間がかかると思ってたの。でも、キミの方から転がり込んできた。絶好の機会を持ってねっ！」

　なんてことだ！

　ぼくは最初から、彼女の手のひらで転がされていたんだ。

　――女は裏の顔があるんだよ。

　自分のことじゃないか！

「なんにもできないじゃない、あのサブとかいうポンコツ！　情けないわー。もう少し歯ごたえがあると思っていたのに。それとも、あのネットアイドルが悪いの？　アクセスパワーを稼ぎ出せない、三流アイドルなのかなー？　嬉うれしいわっ！　この日をどれだけ夢見たことか。アリス。どこにいるの、アリスっ！　どうせ、近くで見ているんでしょう!!」



「さっきからここにいるってば」



　満面の笑顔のまま、どさっとウェンディさんが倒れた。肩の圧力が取れて、ぼくは自由になった。

　衣類が焦こげるような、嫌いやな臭においがする。

「勝手なこといってくれるね。あんな重火器、一回戦ったくらいで装備できるわけないじゃん。ちゃんとルール守ってよね」

　そこに、アリスが立っていた。

「ア、アリス!?　どうしてここに……」

　手には、戦闘種族のリデルを気絶させた、あの超高圧スタンガンが握り締められていた。不機嫌そうな顔で、鼻を鳴らす。

「そんなことどうでもいいでしょ。これは、まことさんが招いたことなんだから」

　アリスはなじるようにぼくを睨にらみ、冷淡な素振りでそういった。

　確かにそうだ。

　これは、ぼくが選んだことだった。

　今ならわかる。ウェンディさんのいったことは、すべて嘘うそだったのだ。あきらたちは、ぼくに嫉しつ妬としたんじゃない。本気でぼくに嫌いやがらせをしたわけじゃない。ドロシーをスクラップにしたかったんじゃない。

　そうだ。最初から、ぼくがあきらたちに疑いを抱いたりしなければ、こんなことにはならなかった。

　悪かったのは、ぼくなんだ！

　全部、ぼくが悪かったんだ！

　ぼくは、なんてばかなんだ！

　――歓声で、地面が震えた。

　慄りつ然ぜんとして闘技場を見ると、ドロシーのツインテールの髪が片方なくなっていた。

　それは今、サブの左足に深々と刺さっていた。貫通して、地面に縛りつけられている。

　身動きできないサブに向けて、ドロシーは無表情のまま、バルカン砲の腕をゆっくりと差し出した。

　たくさんの光の粒子が、バルカン砲に集まる。激しく発光している。

　もしかして、あれがハイパーギガキャノンとかいうやつであろうか。

　直撃したら、塵ちり一つ残らない。そう、ウェンディさんはいっていた。

　サブはドロシーの必殺の攻撃を、避けることはできない。

　だとしたら。

　――サブが消滅してしまう！

「ドロシー、だめ―――――っ!!　止めて――――っ!!」

　叫びながら、走り出した。

　ぼくに、なにができる？　ぼくが行ったって、どうすることができる？

　そんなこと、どうでもよかった。

　サブを護まもりたかった。

　ドロシーに、元に戻ってもらいたかった。

　闘技場に、足を踏み入れた。

　サブが、そこにいる。

　ドロシーのバルカン砲が膨張し、唸うなり声をあげた。

　ぼろぼろになったサブが、仰天したような顔でぼくを見る。両手を振って、こっちにくるなと叫ぶ。

　サブは、あんな顔をしちゃだめなんだ。とぼけた顔で、腰に手を当てて、指先を天井に向けて、あっはっはっはと笑うんだ。

　あきらだって、もっと元気いっぱいの笑顔でいなくちゃいけないんだ。

　佐さ藤とうさんも、優しく微ほほ笑えんでくれなくちゃ嫌だ。

　ドロシーは、ほんわかした笑顔で首をかしげるんだ。

　みんなみんな、いいやつばかりなんだ。

　誰ひとり、欠けちゃいけないんだ！

「みんなと仲良くやりたいんだ！　もとに戻りたいんだ！　ぼくが悪かったんだ！　だから、だから止めて、ドロシ―――――――――――っ!!」

　サブに向かって、飛び込んだ。

「まことのドアホおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　凄すさまじい衝撃に、ぼくは吹き飛ばされた。

　この痛みには覚えがある。

　あきらのミサイルキックだ！

　――その瞬間。

　ドロシーのバルカン砲が、閃せん光こうを発した。

　ぼくは、それを見た。

　地面に叩たたきつけられながら、しっかりと、両目を見開いて。

　サブの前に威い風ふう堂どう々どうと立つあきらに――



　白いロープで編まれた網が、ぱさっとかかった。



「……な、なにこれ？」

　あきらが、かすれた声でそういった。

　以前ぼくにやったときとは違って、ちっとも勢いがない。

「……あっ！　ご主人様？」

　ドロシーが、きょとんとした顔でそういった。

　黒目がちなとろんとした目と、薄く開けた口。

　これは――

　いつものドロシーだ！

　ぼくは力が抜けて、ばったりと大の字に倒れた。

　よかった。本当に、よかった。

「無茶するね、まことさん」

　頭の方に、アリスが立っていた。

　にっこりと、笑っていた。

　その笑顔で、ぼくは許されたような気になった。

　ドロシーがやってきて、膝ひざをついて心配そうにのぞき込む。

　首を回すと、ぽかんと目を見開いて腰を抜かしたように座るサブがいた。

　サブも、ドロシーも、生きている。

　よかった。これでいいんだ。

　――終わった。

　そう、思っていた。

「ちょっとアリス！　あんたドロシーにハッキングしたわねっ!?」

　ぎょっとして、慌あわてて起きあがった。

　そこに、蹌そう踉ろうとした足取りのウェンディさんがいた。肩で息をして、壁に手をつき、必死の形相でアリスを睨にらみつける。

「……ったく、しぶといわねーあんた。もっとスタンガンの威力上げておけばよかった」

「私のドロシーよっ！　アリスのばか！　返してっ！」

　そう叫んで、ウェンディさんは子供のように地団駄を踏んだ。身体からだが大人なので、とても滑こつ稽けいに見える。

「ドロシーのコントロールは、今さっき正常な状態に戻したから。複雑怪奇なファイアーウォールだったけど、私の手にかかれば破るのは造作ないこと。時間もたっぷりあったしねー。ドロシーの主人は、まことさんだよ。もうあんたの命令は、聞かなーい。ていうか、どれだけルール違反してんの？　そうまでして勝ちたい？」

「当たり前でしょっ！　私は超天才なんだからっ！　アリスなんかには――」

「やっぱあんたが黒幕？　まことを拐かどわかしたのは、あんたなのね!!」

　ウェンディさんの言葉を遮さえぎり、あきらが大声で怒ど鳴なった。

　アリスの前に出て、腕を組んで仁に王おう立だちする。頭に角が生えているんじゃないかと思えるほどの、猛もう烈れつな怒気を感じる。歯ぎしりが、ぼくのところまで聞こえてくる。

「うるさーいっ！　こうなったら、みんな道連れなんだから!!　死んじゃえ!!」

　ジーンズのポケットから黒いＰＤＡを取り出し、ボタンを押すと、力一杯地面に叩たたきつけた。カシャッと乾いた音を発たてて、それは壊れた。

「引き分けだからねっ！　私は、負けないんだから!!」

「ちょっとそこの負け犬！　なにしたのよっ!?」



「人工衛星を、この秋あき葉は原ばらに向けて落下させちゃったわ！」



　――突然、闘技場の照明が落ちた。

　すぐに明かりが灯ともったが、それは赤い光をしていた。

　耳をつんざくようなサイレンが鳴り響く。客席からたくさんの悲鳴が聞こえ、ざわざわと騒がしくなった。

『エマージェンシー！　エマージェンシー！　ただ今本部から緊急連絡が入りました。慌てないで、その場に着席ください。繰り返します。情報の確認が取れるまで、慌てないで、その場に着席ください』

　あきらとドロシーが、素早くぼくを囲む。

「地球の衛星軌道上に散らばる、大宇宙平和推進機関の対宇宙人用防御衛星のうち、最も巨大なものよ。この秋葉原一帯を破壊し尽くすことなんて、造作ないんだから。闘技場の防御壁なんか、紙くず同然だわっ！　巨大なクレーターができるわ！　死んじゃえ！　みんなみんな、死んじゃえ!!」

　ウェンディさんが、顔を引きつらせながらそういった。

　――秋あき葉は原ばらに、人工衛星が落下!?

　あきらが支えてくれなかったら、ぼくは倒れていたところだった。

　嘘うそやはったりじゃない。このひとだったら、それくらい可能だ。そう思った。

「あんた正気!?　自分も死ぬのよ？」

　ぼくをドロシーに預け、あきらが一歩踏み込んで叫んだ。

「いいもん！　逃げだそうとしても無駄なんだから！　わたしたちがこの危険な闘技場にいても、係員が誰も駆けつけないでしょ？　この闘技場に続く扉は、すべて封印してあるの。強固なロックでね。それに、ここでは空間転移装置も使えないわ。大宇宙平和推進機関のやつらが、空間座標をジャミングしているから」

　肩で息をしながらそういい捨てると、力尽きたかのようにその場に座り込んだ。

「終わちゃうんだ……。なにもかも、ここで終わり――」

「そんなことないってば」

　アリスが、そういった。

　振り向くと、アリスはＰＤＡを持ってサブの横に立っていた。

　サブがなんか変だ。見間違いじゃないと思って、何度もまばたきした。目をこすった。だけど、やっぱり見間違いなんかじゃなかった。

　なんとサブの両足が、外されていた。

「……ええと。ア、アリスさん、こいつはどういうことなんでしょうかねえ？」

「黙ってて、サブ。じゃあドロシー。こっちいらっしゃい。早くっ！」

　アリスに呼ばれて、ドロシーは困った顔でぼくを見た。ちょっととまどいつつもぼくが頷うなずくと、にこっと笑ってアリスのそばへ走っていった。

「な、なにをする気よっ!?　今さらなにをしたって手遅れなんだから！」

　ウェンディさんが、顔を歪ゆがめてそう吠えた。

「一か八か、よ」

　アリスはそういって、ぼくを見た。鳶とび色の瞳ひとみには、焦あせりが見える。

「リミッター解除されたパワーユニットの力に賭かけるわ。いいでしょ、まことさん？」

「……え？」

　ぼくの答えを待たないで、アリスはサブの胴体を開けて作業し始めた。ドロシーをしゃがませ、背中の衣服を乱暴に破く。淡々としているが、敏速な作業だ。ほんのわずかの時間で、ドロシーの背中にサブがランドセルみたいに装着された。

　その間にもサイレンは鳴り続け、錯乱した観客の悲鳴が闘技場を満たす。

「無理に決まってるじゃない！　レンタルサーバに、そんなパワーはないわ！　バーカ、バーカ！」

「うるさいなあ。あきらさん、もう黙らせちゃってくれる？」

「おっけ！　あたしも、いいかげんウザいと思ってたんだ」

　そういうが早いか、あきらはステップを踏んでくるりと一回転して、渾こん身しんのキックを首筋に叩たたき込んだ。ぼきりと嫌いやな音がして、不自然な角度に首を曲げたウェンディさんは、悲鳴をあげることなく、白目を剥むいてばったりと倒れた。

「おっしゃあ！　なんか初めてみたときからムカついてたのよね」

　スッキリした笑顔で、あきらはそういった。

「できたよ。じゃあ、ドロシー。サブ。お願いね」

　アリスが、そういった。心なしか、表情に余裕がない。

「……わかりましたなのです」

　ドロシーは真しん摯しな顔でぼくをじっと見て、頷うなずいた。

「え、ええと。わいには説明してくれないんすか？」

　サブが、心底困ったような顔をする。ぼくにも、よくわからない。アリスはドロシーたちになにをしたのだろうか。ドロシーは、なにをするのかわかっているのだろうか。

「ドロシーに制御コントロール渡したから、サブはくっついてるだけでいいよ。わかった、ドロシー？　絶対に戻ってくるのよ？」

　混乱した頭で考える。

　人工衛星が、落ちてくる。

　ドロシーとサブが、それを撃退する。

　どうやって？

　――まさか。

「ア、アリス!?　も、もしかして……」



「サブとドロシーを、巨大な人工衛星にぶつけるの」



　そんなばかな。

　ぼくは絶句した。

　こんな小さなレンタルサーバが、燃えながら落ちてくる人工衛星を破壊できるなんてとても思えない。クレーターを作るような破壊力を持った鉄の塊かたまりを相手に、なにができるっていうんだ！

　無理だ。

　絶対に、無理だ！

「……ごめんね、まことさん。これしかないの」

　アリスはそういって、ぼくから視線を逸そらした。

「だ、だめだよ！　あきらも止めてよ！　絶対にだめーっ!!　ドロシー！　サブ！」

　あきらが、ぼくを背中から強く抱いた。

「ま、まこと！　しっかりして！」

　ドロシーとサブが、いなくなってしまう。

　やっと、仲直りできそうだったのに。

　こんなのって、ない。

　こんなの、堪たえられない！

「あきらはいいの!?　サブがいなくなっちゃうんだよ!?」

「そ、それは嫌だけど……。仕方ないじゃない！　それしかないんだったら――」

「レンタルサーバは、ご主人様を護まもるのです」

　ドロシーが、優しい声でそういった。

　黒目がちなとろんとした目でぼくを見て、ほんわかした笑顔を浮かべ、首をかしげた。

「で、でも……」

「心配しないでくださいなのです。必ず戻ってくるのです」

「だめだよ！　だめだったら！　行かないでーっ!!」

「……ご主人様。時間がないのです。行ってきます、なのです！」

　バチン！　という音がして、サブのおしりから炎が噴ふき出した。

「オーナー守護モード、発動なのです!!」

「むおわっ！　わいも発動してますわ!!」

　二体のレンタルサーバが、火花を散らし、青白く発光した。

　鼓膜が破れそうなくらいの爆裂音が轟とどろき、もの凄すごい風圧で、ぼくとあきらはまとめて吹き飛ばされた。



    

  
    
      



    

  
    
      　突然過ぎる。

　ぼくは、なんの準備もしてない。

　――別れの準備なんて、なにもしていない！

　ぱらぱらと、コンクリートの破片が落ちてくる。遠く天井を見上げると、ぽっかりと穴が開いていた。

「ドロシ――――っ!!　サブ―――――――っ!!」



　その日、都内の夕ゆう闇やみの空には、たくさんの流れ星が見えたという。



    

  
    
      
第八話　帰ってきた日常





　　　　　　　　　　１



　ぼくたちは生きていた。

　ドロシーと、サブのお蔭で。



　ぼくは自分の部屋に閉じこもっていた。

　照明も点つけず、ベッドの上にうつぶせに倒れ、自責の念に駆かられていた。

　ドロシーと、サブは、もういない。

　――ぼくが、すべて悪い。

　あきらが怒ったのも、対決することになったのも、全部ぼくのせいだ。

　ぼくがしっかりしていれば、ウェンディさんにそそのかされなければ、しっかりとした意志を持っていれば、いいように操られることなんてなかったはずだ。

　取り返しのつかないことをしてしまった。

　情けない。自分が許せない。

　泣いた。

　声をあげて、泣いた。

　もう、元には戻れない。

　きっとあきらも佐さ藤とうさんも許してはくれないだろう。

　消えたかった。

　消えて、なくなってしまいたかった。

　泣いて泣いて泣いて、そのまま涙に溶けてしまいたかった。

　ドアが叩たたかれ、心配したお姉ちゃんやお母さんの声が聞こえた。ぼくは、放っておいてと叫んだ。しばらくすると、静かになった。

　この部屋には、誰もいない。

　――誰も、帰ってこない。

　サブの変なアクセントの声も、ドロシーの笑顔も、戻ってはこない。

　ドロシーとサブが飛んでいったあと、ロックされていた扉が解除されたらしくて、係員のひとたちが雪な崩だれ込んできて、ぼくたちは離ればなれになった。

　個室に入れられると、切羽詰まった係員たちの前で、ぼくは泣き叫んだ。いくら詰問してもなにも得られないと判断したのか、あきらかアリスが事情を説明したのかは不明だけど、ぼくは黒い車に乗せられて、自宅に送り届けられた。

　ぼくはずっと、泣き続けている。

　どれくらい泣いていただろう。

　泣き疲れて、少し眠っていたかもしれない。

　冷たい風が、頬ほおを撫なでた。

　顔を上げると、カーテンが風に揺れていた。

「酷ひどい顔ねー。まことさん」

　そこに、アリスが立っていた。

　薄い月明かりを浴びて、神秘的な鳶とび色の瞳ひとみが光る。清流のような蒼あおく長い髪が、そよとなびく。

「……アリス」

　虫が鳴くようなかすれた声で、そうつぶやいた。

　まるで、夢の中にいるみたいだった。

　そうだ、全部夢だったらいいのに。目が覚めたら、笑い飛ばしてしまえる――

　だけど、夢なんかじゃない。

　これは、現実なのだ。

「なにか知りたいことあるかな。もう終わったから、なんでも教えてあげるよ」

　静かにそういって、アリスはベッドにちょこんと腰かけた。

　ぼくはむくりと起きあがり、壁に背を預けた。

　でも、言葉が出てこない。聞きたいことは山ほどあるのに、なにも喋しやべれない。

「なにから話そうっか。うーん、やっぱウェンディのこと？　まことさん、驚くかも」

　アリスは歯を見せてニッと笑った。

　いつもと変わらない声で、いつもと変わらない仕草のアリス。ぼくは彼女の真意を測りかねて、微妙な顔をした。

「あのコね、私の妹なの。ひとつ年下。昔は可愛かわいかったのよー。ひとりじゃなにもできなくて、私にずっと張りついてたの」

　頭が痺しびれたようになっていて、すぐにその言葉の意味が理解できなかった。

　妹？　誰が？　ウェンディさん？　可愛かった？　ひとりじゃなにもできない？

　――妹？

「……え、ええーっ!?」

　思わず叫んでしまった。

　あのウェンディさんが、アリスの妹？

　いや、信じられない話じゃない。今のアリスは小学生みたいな女の子の姿をしているけど、本当の姿は豊満な胸とくびれた腰と大きなお尻しりを持つ、大人の女性なのだ。

　それに、あの性格と喋り方。闘技場で豹ひよう変へんしたウェンディさんは、確かにアリスとよく似たわがまま少女みたいな感じだった。

「四六時中ずーっといっしょにいたけど、だんだん研究の邪魔になってきてね。あのコ、すっごい甘えん坊だし。だから一昨年だったかな。はるか遠くにある僻へき地ちの星に捨ててきたの」

「ほ、星!?　は、はるか遠く!?　す、捨てた……の？」

「えへへ。だってわがままいうし、相手するのめんどくさいんだもん。さすがに自力で戻ってきたけどね。それからかな。私を、ことあるごとにライバル視するようになったの。あそこまで思い詰めてたとは思わなかったけど」

　それで、あんなにアリスのことを恨んでいたのか。

　――え？

　それじゃあ、もしかして――

「なんかくだらない姉妹喧げん嘩かに巻き込んじゃったね。ごめんね、まことさん」

　そういってアリスはぺろりと舌を出した。

　ぼくは絶句した。

　そうか。

　そうだったのか。

　ウェンディさんの目的は、ドロシーを使ってアリスに勝つことだった。

　それに利用されたのが、ぼくだ。

　ぼくは、アリスとウェンディさんに振り回されただけだったのか！

「ど、どうしてそれを先に教えてくれなかったの!?　いつからそれに気づいてたの!?」

「最初からよ。ドロシーにハッキングしようとして気づいたの。ウェンディが私に喧嘩を売ろうとしてることにもすぐ気づいたけど、でも、まことさんが悪いんだよ！」

　頬ほおを膨らまして、指先でぼくの鼻をつんとつついた。

「だって、あきらさんとあんな喧けん嘩かするなんて思ってなかったもん！　それをウェンディに利用されたんだよ。そこまで予想できないもん！」

　責任転嫁のような気がするけど、ぼくはなにもいい返せなかった。

「……あきら、許してくれるかな」

「さあ？　まことさん次第じゃない？」

　アリスはそういって、ベッドから降りた。

「ぼ、ぼく次第？」

「うん。そうやって、ひとりで泣いててもだめだと思うよ。言葉で伝えないと、ね」

　アリスのその言葉に、ぼくは心を打たれた。

　そうだ。

　いくら考えても、泣いても、意味はない。

　心で思っていたって、伝わるわけがない。

　しっかりと、ぼくのこの気持ちを言葉にしないとだめなんだ！

「が、頑張ってみるよ！　明日、みんなに謝るよ！　一生懸命、謝るよ！」

　ぼくは必死になってそう叫んだ。

「えへへ。それでいいんじゃないかな。じゃあ、迎えに行こ？」

　アリスが、手を伸ばした。

　ぼくは、その手を取った。

「……迎えに？」

「うん！　早く！」

　なんだろう。なにをこんなに急いでいるのだろう。

　アリスはぼくの腕を強引に引っ張った。ドアを開けて、階段を駆け降りる。最後の数段を飛び降りて、廊下に着地した。ぼくはつんのめって、廊下に倒れてしまった。

　そのとき、玄関の扉が静かに開いた。

　――そこに。

「あっ。ただいまです。ご主人様」

「ただいまっすわ、まことさん。ええかげん、降ろしてもらいたいっす」

　サブを背負ったドロシーが、すすだらけの顔にほんわかした笑顔を浮かべ、そこに立っていた。
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「ごめんなさい！　本当に、ごめんなさい！　許してください！」

　ぼくは、そう叫んで頭を下げた。

　なにも反応がない。

　しんと静まりかえって、誰もなにも喋しやべらない。

　猛もう烈れつに居心地が悪い。強烈に息苦しい。

　ぼくはきちんと正座していた。正面には、あきらと佐さ藤とうさんとアリスとサブとサラダとドロシーが並んでいる。

　息苦しいのは、この人口密度のせいだけではなかった。ぼくの部屋にみんな揃そろってから、ぼく以外誰も口を開いていない。

　今日は、ぼくがみんなに集まってもらった。

　どうしても、謝罪したかったから。

　許してもらえるかどうか、ずっと不安だった。でも、言葉に出してちゃんと謝りたかった。ぼくの気持ちを、伝えたかった。

　額ひたいを絨じゆう毯たんにつけて、まるで土下座だった。こんなことをしても、罪が軽くなるわけじゃないのはわかっていた。だけど、他にどうしていいかわからない。

　ずい、と、なにか柔らかいものが押し出されてきてぼくの頭に触れた。

　恐る恐る顔を上げると、悪びれたような笑顔を浮かべたアリスだった。

　どうしたのだろうか、右のほっぺが赤く腫はれている。

「……ア、アリス？　そのほっぺは？」

「あきらさんがね、ぎゅむぅって！　すっごい痛いの！」



    

  
    
      



    

  
    
      「さっき佐さ藤とうさんといっしょに事情を聞いたわ。ったく、このトラブルメイカーめ！」

　あきらはそういいながら立ち上がると、アリスの後頭部を軽くはたき、ぼくのベッドに背中からダイビングした。

「えへへ。でも、あきらさんだってトラブルメイカーじゃん。話大きくするし」

「なにをー！　まだ折せつ檻かんが足りないか！」

　あきらは素早い動きでぼくの枕を掴つかんで投げた。アリスはこともなげにそれをよけたが、代わりにぼくの顔面に命中した。

「むぎゅっ」

「きゃっ！　西にし島じまくん！」

　佐藤さんがやってきて、助け起こしてくれた。

「……さ、佐藤さん。……ごめんね」

「ううん、ちっとも怒ってないわ。西島くんがあんなになるの、おかしいと思ってたもの」

　優しい声で、そういってくれた。細く綺き麗れいな指で、ぼくのまぶたをなぞる。

「こんなに泣き腫はらして……。西島くんは、悪くないのに」

「そんなことなぁ――――――――――――いっ!!」

　ベッドの上に仁に王おう立だちになって、あきらが般はん若にやのような顔をした。

「まことも悪い！　優柔不断だから、つけ込まれたのよ！　赤の他人に相談するなんて、言語道断！」

「そ、そうだけど……。でも、あきらたちはなんであんなことしたの？　エッチな本をばら蒔まいたり、アリスの姿に変身させたり、恋愛小説を読ませようとしたり、プロレス技をかけたり。それがなければ、ぼくだってウェンディさんに相談したりしなかったんだよ」

「うぐっ！　……そういや、そもそもの原因は、サトチンだな。明日は拷ごう問もんね」

　あきらは喉のどを詰まらせたような顔をした。

「やっぱり悟さとるなの？　悟はあきらたちに、なにをいったの？」

「そ、それはいえない！」

　そういって、ぷいっと顔を逸そらした。

「ねえ。西島くんは、なんだと思う？」

「わ、わかんないよ。なんかの嫌いやがらせかと思って……」

　ぼくがそういうと、佐藤さんは静かに息を吐き出した。

　そして、ぼくをまっすぐな目で見つめた。

　眼鏡めがねの奥のまんまるの瞳ひとみに、頬ほおを染めたぼくの顔が映る。

「西島くんに、気づいて欲しかったの。異性を、意識してもらいたかったの」

「えっ!?　……な、なんで？」

「聞いて。……わたしは、西島くんのことが好き。大好き。友達以上の関係になりたいの。……恋人に」

「え、ええ―――っ!?」

　――恋人？

　そんなこと考えたこともなかったから、ぼくは動転した。

「こ、こらーっ！　佐さ藤とうさん、抜け駆けよ！」

「安良城あらきさんはどうなの？」

　佐藤さんは振り返り、挑むような目であきらを見た。

「な、なにっ!?　あ、あたし？」

　あきらの動きが、ぴたりと止まった。

　あきら？　あきらが？

　――まさか、あきらも佐藤さんと同じことを？

　あきらと目が合う。

　その顔が、一瞬で沸ふつ騰とうした。

　こんなに赤い顔をしたあきらを見るのは、初めてかもしれない。

　心臓が、激しく波を打つ。

　やっぱり、あきらもぼくのことが？

「そんなこと知るか――――――――っ！　まことのドアホおおおおおおおおおおお!!」

　いきなり、あきらがキれた。

　ベッドから飛び降りると、ぼくに向かって走り出した。

「う、うわーっ！　な、なに!?　た、助けてサブー！」

「あ。わいはもう、あきらさんのレンタルサーバなんで」

　サブはそういって立ち上がると、なぜか満面の笑顔で、右手は腰に、左手は指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させたヘンテコなポーズを取った。

「な、なにそれ!?　どういうこと？　じゃあドロシー、助けてー！」

「ロープが在庫切れなのです」

　楽しげな顔で、無慈悲にもそういった。

「え、ええーっ!?」

「そこだああああああああああああああああああああああああっ!!」

　ぼくの背中に、あきらのドロップキックが炸さく裂れつした。

「まだまだ先は長いわね」

　そういって、佐藤さんが笑顔でため息をついた。

「平和ですなー」

　ウクレレを抱えたサブが、満面の笑みでそういった。

「平和ねー」

　ポテチを美お味いしそうにほおばりながら、アリスがそういった。

「平和が一番なのです！」

　ドロシーが、ほんわかした笑顔で首をかしげながら、そういった。



    

  
    
      
あとがき





　みなさんこんにちは。まだまだまだ新人の須す堂どう項こうです。人生三冊目の本です。

　いやあ、なんか今回は苦労しました。遊びすぎて時間がなかったのも原因なんですが、一番の理由は家族が増えたことです。

　そうなんです。猫が増えたんですよ！

　ペットショップで、猫を買ったのです。アメリカンカールという、種が発見されてまだ二十数年という歴史の浅い猫で、両耳が外側にくるんとカールしているかわゆぅい猫なんです。萌もえ。

　とはいえ、一番大好きなのは、一匹目の茶トラの猫です。雑種です。元捨て猫です。こいつは臆病でわがままでやんちゃで悪戯いたずら好きという困ったやつですが、最近抱っこもさせてくれるし、ふんわりと大きくなってきて、とってもかわゆぅいのです。萌え。

　最初は仲良くできるかなと、とても心配だったのですが、それは杞き憂ゆうに終わりませんでした。ええ、全然心配通りでした。

　一匹目の茶トラは一歳半。新参者のアメリカンカールは七ヶ月。こいつらが、昼夜構わずどったんばったん走り回って喧けん嘩かしまくりなのですよ。じゃれてるのかどうなのかよくわからないのですが、とにかくどったんばったん大変な騒ぎなのですよこれがもう。

　とはいえ、アメリカンカールがうちにきて早一ヶ月。そろそろ慣れて、おとなしくなりません。ええ、全然おとなしくなってません。今日も昨日もどったんばったん大騒ぎです。

　しかしながら、ベッドの上でくっついていっしょに寝てたりもします。起きているときは噛みついたり猫キックしたり猫パンチしたり追いかけまわしたりしていますが、もしかしたら楽しく愉快に遊んでるだけで、すっかり仲良くなってるのかもしれません。臆おく病びような茶トラは、たまに悲鳴をあげたりしていますが。

　そんなわけで、見ていて飽きません。喧嘩の仲裁をしたり、遊んでやったり、いっしょに寝たりとかしてると、時間を忘れます。

　いやあ、家族が増えると大変ですよ。時間がいくらあっても足りません。

　ええと。つまり、猫にかまってばかりだと人生自滅しちゃうぞ、と全世界に向けて警告したいわけであります。あの愛くるしさは、人類を破滅させてしまいます。

　というわけで、この本に関わったすべてのひとに、厚く謝意を表する次第でございます。本当に、ありがとうございました。今後も、よろしくお願いします。

　また次回作でお会いできるよう、できる限り猫を禁じて頑張りたいと思います。
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